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マテリアルナイトⅤ




そして少女は慈しむ








雨木シュウスケ
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　椋本夏夜

メカニックデザイン　谷口ヨシタカ
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　その手が、あまりに温かそうに見えたから……







　エピローグ～プロローグⅡ







　　　　†




　いつであっただろうか？　そこにはシィナもいた。




「戦争のない世界？」

　シィナが紅こう茶ちやに息を吹ふきかけるのをやめて、首を傾かしげた。赤い水面が波は紋もんを止めて、湯気が彼女の頰ほおをなでていく。

「そう、すばらしいと思わない？」

　お嬢じよう様さまの言葉に、シィナは眉まゆを寄よせて難むずかしい顔──かつて私も浮うかべた表ひよう情じよう──をした。

　場所は書しよ斎さいであっただろうか、談話室であっただろうか……時間は昼であっただろうか、夜であっただろうか。

　あるいはそんな時間は存そん在ざいしなかったのだろうか？

　お嬢様という存在が凝ぎよう縮しゆくされた、一つの空想されたシーンであるだけなのかもしれない。

　お嬢様であれば、こんな会話がなされていたとしても不思議ではないという意い識しきが作り上げた架か空くうの記き憶おくなのかもしれない。

　私とシィナには、その言葉はとても遠い存在なのだ。

「戦いは哀かなしいことよ」

　よくわからないという顔をするシィナに、お嬢様は辛しん抱ぼう強く話をしていく。

　それをシィナが知らないわけではない。ジオストックの事じ件けんは、彼女には悲しい思い出であろう。

　私にとって、フォルストーとの出会いと別れを作ったあの時代がそうであるように。




　だが、それでも……




《マキナ》を発動させた瞬しゆん間かん──

　四し肢しがはじけ飛ぶ際さいの、神しん経けいが焼けるような痛つう覚かく──

　針はりのように細く尖とがっていく意識の疾しつ走そう感──

　剣けんの重み、銃じゆう剣けんの熱──

　獲え物ものを切り刻きざむ手ごたえ──

　衝しよう撃げき波はの震ふるえ──




　それら全すべてを感じなくなる日が来るということが私には信じられない。

　しかしそれは、お嬢様の願いなのだ。

　それはつまり、私の願いになるということなのだ。




　では、今の私は一体、なんなのであろうか？




　今、私の前には一つの存在がある。

「あははははははは！」

　その存在は笑っていた。

　楽しげに苦しげに悲しげに、少女は笑っていた。

「嫌きらいだ嫌いだ嫌いだ、イェンなんか苦しめばいいんだ！」

　撒まき散らされる言葉には力があった。その力が辺りの世界を震わせる。時間と空間を歪いびつにする。大地が慄おののき、大気が悲鳴を上げる。

　私と少女の取り巻まく周囲には阿あ鼻び叫きよう喚かんがあった。

　惨さん状じようがあった。

　火と煙けむりと煤すすと悲鳴と悪あく臭しゆうと汚おわいと憎ぞう悪おと苦痛と悲ひ劇げきと暴ぼう走そうが、秩ちつ序じよの中から生み出されて陳ちん列れつされかき乱みだされていた。

　一つのものから生み出されたというのに、それらはまるでかみ合わないパズルのピースのように辺りに転がっていた。

「あははははははは！」

　少女の笑い声が続く。大気ではなく世界そのものを揺ゆらして私に伝わる笑い声は、それらのパズルのピースにも干かん渉しようする。がたがたと揺れる。音ならぬ振しん動どうが私の体を揺さぶる。

　変化が起こる。

　完成など望めないようなパズルを、少女の笑い声が組み上げていく。力なくくたびれてしまった周囲の光景を、ネジを巻くようにして引き締しめていく。

　燃もえ上がる炎ほのおは数百度から常じよう温おんへ、

　空を埋うめた黒こく煙えんは地上に吸すい込こまれ、

　崩くずれ落ちた瓦が礫れきは大地を跳はねて元の場所へと戻もどっていく。路上に倒たおれた人であったものは、人になり、吐はき出した悲鳴を飲み込みながら後ろ歩きに建物の中へと消えていく。

　逆さか巻まきの世界、逆巻きの時間。

　巻き上げられたネジは再ふたたび、溜ため込まれた力は解かい放ほうするしかないとばかりに、自らの力で時の流れを生み出していく。

　阿鼻叫喚──私が生み出した結果は、逆巻かれた時間によって帳消しにされた。

「あははははははははは！」

　少女は笑い続ける。私の結果を奪うばい去り、私の過か程ていを掠かすめ取って、変わることなく笑うしかないがために笑っている。

　私には、何の変化もない。

　全身で蠢うごめく《マキナ》は稼か動どうの熱と脈動を伝え、握にぎられた剣は刃はこぼれしたままであり、左手の銃剣は煙を吹ふいている。

　繰くり返そう、私に変化はない。

　戻もどされた時間の記き憶おくを、私は持っている。

　それは私が、この少女にとって異い質しつであるためだろう。まさしく異界の存そん在ざいであるためだろう。

　思うようにならない存在を前にして、思い知らせてやろうという幼よう稚ちな感情が辺りに吹き荒あれていた。ただ、その思いには痛切な緊きん張ちよう感が漂ただよっていた。

　時間と空間、世界そのものを自じ在ざいに操あやつることのできる存在。

　その存在を私は知っている。

　レスフォール。

　自らを自在とする存在。

　我わが事すらも思うままにならない私たちと比くらべれば、それは絶ぜつ対たい的な超ちよう越えつを示しめしている。

　ならば目の前にいる少女は、レスフォールと同じ存在。

　連れん環かんした世界でお嬢じよう様さまを内包した存在。

「あなたは、私の戦いを取り上げるというのですね」

　私は静かに告げた。静まり返った私の戦場で、少女は笑いを止めた。

　何も言わない。

　私は少女に剣を向ける。刃こぼれした切っ先に破は壊かいの意志を乗せ、突つきつける。

　少女の瞳ひとみが私を見ている。

「ならばあなたは、私の敵てきです」

　たとえその相手が、過すぎ去りし時間の中で守ろうとした相手であろうとも。




『戦いのない世界』




　お嬢様の言葉に近づくことはできるのか？　私の疑ぎ問もんは強くなるばかりだった。







　あなたが何を目指していたとしても







　　　　†




　ひびが亀き裂れつに変わり、そして割われる。

　夜殻素材マテリアルナイトに覆おおわれた球体が壊こわれる。

　大気のない世界を揺らす、振しん動どう。

　それは誕たん生じようの産うぶ声ごえ。

　それは生まれたことへの歓かん喜きなのか、それとも生まれたくなかったとの悲ひ痛つうな訴うつたえなのか。

　たとえどれほど長く生きたとしても、その答えを得る日はないのだろう。それどころか、長く生きることによって誕生の記憶は失われていく。現げん状じようへの想おもいが過去を改変することすらありえるだろう。




　世界を取り巻く世界──《混こん沌とん》の海。

　その海に漂う一つの卵が、今、孵ふ化かの時を迎むかえようとしていた。星がその誕生を見つめている。生まれることなくただ燃ねん焼しようを続けるだけの星となってしまった世界の卵たちが、自分たちとは違ちがう運命に進もうとする新たな命を見守っている。

　その中で──

　自らの世界である艦かん隊たいの一いつ隻せき──その甲かん板ぱんで──レスフォールもまたその誕生を見守っていた。

　長い間、見守っていた。

　星々の──火か葬そうされる、生まれることのなかった同どう胞ほうたちの──光に包まれた《混沌》の海の只ただ中なかで、レスフォールは見守り続けていた。

　世界の卵に侵しん入にゆうしてしまった《蛇タナトス》を追い出し、それでも諦あきらめない《蛇タナトス》とこの場所で戦い続けた。

　その時間は、レスフォールの生きた長さに比くらべれば些さ細さいなものであった。だが、体感される時間の長さが精せい神しん状じよう態たいによって違うのは、ただの人間であろうとも、レスフォールでも、変わりはない。

　長かった。

《混沌》の海で戦いながら見守り続けた。

　フォルストーの末が守しゆ護ご者しやを保ほ護ごした時には、心より安あん堵どした。その末が、イェン・シェンカーの主あるじになっていたことには、レスフォールですらも介かい在ざいできぬ時の流れの織おり成す模も様ようの、複ふく雑ざつにしてしかし単一の糸の繫つながり──運命──を感じた。

　あの日から、孵化の兆ちよう候こうが現あらわれ始めた。もはや、レスフォールの手を内部に伸のばすことはできない。とても微び妙みような時期に入ったのだ。

　もどかしく、見守ることしかできない。

　そんな微妙な時期であろうとも……いやだからこそ、《蛇タナトス》はより苛か烈れつに食しよく欲よくを満たさんと襲おそい掛かかってくる。

　不覚にも一部に侵入を許ゆるした時には、自らの不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみした。最後の罠わなとして残したフォルストーが、自らの末との邂かい逅こうに何を思ったのか……唯ゆい一いつレスフォールと対等たらんとしたあの者が何を感じていたのか……それは、レスフォールにはわからない。

　そして今、卵の内部で育はぐくまれた生命は殻からを破やぶり、生まれようとしている。

　長かった。

　その瞬しゆん間かんを見つめ、レスフォールは……

「…………」

　唇くちびるを開かず、喉のどを唸うならせた。

　四散した夜殻素材マテリアルナイトの破は片へんは《混沌》の海へと沈しずみこんでいく。それを艦隊から放出された自動機械たちが回かい収しゆうしていく。艦隊に生きる下マ位ス模タ倣ー体ズの生活の中で、夜殻素材マテリアルナイトは希少金きん属ぞくとしてもてはやされている。律りつ法ぽうによって生み出すことも可か能のうだが、生産量を考えれば、こういう場面で回収した方が効こう率りつ的だと判はん断だんしたのだろう。

　レスフォールはその判断を責せめることもなく、被ひ造ぞう物ぶつたちの行動を黙もく認にんする。

　艦隊。

　それが、レスフォールの世界だ。

　球状の、重力の関係でわずかに楕だ円えんになる惑わく星せい型の形を取るのは、はるか昔にやめた。どれくらい昔であったか……十進法で億の単位に辿たどり着くか否いなか、おそらくはそれぐらいの時間は過ぎているだろうとは思う。

　その頃ころ、ほとんどの世界は惑星型だった。多くの仲間がいた。内包した人類同士を交流させる仲間もいた。

　だが今は、その仲間もいない。

　レスフォールは、世界を艦隊に変えた。

《蛇タナトス》が現れたからだ。

　抗あらがうか諦あきらめるか……二に択たくしか許さない存そん在ざいを前にして、レスフォールは抗う道を選んだ。

　諦める者もいた。終しゆう焉えんであるという。世界を世界で繫げて、あるいは飲み込んで飲み込まれて構こう成せいされたこの大世界という存在、場に、終わりの刻ときが訪おとずれたのだと言う者もいた。

　それは正しいのかもしれない。

　物理的限げん界かい、熱力学の法ほう則そくをいまだに見ることのなかったレスフォールたちにおいて、《蛇タナトス》は本来平等に訪れるはずのもの──死──としてレスフォールたちの前に現れたのかもしれない。

　自らが内包した人類に自然現象という、律した法則を強きよう制せいするレスフォールたちにとって、《蛇タナトス》は自分たちをこそ律する法則として存在していたのかもしれない。

　だから、従したがおう。

　そういう者は多くいた。他人を縛しばっておきながら自らを縛ることを嫌きらうなど、醜みにくいことだから。

　だが、レスフォールは抗う。

　はたしてそうなのだろうか？

　我われ々われは、世界に抗う権けん利りを持っていないのだろうか？

　内包した人類は、みなが従じゆう順じゆんにレスフォールたちの作った法則に従っていたか？

　抗うことを誰だれも選んでいなかったか？

「認みとめなくてはいけない」

　レスフォールが呟つぶやいた。周囲にはレスフォール以外、誰もいない。下マ位ス模タ倣ー体ズたちに、《混こん沌とん》の海の中で気き密みつ服なしに生きていく能力はない。

「認めなくてはいけない。自らの意思を、自らの心を、自らが在あるという感覚を、認にん識しきしなくてはいけない。平へい穏おんも波は瀾らんも優やさしさも憎ぞう悪おも愛も恐きよう怖ふも……全すべてが自らを認識するためだけの存在であると、認めなくてはならない」

　レスフォールは甲かん板ぱん上で、普ふ段だんと変わらぬ格かつ好こうで、砕くだけ散った夜殻素材マテリアルナイトでできた《卵オヴン》のあった空間を見つめて、そう語りかけた。




　そこにはなにもなかった。

《卵オヴン》の中は、虚からだった。




　　　　†




　バーミリオン財ざい閥ばつ会長専せん用よう船エンプレス号は、符ふ動どう機関の重い鼓こ動どうに突つき上げられるようにして、ウォレントの飛行船発着場から宙ちゆうへと巨きよ体たいを躍おどりあがらせた。

　上じよう昇しようの感覚を全身で受け止めながら、レアナは秘ひ書しよに案内されて、通路を進む。その胸むねには使命感があった。イェンを、シィナを取り戻もどさなければいけない。

　ハインツ・イルザームのクーデターによって、イェンとミランは戦争の道具にされようとしていた。人類を護まもるための長い戦いをようやく終えたドラグ・ヘッドたちに、ただ二人、この世界に残った人類の恩おん人じんに、仇あだで返そうとしていた。

　いや、もう仇を叩たたきつけたのだ。

　イェンとミランは、レアナとロイという人ひと質じちを前にして、その命令に従うしかなかった。戦いに、ドラグ・ヘッドにはまったく関係のない国家間の争いに、二人を巻まき込んでいる。

　たとえ、今の人類がその事実を知らないとしても、許されることではない。

　眉み間けんに刻きざまれたしわが消せない。

　今は、ただのレアナには戻れない。心は強くないといけない。だからこそ、バーミリオン財閥の長女としてのレアナを奮ふるい立たせなければならない。

　問題は、ハインツ・イルザームだけではなかった。

　シィナにもまた、異い変へんが訪れていた。

　サイア・ミュウ。

　その名前が、レアナに重くのしかかる。

　ナギリたちと別れ、一人、その部屋に入る。

　扉とびらを開けてすぐに目に入ったのは、落ち着きなくソファから立ち上がる母の姿すがただった。

「レアナ、無事でよかった」

　ルシアは自室に姿を見せた娘むすめを、もどかしげに抱だきしめた。

「お母様……」

　母の胸むねに収おさまって、レアナは伝わる震ふるえにはっとした。財界の女じよ帝ていと呼よばれる母が震えている。面おもてはどうであろうとも、心はこんなにも乱みだれていたのだ。それを感じ取って、レアナは母の背せ中なかに手を回した。

「辛つらかった？」

「ううん」

　母の言葉に、レアナは頭を振ふる。

「イルザームが何もできないことはわかっていたから」

「そうね、彼には何もできない」

「みんなに、たくさん迷めい惑わくをかけてしまった」

「それを迷惑と思うのなら、あなたはここにいなかったはずよ」

　レアナの髪かみをルシアが撫なでる。細く優しい手。その感かん触しよくに、レアナは目を閉じた。
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「……シィナを取り返さないといけないの」

「そう。大切な家族ですものね」

「イェンを探さがしにいかないといけないの」

　ルシアの手はゆっくりとレアナの髪を撫で続ける。思い出す。こんなに優しくしてくれたことがかつてあっただろうか？　あったはずだ。だが、それは母と出会える少ない時間の中で、当たり前のものとして埋もれていたのだろうか？　間かん断だんなく続く温かい感触にレアナは戸と惑まどいを隠かくせない。心がほぐれていく感触に、抗うことができない。

「辛い？」

　その言葉が、緩ゆるんだ心の隙すき間まになにげなく入り込こんでくる。

　レアナはかすかに全身を震わせ、それから責せめる視し線せんで母を見上げた。

「お母様……ずるい」

　辛くないなどと、言えるはずがない。失って辛くないものを取り返そうとは思わないから。

　心は硬かたく……何者にも打ち壊されないほど強固に。

　あの日から、ハインツ・イルザームがウォレントの屋や敷しきにやって来た時からそう思っていた。傷きずを癒いやす時はあまりにももどかしく。脱だつ出しゆつするためには、成功の可か能のう性せいを計れない人の動きに望みを託たくさねばならなかった。心が磨すり減へるような重じゆう圧あつがあった。友人の身を案じて、居いてもたってもいられなかった。

　それら全すべてにただ耐たえていなければならなかった。

「吐はき出せばいいわ」

　ルシアの声は低く、レアナに囁ささやきかけてくる。

「吐き出したら弱くなるわけじゃない。そこからまた、強くなる」

　顔を上げて、レアナは母を見た。

　ルシアは瞳ひとみを柔やわらかく細め、娘を見つめていた。

「強くなりたいのでしょう？」

　優しく、そして厳きびしい問いかけ。

　その顔が歪ゆがんでいくのを、レアナは抑おさえられなかった。

「ひどい！」

　再ふたたび母の胸に顔をうずめ、レアナは叫さけんだ。

「どうして……どうして⁉」

　レアナは叫ぶ、訴うつたえる。その相手はここにはいない。地上にいる。だが、訴えたいのはハインツ・イルザームだけではない。

「どうしてそっとしておいてくれないの⁉　どうして放ほうっておいてくれないの⁉　イェンもシィナもなにもしない……なにもしないのに‼」

　全ての人に、全ての人間に、レアナは訴えたかった、叫びたかった、怒いかりを撒まき散らしたかった。ドラグ・ヘッドが……レスフォールの遺い産さんが恐おそろしい？　馬ば鹿かな馬鹿な馬鹿な！　恐ろしいのは、本当に恐ろしいのは、それを自分が優ゆう位いに立つために利用することしか考えられない自分たちではないか！

　それは、許ゆるされないことだ。

　どうしてそんなことがわからないのか⁉

　わたしはいま、不ふ条じよう理りなことを考えているのか？　ひどいことを言っているのか？

　だからどうしたと言うのか？

　わたしはいま、こんなにも辛い。こんなにも辛いというのに。

「イェンを……取らないで……」

　足から力が抜ぬけていく。レアナは母にしがみついたまま、その場に膝ひざを付いた。

　どうしてこの場にイェンはいないのか？　シィナがいないのか？

　サイア・ミュウ。

《蛇タナトス》との戦いの末に生まれた、この世界の自じ我が。

　その世界のために、シィナがいなくなったのだ。

　大切な妹がいなくなったのだ。帰る場所はハインツ・イルザームに占せん拠きよされ、祖そ父ふはいまだに幽ゆう閉へいされている。友人たちにまで迷惑をかけた。

　サイア・ミュウは全ての人間を消してしまおうとしている。この世界そのものである存そん在ざいが、この世界の成り立ちそのものを否ひ定ていしようとしている。

　それなのに……

　どうして、イェンは傍そばにいないのか。

「もう、いや」

　母の胸むねの中で、レアナはそう、呟つぶやいた。
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　食べ物を食べれば、次の食事までは元気になれる。

　眠ねむれば、次の眠りの時まで眠る必要はない。

　わかっている。生きるとはそういうことだ。栄養と休息で体を癒しながら、生きていく。

　死ぬまで、生きていく。

　それならば、心はどうやって癒せばいいのだろう？　それとも、癒えることなどないのだろうか？　肉体を癒して日々を繰くり返しながら、心は磨り減って磨り減って磨り減って……もとの形を失って粉々になるまで生きて、そして死ぬのだろうか。

　だとすれば、母はなんと幸せなのだろう。心が壊こわれる前に逝いけたのだから。

　事じ故こだった。父親の工場視し察さつに付いて見知らぬ街に行き、時間潰つぶしのような観光をしていた途と中ちゆうのことだった。

　母の魂たましいを送る、葬そう送そうの鐘かねが鳴っている。

　母の魂は、どこへ送られたのだろう？

　アルリオス教ならば楽園、メディン教ならば一なる場所に。この葬送はアルリオス教だから、楽園なのだろう。

　宗しゆう教きようの数だけ、魂の向かう先は違ちがう。本当にそんなことがあるわけはない。生命の歴史は、宗教の歴史よりも長いのだ。ならば全ての宗教が語る魂の向かう先は、実は全て同じなのか、あるいは全てが見当違いなのか……

　教会のある丘の斜しや面めんに腰こしをかける。膝を抱だきたいが、抱けない。少年の両りよう腕うでは母とともになくなってしまった。本来ならばまだ病院にいなくてはならない重じゆう傷しようだが、少年は無理を押おしてこの場所にやってきた。

　傷きず口ぐちがうずく、顔が熱っぽい。肉体の限げん界かいはすでにやってきているようだった。だが、この場所から離はなれるつもりはなかった。

　母が墓はかに納おさまる瞬しゆん間かんを見ることは拒こばんだくせに……

　歯を軋きしませる。本当はなんでもいいから殴なぐりつけたかった。だができない。少年には両腕がないのだから。体の奥おくを蝕むしばむもどかしさを吐き出す術すべがなかった。

「ここにいたか」

　気配を感じなかった。野太い声が背せ中なかにかかった。

　伯お父じだ。親族の集まりにも滅めつ多たに顔を見せない、変わり者の母の兄。

「終わったぞ」

「……そう」

　その言葉にも振ふり返らず、少年は両膝に顎あごを埋めた。ぶらつく袖そでが傷を刺し激げきする。怒おこっていいのか悲しんでいいのか、それともただ磨り減っただけなのか……何を表しているのかわからない歪んだ自分の顔を見られたくなかった。

「良い葬そう儀ぎだったぞ」

「そんなこと、あるわけない」

　事故死だったのだ。不条理な死なのだ。母の軀むくろは原形もまともにとどめられなかったのだ。

　少年を守ったから。

「そうだな。唯ただ一ひとつの欠点は、息子むすこが母親の死に顔をまともに見ることもできない腑ふ抜ぬけだったことだな」

　それが挑ちよう発はつだということは、冷静に考えればすぐにわかることだった。

　だが、少年は冷静ではなかった。冷静でいられるわけがなかった。

「！」

　何も言わず、振り返り、睨にらみつける。

　母とは似にても似つかない、それどころか母の兄弟の誰とも似ていない質しつ量りようをもった巨きよ漢かんが、少年を見下ろしていた。

　それは、偉い大だいなる祖父に似た男だった。

「どうした？　腑抜けにも悔くやしいと思う心があるのか？　面おも白しろいな、実験材料にしてやろうか？」

「黙だまれっ！」

　立ち上がり、はるか上じよう段だんから見下ろす伯父のもとに駆かけていく。

　だが、途中で足がもつれた。両腕がなくなったことでバランス感覚が崩くずれていることもある。が、同時に傷から発した熱が少年から気力を奪い取ろうとしていた。

「あんたに、なにがわかるってんだ」

　起き上がれないまま、首だけを思い切り曲げて伯父を睨みつける。視線だけで人が殺せるなら、少年は喜んでそうしていただろう。

「わかるな。お前がどれだけの腑抜けかということが。母の死を認みとめたくなかったか？　母の死に責せき任にんを感じているのか？　違うな。お前はただ、自分を守るために醜みにくくなってしまった母の軀を直視する勇気がなかっただけだ」

「うるさい！」

　あの瞬間……

　母の顔が目の前にあった。一瞬の安あん堵どは、幼おさない頃ころ、迷まい子ごになった自分を見付けてくれた時のものに似ていた。

　その顔が、衝しよう撃げきで歪ゆがむ。目は大きく見開かれ、眼がん球きゆうが膨ふくれ上がったように見えた。開かれた唇くちびるからは舌したが驚おどろくほど伸のび、鼻の穴あなからは血が噴ふん水すいのようにあふれた。

　精せい神しん的な衝撃は、すぐに物理的な激痛に変わった。

　少年は両腕を失った。

　傷口がうずくたびに、あの時の母の顔が浮かび上がる。

　それを、忘わすれられない。

　消えないのだ。

　だから、磨すり減へっていく。心はいつまでもいつまでも磨り減っていく。恐きよう怖ふを打ち消そうと、あの時の記き憶おくを抹まつ消しようしてしまおうと。

　それでも恐怖は消えず、しかし磨り減っていく感覚だけは常つねに感じている。

　そんな少年に、伯父は語りかける。

「視覚的な美び醜しゆうによってしか物事を判はん断だんできないお前の愚おろかさが、シスの死を残ざん酷こくなものに変えている」

　背せの低い雑ざつ草そうに顔を埋うめる少年に、足音が近づく。

「それは冒ぼう瀆とくだ」

　腰こしに腕うでが巻まかれた。そのまま、少年の体は軽々と伯父の肩かたに担かつがれる。

「お前に母の愛を否ひ定ていすることは許されない」

　声なき声が、少年の喉のどからほとばしった。

　そんな愛ならいらない。少年は、ただ母と一いつ緒しよにいたかったのだ。母に起こされ、学校へ行き、良い成せい績せきを取って母を喜ばせ、母の手料理を食べ、時には母を怒らせ……そうしてずっと生きていくのだと思っていた。

　ずっと、そうだと思っていたのだ。

「永えい遠えんは物質には存そん在ざいしない。あるいは精神にも存在しないのかもしれない。だが、お前が吐はき出すその声が、お前の心に永遠を刻きざんだ象しよう徴ちようなのだと否定することが、いったい誰だれにできようか」

　歩きながら、伯父は呟つぶやく。

「忘れるな、記憶はお前の中で凝ぎよう縮しゆくされる。それは完かん璧ぺきではないかもしれない。捏ねつ造ぞうしてしまうかもしれない。しかしそれでも、真なる部分、お前が母を愛し、母がお前を愛したという事実が覆くつがえされるものではないはずだ。お前は、お前の中の記憶を裏うら切ぎることはできない。

　忘れるな。お前が生きているということこそが、母の愛であり、それに応こたえるのが、お前の愛だ」

　野太い声が紡つむぐ言葉は、何かを吐き出し続ける少年の耳に届とどいていた。それは、削けずられた心の欠片かけらであったのかもしれない。それはいらないものではない。だが、吐き出されるべきものではあるのかもしれない。

　少年は、自分の中で何かが出来上がるのを感じていた。それは、まだ歪いびつであるかもしれない。完成の時は来ないのかもしれない。

　しかしそれでも、輝かがやく何かにはなりえるだろうと、感じていた。

「さあ、リオン、母に会いに行くぞ」

「うん……」ぼそりと、少年、リオンは呟いた。




　だからこそ、僕ぼくはあの人のために何かがしたいと思う。
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　ウォレント市内、飛行船発着場。

　夜の闇やみを切り裂さく術じゆつ理りの光が、高度を上げ続けるエンプレス号を捕とらえていた。周囲に配置されていた軍船が次々と、闇に沈しずんでいた機体を宙ちゆうに持ち上げようとしていた。小型の快かい速そく艇ていが先んじて空に上がり、エンプレスを追いかける。

　唸うなる符ふ動どう機関の鼓こ動どうは地面を揺ゆらし、ハインツ・イルザームを揺らす。

　吹ふき散らされて乱みだれる気流を全身に浴びても、この男は身じろぎもしなかった。

　その前を戦せん術じゆつ歩兵師し団だんが駆け抜ぬけていき、攻こう性せいの術理を次々と放つ。放たれた雷らい撃げきや衝しよう撃げき波は、火球がエンプレスの表面で弾はじける。民間船とは思えない強度は、さすがは女じよ帝ていの船というべきだろう。

「レンドラントに栄光をもたらす……その礎いしずえになってもらう」

　ハインツの言葉は、重い。

　なぜならば、彼は英えい雄ゆうだから。その一言で多くの人間の生と死に境きよう界かいを刻み、勝利と敗北を決めるからだ。

　故ゆえに彼の言葉は重い。

　幾いくつかの軍船が宙に浮うき、側面の砲ほう塔とうをエンプレス号に向けた。高度を上げつつ進んでいく女帝の船に合わせて高度を上げ、角度を合わせる。

　砲ほう弾だんはすでにこめられている。いつでも撃うてる。だが、エンプレスの速度を考えれば、この一撃で落とせなければ失敗だ。快速艇の戦力だけでは、足止めにもならないだろう。

　公おおやけには民間船だが、バーミリオン財ざい閥ばつの会長専せん用よう船はそれだけの武ぶ力りよくを隠かくし持っている。

　砲塔は慎しん重ちように、しかし迅じん速そくに照しよう準じゆんを合わせていく。エンプレスの巨きよ体たいは徐じよ々じよに遠ざかっていく。それほど離はなれたようには見えない。だがそれは、巨体ゆえの錯さつ覚かくに過すぎない。

　砲塔の動きが止まった。ハインツを始め、周りにいた軍人たちが耳を押さえる。

　やってきた轟ごう音おんは、連なる砲塔のものではなかった。

　視し界かいを染そめた紅ぐ蓮れんは、撃げき沈ちんするエンプレスのものではなかった。

「なっ！」

　ハインツは息を吞のんだ。

　目の前にあるのは巨人のシルエット。

「あの巨人か！」

　軍本部を襲おそった黒い巨人の姿すがたが、そこにいた皆みなの脳のう裏りに浮かんだ。

　だが、ハインツはすぐに違ちがうことに気付く。シルエットの形が違う。あの巨人には無数の腕はなかった。

　多た腕わん女身の巨人は、その手に握にぎる無数の剣けんで周囲にある軍船をなぎ払はらった。

　クァグ・ネレイドー。

　それが巨人の名。

　そして、その肩にはタキシード姿の巨漢が仁に王おう立だちで、炎えん上じようする軍船を見下ろしていた。

「悪いが邪じや魔まはさせぬ。あの娘むすめには為なしてもらわねばならぬことがあるからな」

　かつてバロン・ザ・スカーレットと呼よばれた巨漢の怪かい盗とう、ラングスはそう呟くと、腕を振ふるった。

「なぎ払え」

　クァグ・ネレイドーが無数の剣を構かまえる。

　残っていた軍船は、間近の脅きよう威いにエンプレスを砲ほう撃げきすることを諦あきらめ、船体を回転させて巨人に砲口を向ける。

　その動きはあまりに鈍どん重じゆうだ。

　対して、クァグ・ネレイドーの動きは、人の視覚で見る分には鈍重に見える。しかしそれは、サイズの違いによる錯覚でしかない。

　人の数十倍の巨体が大気を押し潰つぶす、唸うなり。

　間かん節せつが駆く動どうする際さいの巨大な歯車の、軋きしみ。

　内ない蔵ぞうされた《卵オヴン》から循じゆん環かんされる《混こん沌とん》の、奔ほん流りゆう。

　人を圧あつするが故に、巨人。それが起こす動作は、ただそれだけで地面に立つ戦せん術じゆつ歩兵たちの行動を阻そ害がいし、振り下ろされた剣は軍船をやすやすと切り裂さいた。

　浮ふ揚よう部が破は裂れつし、続けざまに船体が真っ二つに折れる。浮揚部の軽気体は飛行船開発時代初期に起こった大だい爆ばく発はつの教訓を得て別のものに変わっているが、それでも激はげしく燃ねん焼しようして空に膨ぼう大だいな紅べに色いろをぶち撒まける。符動機関内部で発生していたエネルギーは行き場を失い、薄うす青あお色の光に変わって業ごう炎えんを縁ふち取どった。

　爆発を背はい景けいに、クァグ・ネレイドーは次なる獲え物ものを求める。エンプレスを追っていた快速艇が隊列を乱してきびすを返し、クァグ・ネレイドーの頭上で旋せん回かいする。

　銃じゆう兵へいによる射しや撃げきと、戦術歩兵の術理が雨あられと降ふり注ぐ。

　地上からも態たい勢せいを整えた戦術歩兵たちが術理を放った。

「障しよう壁へきよ！」

　上下から襲いかかる破は壊かいの牙きばを、ラングスはただ一言で押おし返す。クァグ・ネレイドーに搭とう載さいされた《卵オヴン》は周囲の《混沌》を吸きゆう収しゆうし、それをラングスの意い志し力が具ぐ現げん化する。見えざる壁かべはラングスの周囲を重点的に囲い、銃弾と術理を弾はじく。

「斬ざん奸かん！」

　次なる叫さけびが巨大な破壊を生む。

　クァグ・ネレイドーが地面に剣を叩たたきつける。砕け散った石いし畳だたみが次々と物ぶつ質しつ変化を起こし、無数の剣へと変わった。柱と見み紛まがいそうな巨剣の列に、残っていた軍船は次々と船の底部を切り裂かれ、バランスを崩くずして落下していく。

　生み出された巨剣の森は、軍船を切り裂くだけでは終わらない。地面を砕いて現あらわれたことによって、地上の戦術歩兵の部隊は隊列を乱され、混こん乱らんする。




　その混乱の隙すきを突く、影かげもない者がいた。

　光線を歪わい曲きよくさせて姿を隠したそれは、唸りを上げて夜空を目指す巨剣たちを尻しり目めに目標へと音もなく駆け寄よる。巨大な鋼はがねに意い識しきを奪われた戦術歩兵たちは、唯ただ一ひとつ正せい常じように彼らの視界に映うつっていた白色の仮か面めんの存在に気付くことはなかった。

　白色の仮面は、ほぼ直線的に目標に向かった。目標もまた、天を突く鋼に目を奪われている。大人の腰こし辺りを滑かつ空くうしていた仮面が、目標の前で上じよう昇しようする。こちらに気付き、驚おどろきに顔を引きつらせる目標……ハインツを目前にして、仮面は人々の視界に全身を晒さらした。

　マントの赤い裏うら地じが鮮せん烈れつに周囲の者たちに印象付けられる。

「怪盗か……」

　驚きよう愕がくは噓うそのように引き、落ち着き払はらったハインツが呟つぶやく。

　光こう遁とんを解とき、残りの姿を現したもう一人の怪盗バロン・ザ・スカーレット……リオンはマントの下に隠していた手をハインツの顎あご先さきに突きつけていた。

　手には、拳けん銃じゆうが握にぎられている。

　撃鉄は下ろされている。銃じゆう爪そうにかかった人差し指がかすかに動くだけでも自分の命が失われるだろうという状況で、ハインツは冷静にリオンの仮面を見つめた。状況に気付いてリオンに銃を向ける兵士たちを手で制する余よ裕ゆうまで見せた。

「あなたの野望は、ここで終わらせる」

「バーミリオン家のお嬢じようさんの差し金か？　おそろしいな。あの年で暗殺を指し示じできるか」

　呟いた後に、ハインツは思い直したようにかすかに首を左右に振った。

「いや、やはり女じよ帝ていの指示と考えるのが妥だ当とうか」

「僕自身の意志だ」

　押し殺した声でリオンは告げる。拳銃を握り締しめた手を意識する。かつて愛する者とともに失われた生身の腕うで。伯お父じに与あたえられた第二の腕も、いまは大事な人を摑つかむことはできなかった。

　だがそれは、大事な人を守るために使えないのとは、違う。

　勝利者の腕……この腕は、そのためにあるのだ。

「あなたは、レアナさんにとっては危き険けんな敵てきだ」

「そうかな？　バーミリオン家にとって、私は敵にすらなれていないように思えたが」

「バーミリオン家の話なんてしていない」

　顎に拳銃を押し付け、ハインツを黙だまらせる。

「僕は、レアナさんの話をしているんだ」

「そうだったな、君は彼女を愛しているんだったな」

　一向に動じない。拳銃という圧力は、ハインツにとっては無きに等しいもののように思えた。

「だが、ここで私を殺したとしても、流れそのものが止まることはもはやない。北部国こつ境きようの戦せん端たんはすでに開かれているのだ。いや、私を殺すことによって、再ふたたび国内が乱みだれることになる。その混乱を収おさめるのは、たとえアルドス・バーミリオンの政せい治じ的手しゆ腕わんをもってしても、簡かん単たんなことではない。そしてその混乱の隙を、帝国が突つくことになる。いいのかね？　レアナ・バーミリオンの帰る場所が失われても？」

　ハインツの言葉に、リオンは奥おく歯ばを嚙かみ締めた。戦争、レアナの憎にくむもの。それを止められないという事実。

「君はなにがしたい？　レアナ・バーミリオンのために、なにがしたいんだね？」

「黙れ！」

　ついにリオンは耐たえ切れなくなり、叫んだ。怪かい盗とうバロン・ザ・スカーレットが、どれだけ奇き抜ばつな存そん在ざいであろうとも、静せい寂じやくをもってよしとするのが夜の住人である怪盗だという論ろん理りが崩れることはない。伯父のクァグ・ネレイドーは究極の騒そう音おんが生み出す静寂だ。そしてその静寂の中で、リオンが怪盗行こう為いを行う。

　その静寂をリオンは自ら打ち砕くだいた。

　いや、物言う暇ひまもなく殺せなかった時から、すでにリオンの静寂は破れていたのかもしれない。

　仮面の奥で汗あせが滲にじむ。拭ぬぐえない汗が苛いら立だちを募つのらせる。額ひたいを撫なで、目の端はしをかすめていく汗の感かん触しよくが、塩の痛いたみとともに問いを滲にじませる。

　何をすればいい？　何をすればレアナさんのためになる？

　レアナを支し援えんするために伯父とともにこの場に残った。レアナに目的を果たさせるために、それを邪じや魔まするハインツ・イルザームを排はい除じよするために。

　それでは駄だ目めだというのか？

　いや、そんなことはない。

「お前が死ねば、全すべてが終わるんだ」

「一人の男が始めたものは、一人の男の死で終わる。国家のことだけではない。全てのものがそんな簡単なものだと、本当に信じているのかね、君は？　流れという存在は、それほど脆ぜい弱じやくではないぞ」

「……だから、なんだというんだ？」

　その言葉はただの強がりでしかなかった。否ひ定ていすることでしか力を得られない気がした。だが、否定したところで力は得られなかった。銃爪にかかった指は凍こおりついたように動かない。神しん経けいが切り離はなされてしまったかのように、震ふるわせることすらできなかった。

　ハインツの手が拳銃のシリンダーを摑んだ。ゆっくりと動いたその手を、リオンは払うことができなかった。

「水の底を歩むが如ごとくに、それは表に現あらわれずとも進んでいくのだ。その流れの象しよう徴ちようとして私はこの場にいるに過すぎない。……君がやるべきことは、これではなかった」

　その声こわ音ねには、憐あわれみすら溶とけ込こんでいた。

「それでも……」

　覚かく悟ごを決めよう。リオンは心の中で呟いた。

　間ま違ちがっていようとも、いなくとも、この男が死ぬことによってレアナの行動の助けになるはずなのだ。

　シリンダーにかかった手を振り払い、改めて銃口を突きつける。黒い鉄がハインツの喉のどに食い込む。銃爪にかけた指が震ふるえる。「大だい統とう領りよう！」周りの兵士たちがざわめく。

「僕はあなたを殺す」

　それがレアナのためになるのだ。

　人差し指に……力をこめろ。




　聞こえない銃じゆう声せいをいぶかしむ暇はなかった。




「でも……」

　それはハインツの声ではなかった。

　その声は背はい後ごからした。

　振ふり返ることすらできず、リオンはその声音に震えた。

　あの声だ。

　シィナに良く似にた、しかしシィナではない声。

　自らをこの世界そのものだと主しゆ張ちようする少女。ただの一言で兵士たちの存在そのものを抹まつ消しようした、リオンには理り解かいできない存在。

　サイア・ミュウ。

「何をしたところで、お兄ちゃんは報むくわれないの」

　冷たい現実を押し付けてくる。耳に息を吹ふきかけるように、唇くちびるを寄よせて囁ささやきかけてくる。

「なぜなら、レアナお姉ちゃんが大事なのはイェンだから。お兄ちゃん、それを知っているのに、どうしてこんな所にいるの？」

　無む邪じや気きな問いかけが、ハインツによってむき出しにされていた心を抉えぐる。どれだけ格かつ好こうを付けようとも、その痛いた手ではそう簡単に消え去りはしない。レアナへの想おもいは、それほど軽いものではなかった。

　目の前のハインツは、表情を少しも動かさない。眼がん球きゆうも揺れない。ただその強い目が生み出す圧力だけが、絶たえずリオンを押し包んでいた。まるで時間が止まったかのように、ハインツは動かない。
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　音もなかった。周囲を蹂じゆう躙りんしていたクァグ・ネレイドーの轟ごう音おんが聞こえない。耳の痛くなる真なる静寂がリオンをひしひしと取り囲んでいた。

　全てが動かない。まるでこの世界で動いているのは自分と背後のサイア・ミュウだけであるかのようだ。

　いや、実じつ際さいにそうなのだろう。

　サイア・ミュウが噓うそをついていないのならば、この世界で少女が自由にできないものは何もないということになる。

　普ふ段だんならば単なる冗じよう談だんとして聞き流しているだろうことを、素す直なおに信じている。そんな存在について語る知り合いがいたならば、心の病になったのかと心配したかもしれないし、知り合いでなければ近づきもしないだろう。

　その力を見たからというのもあるのだが……

　少女の、あまりにも圧あつ倒とう的な存在感のためなのかもしれない。先ほどまで感じていた汗の感触すら搔かき消えて、凍りついたような緊きん張ちよう感が体を支し配はいしている。

「ねえ、どうして？」

　そしてサイア・ミュウは繰くり返し尋たずねてくる。世界を自由にできるというのに、人の心だけは理解できないと、聞いてくる。

　動けない体……動かすことができないのか、動くことが許ゆるされていないのか、リオンは唯ゆい一いつ自由な唇を動かした。

　ハインツの言葉よりも、その問いは答えやすかった。

「それが、僕ぼくだからです」

　サイア・ミュウがその言葉をどう受け止めたのか、背後に立たれたリオンにはわからない。

「僕だから、そうする。他ほかの誰だれかがどうするかなんて、僕には価か値ちはない。僕はこうする。自分が愛した人のために」

「それが報われないとわかってても？」

「わかっていても」

　成果を期待しない愛はないだろう。だが、成果だけを望む愛はおぞましいと思うのがリオンだ。母のあの姿すがたはただリオンを護まもりたいがために生まれたのだ。見返りを望まない愛……それこそが、リオンが母から受け継ついだものなのだから。

「ふうん」と、サイア・ミュウは乾かん燥そうした声を漏もらした。「つまらない」と、少女は囁いた。

「離はなれないのなら、お兄ちゃんたちはちょっと邪じや魔まなの」

　その言葉が、全すべてだった。




　銃声が音高く夜を引き裂き、ハインツは衝しよう撃げきでよろめいた。

「大統領！」

　駆かけ寄よった兵士に支ささえられたハインツは、痛む喉を押さえて激しく咳せき込んだ。痛みが首の側面に線を引くようにしてあり、それを中心にして腫はれの疼うずきがある。

「何が起こった？」

　荒あれた声で兵士に問う。しかし兵士たちもまた、わけがわからない様子だった。

　辺りは、あまりにも静かだ。

　つい先ほどまで目の前にいたはずの怪かい盗とうの姿がない。

　それどころか、発着場を荒らしまわっていた巨人の姿すら消え失うせていた。

　大地に群ぐん生せいした術じゆつ理りの巨きよ剣けんと、それに貫つらぬかれて火に巻まかれた軍船はある。燃もえ上がる火の熱は夜気を炙あぶり、頰ほおを熱くさせた。燃え上がる炎ほのおの唸うなりだけが静せい寂じやくの成り立ちを崩そうとしている。

　それはあまりにも唐とう突とつで、脈みやく絡らくがない。前後のつながりは消失し、気味の悪さだけが残されてしまった。

　そして……

「力が欲ほしい？」

　無邪気な問いかけ。

　誰も、そこに見知らぬ少女がいることに疑ぎ問もんを抱いだかなかった。疑問の余地は与あたえられなかった。ただ呆ぼう然ぜんと、美しいとしか形容できない少女の声に引かれて、少女の容よう姿しに魅み入いられた。

「欲しければあげるよ。でも、してほしいことがあるの」

　背せ中なかで手を組み、少し背せ伸のびをするようにして、少女はハインツの前に立つ。

　少女の表情は、あくまで変わらない。自らの行いに疑問も、善ぜん悪あくも、正せい否ひもない。

「イェン・シェンカーを殺すの。できるよね？」

　少女の言葉に、ハインツはただ頷うなずく。

　逆さからうことは許されない。
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　夕ゆう闇やみとともに訪おとずれた綿わた毛げのような雪は時を経へるごとに量を増まし、やがて夜を灰はい色いろに染そめた。

　エルブリア帝てい国こくでは雪が降ふることは珍めずらしくない。首都アムネスに並ならぶ家々は全て、屋根に雪がたまらぬように斜ななめになっており、雪は次々と地面に滑すべり落ちていき、庭や路面に雪が高く積まれていく。その姿は寒さにじっと耐たえる穴あな熊ぐまのような雰ふん囲い気きがあった。

　そんなアムネスの空で、影かげが二つ、雪風を貫いて駆けていた。

　凍こおりついた屋根に足を取られることもなく、二つの影はあらゆる生物を凌りよう駕がした運動能のう力りよくで雪混まじりの強風を切り抜ぬけ……

「ぷふぁっ！　雪が目に、口に、はわわわわ！　あ、鼻、鼻が痛いです」

　切り抜けていく。

　そんな背はい後ごの声など無む視しして、先頭をいく影は目標だけを視界に収おさめる。夜闇に舞まい狂くるう雪はかすかな光すらも奪うばい取って視覚を麻ま痺ひさせるが、影にとってはそれほど問題ではなかった。

　それはあくまで普通の生物ならばの話だからだ。

　レスフォールの作り出した生物兵器、ドラグ・ヘッドであるイェンの目には何の問題もなく目標の姿が映うつる。

　帝都のどの建物よりも高く、分ぶ厚あつい塀へいに囲まれた建物。群生した植物のように、あるいは積み木のように、どこか似た雰囲気を持つ建物を積み上げたような印象をもっている。

　帝てい宮きゆう。そう呼よばれている。

　宮きゆう殿でんと呼ぶには、無ぶ骨こつに過すぎている。それは、寒冷な気候の中で暮くらす人々の気き概がいの表れなのかもしれない。外観よりも機能。生きることに素す直なおで、そして戦うことに躊ちゆう躇ちよのない人々の心が、帝宮という象しよう徴ちようを生み出しているのかもしれない。

「ぷわわ、待って……」

　顔についた雪を払はらって追いついてきたミランを、イェンは黙だまらせた。そのまま近くの建物の屋根で足を止める。ミランもすぐに悟さとって、イェンの後ろで屋根に這はいつくばった。

　強きよう烈れつな術理の光が、イェンたちの頭上を過ぎていく。光線は無数にあり、地上だけではなく頭上の雪闇もまた薙ないでいた。

「警けい戒かいは厳げん重じゆうなようですね」

「そうですね、どうしましょうか？」

「第一目的を達するまでは、静かにいきたいですからね。タイミングを計りますよ。難むずかしくはないでしょう？」

「あ、はい」

　ミランの微び妙みような反はん応のうにやや不安になりながらも、イェンは光線の隙すき間まを縫ぬうように跳ちよう躍やくする。背後に感じたミランの跳躍タイミングはやや危あぶなげだったが問題になるほどではない。多少の音は風に飲まれてしまうため、イェンたちは静かに帝宮の敷しき地ち内に着地した。

　そして次の跳躍で、帝宮のバルコニーの一つに降おり立つ。

「さて、ここからが問題です」

「そうですね」

　バーミリオン家の屋敷よりもさらに広い帝宮の中で、確かく実じつに殺しておかなければならない人物がいる。

　バルコニーから内部に侵しん入にゆうしたイェンはしばらく扉とびらの前で息を殺す。見回りでも、何かの用事で立ち寄よった侍じ女じよでも……誰でもいい。この帝宮で暮らす人間ならば、誰だって知っているだろう事実を確かく認にんするために、イェンは待つ。

　やがて、硬かたい石の廊ろう下かを歩む足音が聞こえてきた。

　イェンはゆっくりと扉を開けた。

　廊下にいたのは寒そうにローブを羽は織おった侍女だった。突然扉が開いたことで侍女は足を止め、出てきた人物を見、驚おどろいた顔をした。見み慣なれない男だったが、その端たん整せいな顔立ちに気を引かれた。

　イェンは無表情のまま侍女に近づき、そしてまず口を塞ふさいだ。侍女が驚きの表ひよう情じようを浮かべている間に、イェンは侍女の体を担かついでもとの部屋に戻もどる。

　ようやく、侍女の顔に恐きよう怖ふが浮うかんだ。

「さて、あなたにお聞きしたいのですが」

　イェンは《マキナ》を顔に浮き上がらせて尋たずねた。《マキナ》を知らない人間は少ない。実物を見たことがなくとも、その現象が何を示しめすかは、多くの人間が知っていた。侍女は表情の限げん界かいに挑ちよう戦せんするかのように、恐怖をさらに強くする。

「リードラント・エン・ルーベンブル。皇こう太たい子しはどこにいらっしゃるのです？」
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　むせび泣きのかすかな音だけが、部屋の空気を揺ゆらしていた。船体に切り裂さかれた雲が丸まる窓まどを叩たたいている。部屋の調度品は静かにたたずみ、母は娘むすめの頭を優やさしく撫なで続けた。

　もういやだと泣く娘を、ルシアは黙だまって抱だきしめていた。

　娘のこんな姿を見るのはどのくらいぶりだろう？　あるいは初めてだろうか？

　いや……

　レッグモールの直後もこうだったように思える。

　人に弱みを見せるのが苦手な子だ。そう育てたのは、誰あろうルシアであるのかもしれない。バーミリオン家の血ち筋すじ、財ざい閥ばつの次期後こう継けい者しや……そういう者になるために育てたつもりはない。逃げ口上のようだが、ルシアは自分が思うままの感情を娘にぶつけてきたつもりだ。その中に、その二つがなかったかと問われれば、ないとは言い切れないし、言い切るつもりもない。継つぐべきものがある血筋、その中で育ったルシアが、ただ一人の娘にそれを期待しない方がおかしい。

　それが娘の重荷になっているのか？

　そうではない。その証しよう拠こに、娘は立りつ派ぱにバーミリオン家を継げるだけの成長を見せている。

　ただ、疲つかれてしまったのだ。

　そして、その癒いやし方を知らないだけなのだ。

　だからルシアは抱きしめる。言葉もなく、故ゆえに慰なぐさめもなく。

　娘の震ふるえだけが肌はだに伝わる。愛する者と切り離はなされた娘、それに傷きずついた姿……嫉しつ妬とすら抱いだいてしまいそうなほどの痛ましさに、ルシアは娘を強く抱きしめた。

「レアナ……」

　しゃくりあげる娘の名を優しく呼ぶ。

「よくがんばったわね」

　レッグモールの時は娘の幼おさなさを叱しかった。しかし今は、もう叱る必要はない。

「疲れたわね。ここにいる間は休んでいいのよ」

　今はここに、ルシアがいる。母がいるのだ。寂さびしさに震える必要も、自らが定めた使命に身を焦こがす必要もない。ただ、休めば良いのだ。癒せば良い。翼つばさを休めることは罪つみではない。

　休みの刻ときは、終しゆう焉えんの刻ではない。また羽ばたけばいいのだ。何度でも羽ばたけばいいのだ。翼がある限かぎり、羽が折れない限り。

　やがて、娘の震えはゆったりとした呼こ吸きゆうの上下に変わる。安らかな寝ね息いきが胸むねにかかる。ルシアは微笑ほほえみ、重くなった娘の体をソファに寝かせ、膝ひざに頭を乗せた。

　乱みだれた前まえ髪がみを指で整える。大人になろうとしている少女も、寝顔は昔のままだ。

　ルシアはもう一度微笑み。

「お休み、レアナ」

　そう、囁ささやいた。







　悲しみにくれる日があろうとも
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　ゆっくりと、意い識しきが覚かく醒せいに向かう。

　現げん実じつを確かく認にんする。目の前には優しげに表情を緩ゆるませた母がいる。そしてそれだけしかない。後頭部に感じる張はりのある弾だん力りよくはソファでもベッドでもない。レアナのものではないぬくもりを感じる。額ひたいを撫でる細く……そして少しだけ硬かたい指の感かん触しよく。

　母の膝で寝ている……レアナはそれに気付いた。

「起きた？」

「う、うん」

　見下ろす母の顔に、レアナは眠ねむる前の自分を思い出して恥はずかしさを覚えた。

「えと……ごめんなさい」

　起き上がり、髪を整える。なんだかずっと、母に髪を撫でられていたような気がする。頰ほおが熱くなる。この年になって母親に甘あまえている自分という図がとても恥ずかしい。

「ママはうれしかったわよ」

「わたしは、恥ずかしい」

　ニコニコ顔のルシアを、レアナは恨うらめしげに見た。

「でも、すっきりしたでしょう？」

「う……」

　問われると、反はん論ろんできない。

　屋や敷しきを占せん拠きよされてから、まともな睡すい眠みんを取った実感がなかったのだが、今のレアナはとても頭がすっきりとしていた。

「いいじゃない別に、こういうのは気持ちよくなったもの勝ちよ。もう少し開き直りなさい。その方が楽しいから」

「む～」

　頰を膨ふくらませるレアナの頭を撫で、ルシアはあくまで満足顔だ。

　レアナはあきらめた。肩かたを下げて思い切りため息を吐つくと表ひよう情じようを引き締しめる。

「もういいわ。それよりも、今はどの辺りなの？」

「そうね、エルブリアまであと一時間というところかしらね」

「そんなに？」

　驚おどろいて丸窓を見ると、すでに夜明けの光が雲を染そめていた。

「良い休息になったでしょう？」

「そうだけど」

　もちろん疲れていた。しかしそれでも、こんな時に夢ゆめも見ないほど熟じゆく睡すいできるなんて……気が抜ぬけている。

　そんなことを考えていると、昨さく晩ばんのことを思い出した。

　母の胸にしがみついて、思い切り泣いた。

　しかも……

　わたし、何を言った？

「気にしないの」

　再ふたたび顔を真っ赤にするレアナに、ルシアはまた頭を撫でる。

「弱気になるのは悪いことじゃないわよ。弱気になったままなのは問題だけど。今もそう？」

「違ちがう」

　レアナは頭かぶりを振ふる。今はそんなこと、まったく思っていない。

　イェンもシィナも、必ず取り返す。

「ならいいじゃない」

　こっそりとため息、母には敵かなわない。

　ふと、レアナは母の言葉を思い出して、首を傾かしげた。

「いま、お母様、エルブリアと言いました？」

　どうして北部国こつ境きようではないのだろうか？

「そうよ。イェンはエルブリアにいるわ」

「どうして？」

「簡かん単たんな理り屈くつよ。戦場はいくらだって増ふやせるかもしれないけど、敵てきの数そのものには上じよう限げんがあるもの」

　その言葉で、レアナははっとした。確たしかにそうだ。戦場でドラグ・ヘッドを運用するよりも、破は壊かい活動に専せん念ねんさせたほうが効こう率りつ的だ。なにしろ、ドラグ・ヘッドを倒たおすなんて、人間には不ふ可か能のうなのだから。一つの戦場で勝利するよりも、はるかに戦果が多い。

「じゃあ、イェンは……」

「エルブリア帝てい室しつを皆みな殺ごろし。後は見せしめに帝都を殲せん滅めつさせれば完かん璧ぺきじゃないかしらね」

「…………」

　冷れい酷こくだけれど、確かく実じつだ。中央を叩たたけば、どれだけ軍隊がいても役には立たなくなる。

　考えるうちに背せ中なかをざわつくものが駆かけ上がった。そのまま髪が逆さか立だってもおかしくないぐらいだ。しかしそうはならず、それはそのまま活力に変わる。レアナは自分の眼がん光こうに圧あつ力りよくが加わっていくのを感じた。

　そんなことをイェンたちにさせるなんて！

「セレンたちは？」

「隣となりの部屋よ。きっと心配してるわね」

　エンプレスの中で別れて、そのまま朝になっているのだ。どう説明したものか、レアナは頭を悩なやませながら部屋を出た。

　三人はすでに起きていた。

「おっ、おはよう。甘えられた？」

　ナギリが朝食の手を止めてひらひらと手を振ってくる。

「別に、そんなことしてないわよ」

「そう？　あやしいな～？」

　ニヤニヤしているナギリを一ひと睨にらみして、他ほかの三人を見た。朝食のテーブルにはレアナの親友であるナギリとセレン、そしてシィナのクラスメートのアリシア、そしてミランの想おもい人である元軍人のロイがいた。昨日も見た秘ひ書しよは、傍かたわらに控ひかえてコーヒーを飲んでいたのだが、レアナたちが入ってくると朝食を運ぶために部屋を出て行った。

　ナギリとロイを除のぞけば、他の二人は朝食に手を付けていなかった。飲み物に手を付けるばかりで、軽い朝食すらも胃いが受け付けないようだ。ちゃんと眠れていないらしく、顔色も悪い。

　それも仕方がないことかもしれない。セレンは南国テルトアでの一件けんを、アリシアは聖せい霊れいの事件でそれなりに修しゆ羅ら場ばを経けい験けんしているといっても、それらは全すべて息つく暇ひまもなかった。今日のように、合間に朝食を摂とるような時間はなかったのだ。

　落ち着いて初めて、今の自分の状じよう況きようを嚙かみ締めたのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「もちろん。大丈夫ですわよ」

「わ、わたしも、大丈夫です」

　二人とも、空元気なのは目に見えてわかる。

　秘書が朝食を運んできた。しばらく、レアナは朝食を摂ることに集中した。ゆっくりと睡眠を取ったといっても、やはり緊きん張ちようしているのだろう。それほど食べられない。気持ち悪くならない程てい度どに口に入れると、コーヒーで流し込こむ。ナギリはパンのおかわりまでしていた。セレンとアリシアは結局、一口も食べられなかった様子だ。こういうことに一番慣なれているだろうロイは、最後までごく普ふ通つうに食事をしていた。

「では、これからのことですが」

　一通り食事を終えると、秘書が口を開く。レアナはカップを置いた。

「残念ながら、エンプレス号でのエルブリア帝国への入国はできません。エンプレス号が帝国の定める民間船の船せん舶ぱく規き模ぼを超こえているためであり、また商業契けい約やくを取り付けていないために交こう易えき船扱あつかいにすることもできません」

「それでは……」

「ご安心ください。非ひ常じよう手しゆ段だんですが、小型艇ていを使っての密みつ入にゆう国こくという形をとらせていただきます。ルートはすでに確かく保ほしています。こちらを」

　秘書がテーブルに地図を広げる。

「こちらのダイアグラ湾わんは、いまだに港としての開発がなされていません。また戦せん略りやく的価か値ちが低いためか砦とりでからも遠く、密入国には理想的です」

「でも、ここからでは」

　秘書の指差す場所を見、レアナは難むずかしい顔をした。

　ここからでは、帝都から離はなれすぎている。

「徒歩ではジーア山脈を迂う回かいするコースになりますので、半月以上かかります。符ふ動どう車しや、馬でも一週間はかかるでしょう。しかし、レアナお嬢じよう様さまの符ふ術じゆつで山脈を越こえることができるならば、三日にまで短たん縮しゆくできます。そのために《卵オヴン》も用意しました」

　冷静な物言いの秘書、その準じゆん備び万ばん端たんぶりにレアナは感心した。たしかに《卵オヴン》があればかなり楽になる。

「それ以外になさそうですね」

　ロイも地図を見て、頷うなずく。

　しかし、それでも三日。

　ただでさえ、イェンたちの方が先に行動しているというのに、さらに三日も時間が空く。三日あれば、イェンは任にん務むを完かん了りようしてしまう。帝都は火の海に沈しずむだろう。多くの人間が死んでしまう。

　イェンはためらわないだろう。レアナのために──自惚うぬぼれでも良い──絶ぜつ対たいにそうする。

　レッグモール事件の時のようになってしまう。

「だめよ……」

　それだけは、させてはいけない。イェンに、ミランに、あんなことをさせてはいけないのだ。これ以上、ドラグ・ヘッドに恐きよう怖ふという文字を塗ぬり重ねることは、絶対に許ゆるされない。

「それでは、間に合わないわ」

「しかし、これ以上の時間の短縮は……」

　その時、部屋の壁かべにあった伝声管が反はん響きようした声を届とどけた。

「敵てき襲しゆう！　敵襲！　至し急きゆう、艦橋ブリツジにお越しください！」
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　何の苦労もなかった。

「第一段階、完かん了りようですね」

　場をわきまえているのか、ミランの声に普段の愛あい嬌きようがなく、硬かたい。イェンは剣けん先さきに付いた血を払はらった。

　立りつ派ぱな部屋だった。この部屋の装そう飾しよく品ひんだけで、二、三人は富ふ豪ごうが生まれるだろうだけの価値はある。

　中央に置かれたベッド。天てん蓋がいから垂たれた薄うす幕まくは引き裂さけ、赤い点がぽつぽつと薄幕を汚よごしていた。

　ベッドの主は、その上で二度と覚めることのない眠りにある。

　名前はリードラント・エン・ルーベンブル。エルブリア帝国の皇こう太たい子しにして、すでに父帝をしのいで帝国の実じつ権けんを握にぎっていた男だ。

　細く引き締しまった肉体は肩かたから斜ななめに線を引いて二つに分かれ、着き飾かざれば洒落しやれ者で通るだろう容よう姿しは突とつ然ぜんのことに引きつっている。鷹たかのような瞳ひとみも、また同様。

　とめどなく溢あふれる血はベッドを濡ぬらし続ける。部屋に充じゆう満まんする花の香かおりは、鉄を舐なめるような血の臭においに覆おおわれていった。

　皇太子の手にあったベルが、自重に押おされてベッドから落ちる。イェンたちがバルコニーから部屋に入るなり、すぐさま目覚めた皇太子は何をするよりも早く枕まくら元もとにあったベルを握った。

　だが、それ以上のことはできなかった。ドラグ・ヘッドの速度は、皇太子がベルを振ふるよりも速く、その体を真っ二つにしていた。

　カランと、乾かわいた音。

　しかし、それだけで十分だろう。控ひかえの侍じ女じよは耳が良くなくては話にならない。呼よび鈴りんに応こたえないなど、許ゆるされることではない。

　特にここはただの金持ちでも貴き族ぞくでもなく、大国エルブリア帝国の帝てい宮きゆうだ。侍女もまた最上級を要求される。扉とびらの前にいる近衛このえ兵士もまた同様。

　扉が開かれた。イェンとミランが振り返る。

　微び弱じやくな音であったために、かすかな迷まよいがあった兵士の顔が侵しん入にゆう者しやの姿すがたに表ひよう情じようをこわばらせる。そして、ベッドで永えい眠みんする主の姿に驚きよう愕がくした。

「ぞ、賊ぞくだ！」

　叫さけび終えたのを見計らって、イェンは兵士たちをなぎ払う。兵士はイェンの剣で切り裂かれ、腹はらから大量の血と内容物が舞まう。薄うす闇やみの部屋に血の幕が広がり、落ちる。

　イェンは刺さすような痛みを胸に感じて、顔をしかめた。そこに損そん傷しようはない。

　心の痛みだとわかった時、これは自分の痛みなのではないと、イェンは直感した。

　お嬢様のために……ただその言葉のみがあるイェンに、関係のない人間を殺したことによる心理的な痛みが存在するわけがない。

　だが、レアナはこんなことは望まない。こんなことが起こらないことを望むのこそがレアナだ。

　レアナの考えがイェンの心理に影響を与えている……それを思った時、イェンはその温かさに苦さを覚えた。

（お嬢様のもとへ戻るため……）

　心の声が言いい訳わけがましく聞こえて、イェンは、しばし思考を放ほう棄きする。

「第二段だん階かいの開始だ」

「はい」

　ミランの顔に《マキナ》が走る。

　静かな、虐ぎやく殺さつの宴うたげの始まりだった。
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「後方より武ぶ装そう艦かん多数、所しよ属ぞくは……レンドラント空軍！」

「そんな、ありえないわ。ここはすでにエルブリアの領りよう空くうよ！」

　クルーの報ほう告こくに、秘ひ書しよは悲鳴を上げた。

「それ以上に、あの船足はありえませんよ。追いつけるはずがない！」

「ああ、うるさい。少し黙だまりなさい」

　ざわめく艦橋に飲まれ、口を挟はさむ暇ひまもなかったレアナたちは、ルシアを見た。ルシアはシガレロに火を付けながら、クルーたちを眺ながめる。

「有ゆう益えきな情報だけを言いなさい。引き離はなしは不ふ可か能のう？」

「はい」

「戦せん闘とう可能距きよ離りまでの時間は？」

「五分です」

　ルシアは吸すい込んだ紫し煙えんを吐はき出す。

「全武装を封ふう印いん解かい除じよ。エンプレスはこれより、戦闘体たい制せいに移い行こう」

「了りよう解かい、武装封印解除。全クルー、戦闘体制。繰くり返す、戦闘体制！」

「艦長、足止めに専せん念ねんするように」

「了解です」

「エルブリアに術じゆつ理り通信『我われ、レンドラント空軍の攻こう撃げきを受けり、至急救きゆう援えんを請こう』

「了解しました！」

「非戦闘員はドックに集合、脱だつ出しゆつの準じゆん備びをさせなさい」

「了解」

　命令を伝えると、ルシアは艦橋から出て行く。レアナたちは、慌あわててその後を追った。

「どうするのですか？」

「とりあえずは、好機ととらえるしかないわね」

　秘書の問いにルシアは足を止めることなく、レアナを見た。

「あなたたちは小型艇に移うつって、脱出。そのままエルブリアに入りなさい。いまなら避ひ難なん者という体てい裁さいが取れる。非戦闘員に混まざって、隙すきを突ついて帝都に入りなさい」

「お母様は？」

　その問いに、ルシアはにっこりと笑った。

「馬ば鹿かね。これでも財ざい閥ばつの会長よ。そう簡かん単たんには逃にげられないわ」

「でも……」

「レアナ」

　言い募つのろうとするレアナを、ルシアが止めた。その目には逆さからうことを許さない、強い光があった。

「今は効こう率りつだけを考えなさい。目的を果たすのに、どれがもっとも最短となる道か、それだけを考えなさい」

「お母様……」

　商人にそんなプライドは必要ない。普ふ段だんのルシアならそう言うに決まっている。しかし、ルシアはいま、こう言った。そこには意味がある。レアナはその意味を的てき確かくに摑つかんだ。

「賢かしこい子」

　レアナの頰ほおに、ルシアの手が伸のびる。柔やわらかい感かん触しよく。母の感触だ。

「戦争での利益なんて、長期的に見ればたかが知れている。財閥にはもはや、そんな財は必要ない。レアナ、あなたの理想はここでかなえることができる。それを忘わすれてはいけないわよ」

　大きく、船が揺ゆれた。前後して爆ばく音おんが重なってくる。レアナたちは通路の狭せまい壁に打ち付けられた。

「なに⁉」

　戦闘が始まるまでにはまだ時間があったはずだ。しかしこの音と衝しよう撃げきは、どう考えても砲ほう撃げきによるものとしか思えない。

「敵てき襲しゆう！　敵襲！　小型艇による強行接せつ舷げん。ドックより歩兵、侵しん入にゆうしてきます！」

「戦艦は囮おとりということ？」

　伝声菅からの声に、ルシアは舌した打うちした。

　ドックを押さえられたということは、脱出できないということだ。

「強行突とつ破ぱするしかないってことね」

　ナギリが指をポキポキ鳴らす。やる気満々なその態たい度どを見て、ロイも簡かん易い儀ぎ器きを手に嵌はめた。

「空軍の強襲部隊だけならば、おれでもなんとかなりますね」

「あなたたち……」

「押さえはあたしと、この軍人さんに任まかせなさい」

「それなら、わたしも……」

　レアナの術理も加われば強襲部隊を撃げき退たいするのは容易たやすくなる。だが、ロイはそれに首を振ふった。

「時間をかければ、戦艦による砲撃が始まります。そうなると脱出の確実性せいが低くなる。今は、時間との勝負です」

「そういうこと。ほら、行くよ」

　ナギリが急せかし、秘書が先せん導どうする。

　ドックの入り口から、激はげしい銃じゆう声せいの吠ほえ合いが聞こえた。

「やってるやってる」

　入り口のそばで身を寄よせ、中を覗のぞいたナギリの声はあくまでも軽い。

「ナギリさん……」

　セレンがそっと、ナギリの袖そでを摑んだ。

「ん、なに？」

「危あぶないこと、なさらないでくださいね」

　その言葉にナギリは一いつ瞬しゆんきょとんとし、それから「ぷっ」と噴ふき出した。時が時なだけに大声は出さないが、普段ならば腹はらを抱かかえて笑っていたかもしれない。

「いまさら、そんなこと言われても……ねえ？」

　同意を求められて、レアナはなんともいえない顔をした。セレンが少しむきになった様子で、袖を強く引っ張ぱる。

「いまさらだっていうのは、わかっていますわ。でも……」

　今から行くのは死地なのだ。銃じゆう弾だんが飛び交かう、人が死んで当たり前の場所。そんな場所に、友達が向かう。セレンにはそれが耐たえられない。

　レアナは胸むねが痛いたかった。

　それをさせているのは、全すべてレアナのためなのだから。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。死ぬようなことはしないわよ」

　しかしナギリは、明るく笑ったままセレンの肩かたを軽く叩たたいた。

「あんたはただ、レアナの後にしっかり付いていればいいのよ。あんたがするのはそれだけでいいの。了解？」

「……わかりました」

　引き下がるセレンに笑いかけ、ナギリはレアナを見た。

「あんたも、そんな申し訳わけない顔しない」

「でも……」

　レアナは、なんと言えばいいのかわからなかった。ウォレントで、もっと頼たよれと二人に言われた。しかしそれでも、これは、その範はん疇ちゆうを超こえているように感じる。友ゆう情じようのために命をかける。言葉だけを見れば美しい。とても美しい。しかし、実はとても醜みにくい言葉なのではないかと、レアナは思ってしまう。

　友情は、人の命よりも重いのか？

　形のないものの軽重を問う、それ自体が愚おろかなのか？

「でも、情なさけないわ。わたしは、こんな……」

「なんだっていいじゃない」

　下がりかけた視し線せんを、ナギリの言葉が持ち上げた。

「ここにあたしがいて、こうして厄やつ介かいごとに巻まき込こまれて、そして銃弾飛び交う戦場に飛び出そうとする。ぜーんぶ、あたしがやりたいからやってること。いやいやでも無む理り矢や理りでもなく、あたしがやりたくてやってること。別に悪いことをしてるわけじゃないんだから、他人に申し訳ないとか思われるつもりなんて毛頭ない」

「ナギリ……」

「でも、お礼になんかくれるって言うんなら、もちろん拒こばまないけどね」

　ニヤリと笑うナギリに、レアナは一瞬、啞あ然ぜんとし、それから笑った。クスリとした些さ細さいなものであったけれど、笑わなくてはいけない気がした。

「わかったわ」

「じゃ、楽しみにしとく」

　ナギリの視線がドックに向いた。小さく、詞ことばを紡つむぐ。アソビベの秘ひ術じゆつによって影かげが膨ふくらみ、二匹ひきの、巨きよ犬けんの形をした護ご法ほう童どう子じが姿すがたを現あらわした。

「さて、タイミングはプロに任せる」

　簡易儀器を手に慣ならせていたロイはナギリに頷うなずく。

「ミランに、必ず帰ってくるように伝えてください」

　少し恥はずかしげに頰ほおを赤くしたロイに、レアナは頷いた。

「ありがとうございます」

「自分のためです」

　そう応こたえるロイは、やはり照れくさそうだった。




「今です」

　静かで硬かたい、しかし強い言葉とともにロイがドックに飛び出す。ナギリもすぐにその背せを追う。先に飛び出した二匹の護法童子、八やつ彦ひこと切きり彦ひこはロイを飛び越こえ、タイミングを窺うかがっていたレンドラントの強きよう襲しゆう部隊に襲おそいかかった。

「撃掌ナツクルシヨツト！」

　隊列を崩くずした兵士に、ロイの術じゆつ理りが食くらいつく。

　ドックを守っていた財ざい閥ばつの私兵部隊は、突とつ然ぜんの援えん軍ぐんに驚おどろく様子もなく。乱みだれた敵てき部隊を銃弾で足止めし続けた。

「さあ、行きなさい」

　ルシアがレアナの背を押おす。目指す小型艇ていは、銃弾が衝しよう突とつしあう中間地帯の真横に置かれていた。

「私に付いてきてください」

　秘ひ書しよが先に駆かけ出す。レアナは一度だけ振り返り、母の顔を見つめると言葉を交わすことなく、アリシアの手を取って走り出した。セレンもその後に続く。戸と惑まどいの様子を隠かくせないアリシアは、レアナに引かれて転げそうなほど体を傾かたむけて走る。後に続くセレンはアリシアを気き遣づかうようにしていた。

　銃弾が空気を裂さく音が、ひっきりなしに耳を打つ。アリシアの小さな悲鳴が足を急がせる。何人かの兵士がこちらに目を向けたのを、レアナは見た。だが彼らは銃口をこちらに向ける暇ひまもなく、ナギリとロイの術理に妨ぼう害がいされた。

　先頭を走っていた秘書が、小型艇のハッチに飛びつき、開いた。タラップが置かれていなかったために、高い。

　秘書は身軽に飛び移うつると、手を伸のばす。

「お手を」

　秘書が伸ばす手に、レアナはアリシアを押し付けた。彼女の体が引っ張ぱりあげられるのを片かた目めに収め、レアナは兵士たちに向き直る。

　咒しゆ音おんを吐はき出す。

「汝なんじ、我わが界の律りつ法ぽうに則のりせよ……紅くれないの打ちよう擲ちやく！」

　レアナの手から生まれた火球が、兵士たちの眼がん前ぜんで膨れ上がる。爆発して飛び散る火か炎えんの波は、障しよう害がい物ぶつに隠れた兵士たちにも熱を浴びせかけた。

　小型艇に目を向ければ、セレンが引き上げられたところだった。

「お嬢じよう様さま」

　秘書がレアナに手を伸ばす。レアナは一歩後ろにさがり、助走するとハッチに向かって飛ぶ。途と中ちゆうで秘書の手を摑つかみ、引き上げる彼女の力に乗って、そのままハッチに足をつけた。

　銃弾が小型艇の外がい装そうを叩く。術理を編あんでいる暇はない。レアナはすぐにハッチを閉しめた。

　閉める間ま際ぎわ、ナギリとロイの姿が見えた。
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　ハッチが閉とじられた小型艇の符ふ動どう機関は、すぐに始動した。細かな震ふるえがドックに響ひびく。運転しているのは秘書だ。彼女はどんな時にも対たい応おうできるように、飛行船の運転技ぎ術じゆつも習得している。

　ルシアの見ている前で、小型艇はかすかに浮ふ上じようするとドックの外に向かって動き出した。銃じゆう弾だんが小型艇に集中する。それをナギリとロイ、そして私兵たちが防ふせぐ。

　小型艇は徐じよ々じよに加速し、出口を塞ふさぐレンドラントの小型艇の間を縫ぬって進む。外の強風を受けて揺れた艇は後部をぶつけたが、すぐに体たい勢せいを整えて広い空に飛び出した。

　それを確たしかめて、ルシアはほんの数すう瞬しゆん、目を閉じる。まぶたの裏うらをよぎるのは、過か去このこと。遠い昔のようでもあり、昨日のことでもあるような……切り取られた大切な時間の映えい像ぞう。その時の想おもい。




　それを出会いと呼よべるのかどうなのか……




　全身を浸ひたした汗あせの感覚が眠ねむりを求める意い識しきを繫つなぎ止める。

　まだなんとかなると思っていた。予定には一月以上もあったのだ。周りが心配するほどには心配していなかった。人類の半分が、そうなってしまえば遭そう遇ぐうする出来事なのだ。無む駄だに神しん経けい質しつになる必要などない。

「しかし、なかなか聞き分けのいい子よね」

　数時間前の私の発言だ。突然やってきた痛いたみをごまかすように呟つぶやく。

　商談を終えてすぐのことだった。契けい約やく締てい結けつを確かく認にんして握あく手しゆをしていたら突然に痛みが襲ってきた。相手の表情の変化がなかなか面おも白しろかった。女ならともかく、こういう場合の男はまるでだめだ。それはどれだけ年を重ねても同じなのかもしれない。それとも、この男にはそういったことに出くわした経験がないのだろうか。手に入れた情じよう報ほうでは隠し子の数はかなりのものだったのだが。

「途と中ちゆうだったら損そん失しつが出るとでも思ったのかしら？」

　病院までの車の中での言葉だ。普ふ段だんは汚よごれに神経質な運転手も破は水すいだけはどうしようもないと諦あきらめているのか、それともそれどころではないのか、ルームミラーに映うつる皺しわの目立ち始めた顔は青ざめていた。

　病院までは遠かった。まったく、会社が病院の近くにないなんて、あの男はとことん気が利きかない。

「……そうね、社屋内に病院を作るのはいいかもね。社員の健康管理に役立つし。いえ……それよりも、術理通信の設せつ置ちを低コスト化できれば、緊きん急きゆうの患かん者じやに対応できるシステムが作れるわね。そっちの方がいいかも。なんとかできないかしら……」

「そういうことはまた後で考えましょう」

　隣となりの秘書が言う。冷静という厚あつ化げ粧しようを必死で塗ぬりたくっているのだが、ちょっとしたことですぐにポロポロと剝はがれていく。やはり女じよ性せいでも経験がないと慌あわてるものなのか、私が妊にん娠しんしたと聞いたら、すぐに関連の医い術じゆつ書しよをかき集めていたというのに、この様だ。

「それもそうね。ああ、でもなにも術理にこだわる必要はないのかもね。なんとか術理に頼たよらない高速通信手段が作れないものかしら？　うちの研究所だけではだめかしら？　オースティンに共同研究を申し込んでみましょうかしらね」

「……会長」

「わかったわよ」

　ため息の後に、きつく戒いましめる視し線せん。私は痛みをため息で吐き出した。

「そうね。それじゃあ、名前を決めましょうか？　うちの旦だん那なはこの場にいないから役に立たないし、待つのもなんだか面めん倒どうだわ」

「良いのですか？」

「いいわよ。いないのが悪いんだから。そうね……」

　候こう補ほはいくつかあった。男の子なら、女の子なら……いくつもいくつも名前をひねり出してはストックしてある。どうにも一つに決められない。

「どうもこう……パッとしないわねぇ」

　意味に重きを置きすぎていたり、音感を重視しすぎていたり、過去の偉い人じんにあやかっていたり……不満だ。

　それだけでは足りない。

　もっとこう……この子だけの名前というのがいい。

「見えました」

　運転手のほっとした声に、秘ひ書しよもまた安あん堵どを顔に浮うかべた。




　そして今。

　どうにも集中しきれない意識の中で、部屋に響く誕たん生じようの産うぶ声ごえを聞いている。

　ここに存在いると泣いている。




　これを出会いと呼よぶべきなのか。

「はい、元気な娘むすめさんですよ」

　赤ん坊ぼうは、恰かつ幅ぷくのいい白衣の女性の腕うでの中で泣いていた。湯で洗あらわれた肌はだには毛がなく、若わか々わかしくてきれいというよりは、なにか別の生き物のようだ。目の開いていないしわくちゃの顔で、胸むねの前に握にぎり締しめた拳こぶしを寄よせてただ泣いている。

　この子こ供どもは長い間、私のお腹なかの中にいた。その存そん在ざいを感じ続けていた。つわりが存在を告げ、それから成長を示しめして腹ふく部ぶが大きくなっていく。胎たい動どうする感かん触しよくを伝え、時には反はん抗こうするが如ごとくに蹴けりを入れてくる。

　なんて生意気な奴やつだろう。蹴られたと感じた時には、いつもそう笑っていた。

　もう出会っているのだ。存在をずっと前から感じていた。私のお腹なかの中で存在を訴うつたえ続けていたのだ。

　ああ、でも……この、腹部に感じる空くう虚きよさはなんだろう。そこに当たり前にあったものが失われる寂さびしさ。しかし、それと同時に。

　そっと、赤ん坊に手を伸のばす。力の入らない腕が震える。指が拳に触ふれる。拳が少しだけ開いて、その指を摑つかんだ。ぎゅっと摑んだ。

　離はなさない。生まれたての赤ん坊の握力などたかが知れているはずなのに、引き剝はがせない。

　それは、私が疲つかれているからだろうか？

　それとも、私が離したくないからだろうか？

　握り締めた指から感じる赤ん坊の存在が、腹部の空虚さを癒いやしていく。

　ここに存在いると、泣き。

　ここに顕在いると、握り締める。

　寂しさを埋うめる訴えに、私は満足する。

　私の子供がここにいる。

　やはり、これは出会いなのだ。私の中で育ってきたものがいま、私から離れて一人で生きようとしている。れっきとした一個この生命体として、私の前に姿すがたを現あらわしている。

　これが出会いではなくて、他ほかの何が出会いだというのだろうか。

　そうだ。この子の訴えを形にしなくてはいけない。誰だれにでもわかるように、誰が定めた意味でもなく、過か去この英名に媚こびを売る必要もなく、ただこの子のためにだけ存在する音の連なりを生み出さなければいけない。

　意味はこの子が作る。
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　私はただ、この子の泣き声に形を与あたえてやればいいだけなのだ。

「この子の名前は……レアナね」

　レアナ・バーミリオンがここにいる。

　この子の泣き声は今、形を得たのだ。




　ほんの数すう瞬しゆんの物思いの後に、ルシアはまぶたを持ち上げた。ルシアの全身には気力とは違ちがう、温かいものが巡めぐっていた。確たしかな感触を、全身で感じていた。

　ルシアのお腹から生まれた小さな命は、こんなにも成長した。

　それは、母親にだけ許される特とつ権けん的な感かん慨がいなのかもしれない。

「一仕事終わったわね」

　強こわ張ばった肩かたから力を抜ぬく。

　ゆるくなっていた目つきに鋭するどさが戻もどる。過去は現げん実じつを癒してはくれない。だが、原動力にはなってくれる。

「さて、被ひ害がいが広がる前に降こう伏ふくしないといけないわね。レアナの友達を死なせるわけにはいかないし……」

　そう呟つぶやくと、ルシアは艦橋ブリツジに向かって一人、歩き出した。

　ルシアまでいなくなってしまったら、この船は沈しずめられた可か能のう性せいがあった。拿だ捕ほすれば、それだけ全体の行動が遅おそくなるからだ。沈めてしまえば、その苦労はない。

　バーミリオン財ざい閥ばつの会長の身み柄がら……それは決して安くはない。経けい済ざい力は大国に匹ひつ敵てきし、保ほ有ゆうする武ぶ力りよくも決して侮あなどられるものではない。その財閥を完全に敵に回すことを、ハインツ・イルザームは良しとはしないだろう。

　だからこそ、ここにルシアがいなくてはいけない。

　ルシアは砲ほう撃げきで揺れる船内を危あぶなげなく歩きながら新しいシガレロに火を付け、艦橋に入る。

「状じよう況きようは？」

「絶ぜつ望ぼう的です」

　艦長の顔は暗い。苦々しく歪ゆがめられた顔は正面に捉とらえた敵戦艦を睨にらんでいた。自分が乗る船が傷きずつけられることは、船乗りにとっては誇ほこりに傷がつくことなのだろう。

「エルブリアからの返答は？」

「それが……なぜか通信が通じないようで」

　通信担たん当とうのクルーの顔色も悪い。

「なんらかの妨ぼう害がい措そ置ちが取られているようです」

「そう」

　そんな技ぎ術じゆつの情じよう報ほうはルシアの耳には届とどいていない。内ない密みつに開発が進められていたのか……ルシアの情報網もうに引っかからなかったということが、かすかにプライドをくすぐる。

『意外にやるわね、ハインツ・イルザーム』

　不意に笑えみが浮うかぶ。この状況を楽しめているということは、まだ余よ裕ゆうがあるということだ。ルシアは自分の精せい神しん状じよう態たいを再さい確かく認にんした。

　シガレロを咥くわえ、吸すう。口内に広がる葉は巻まきの味を美う味まいと、最近はあまり感じていない。葉巻本来の楽しみである香かおりも、慣なれてしまえば嗅きゆう覚かくをあまり喜ばせない。それでも手放せないのが喫きつ煙えん者の悲しい性さがだ。

　それでも落ち着いた気分にはなれる。

　エルブリアの救きゆう援えんを期待できないのならば……

「発光信号。降伏します」

「会長！」

「目的はもはやはたした。これ以上の損そん害がいは無意味だわ」

「しかし！」

　しつこく食い下がる艦長の肩に、ルシアは労いたわるように手を置いた。

「ここのスタッフを揃そろえるのに、どれだけの時間と金を使ったと思っているの？　無む駄だ遣づかいなどさせないわよ」

　いたずらっぽく笑うルシアに、艦長はついに観念した。

「残念です」

「なに、そろそろ改良が必要かなと思っていたのだから、良い機会だわ」

　ルシアは艦長の肩を叩たたき、通信クルーに目で頷うなずいた。それから、自身で伝声管の前に向かう。

　その時、全すべての音が消えた。

　ルシアはその異い変へんに足を止める。

　怪け訝げんそうに辺りを見回し、片かた眉まゆをはね上げた。

　艦橋の中で、動いている者はルシアただ一人だった。艦長を始めとしたクルーたちは全ている。ただし、まるで彫ちよう像ぞうのようにピクリとも動かない。艦長はうなだれた格かつ好こうのままで、通信クルーは発光信号を撃うとうと装そう置ちに手を伸のばしたまま、他のクルーたちもそれぞれの作業の途と中ちゆうで動かない。無言劇パントマイムのようだが、彼らにそんな芸はないはずだ。

　それに、彼らに外の音にまで静止の無言劇パントマイムを強きよう制せいさせるようなことはできないだろう。

「なにごと？」

　指に挟はさんだシガレロは変わらず紫し煙えんを宙ちゆうに伸ばしている。しかし、艦長の前でもやを作っている紫煙は、やはりピクリともしていない。

　おかしな現象だ。ルシアはシガレロを口に運んで、落ち着いて辺りを観察した。

「驚おどろかないのね」

　いきなりの声にもルシアは慌あわてず、体のリズムに合わせて視し線せんを動かした。

　艦長の椅い子すの肘ひじ掛かけに、少女が腰こし掛かけていた。

「シィナ？　いえ、違うわね」

　少女はシィナよりも手足が長かった。それに髪かみの色も黒ではなく、澄すみ切った空のような青だ。

　少女は、サイア・ミュウだ。

「それに、おかしいの。おばちゃん、全然、ワタシの言うこと聞いてくれそうにない」

　ぷんと頰ほおを膨ふくらませる。ルシアは額ひたいに冷たい汗あせを感じた。ふくれっ面つらの瞬しゆん間かんに見せた、かすかに睨むような視線。ただそれだけで、ルシアは目に見えない圧あつ力りよくに潰つぶされそうに感じたのだ。

『只ただ者ものじゃないわね。いや、本当に人間なのかしら？』

　そう思いながらも、口にする内ない容ようは違う。

「悪いけど、夫以外の人間に服ふく従じゆうするつもりは欠片かけらもないの」

「そうか。おばちゃんにもあいつらの因いん子しが混まじってるんだ。だからなんだね」

　サイア・ミュウの言葉は、ルシアには理り解かいできない。

　サイア・ミュウが言っている因子とは、レスフォールの下マ位ス模タ倣ー体ズの遺い伝でん子しのことだ。レアナがフォルストーの子し孫そんである以上、レアナの母であるルシアもまたしかりだ。

「それでも、こんなに自由にならないの、レアナお姉ちゃん以外では、きっと初めてね。すごいね、おばちゃん」

「それで、お嬢じようちゃん。あなたは一体、何がしたいのかしら？」

　レアナの名が出たことにルシアは内心では反はん応のうしたが、表情には出さない。ルシアは自分でも判はん断だんできない圧力を感じていた。それを少女から感じているように思えないところに戸と惑まどいがあった。

　空気そのものから、着ている服から、エンプレスから、動かないクルーたちから、ルシアを取り巻く全てのものから、言いようのない圧力を感じる。

　世界の全てがルシアの敵てきに回ったかのような、孤こ独どく感と重圧感がルシアを絶たえ間なく攻せめ立てる。

　それでもルシアは、表情には苦しげな様子は少しも出さない。

「お姉ちゃんを困こまらせたいの」

「それは困るわね。あれは私の娘むすめなの」

「知ってるよ。でも、ワタシはお姉ちゃんを困らせたい」

「どうして？」

「お姉ちゃんに、知ってもらいたいから」

「なにを？」と、聞く暇ひまはなかった。

　サイア・ミュウはにっこりと笑った。

「だからおばちゃん、協力してね」

　その瞬間、ルシアはエンプレスごと、世界から消えた。




　　　　†




　嗅きゆう覚かくはすでに麻ま痺ひした。

　血と臓ぞう腑ふの臭においが空気にこびりついている。それを焦こがす熱の揺ゆらめきが臭しゆう気きを不ふ快かいなものに変えているのだが、それに嫌いやな顔をする者は、すでに周りにはいない。

　夜の時間はすでに過すぎようとしていたが、地平線から上る太陽の光が帝てい都とを照らすことはなかった。闇やみの代わりに大量の黒こく煙えんが帝都の空を覆おおっているからだ。飛び散る火の粉が、黒煙の隙すき間まから染しみるように降ふってくる雪と交差する。時折ぶつかり、音もなく消えていく。

　イェンは城じよう壁へきの上に立って、成果を確かく認にんしていた。第二段だん階かいは半ばまで達成。そんなところかと、昔せき日じつの影かげすらない帝てい宮きゆうを見回す。帝宮はまるで、巨きよ大だいな熾おき火びのように黒に包まれて赤く灼しやく熱ねつしていた。

　一歩一歩、お嬢様の元へ近づいている。

　死体を一つ作るごとに一歩、そんな感かん触しよくがイェンの中にはある。目的を達成するまでの過か程ていを細切れにして、少しずつでも何かを達成したという感触を得ていく。

　そうでもしなくては……

「イェンさ～ん」

　ミランが黒煙を割わってイェンの隣となりに着地した。その顔は煤すすだらけだが、まったく気にした様子はない。

「一いち応おう、皇こう帝ていの死体を確認してきましたよ」

「ご苦労様です」

　ミランを労ねぎらい、イェンは視線を帝宮から真反対に向けた。

　そこには、街がある。帝宮の炎えん上じようで、人々はかなり騒さわいでいる。消火と救助作業を行っている一団だんがあるようだが、無駄な努力だ。生き残りはいない。

　そしてこれから、さらに人は死んでいくことになる。

「あー！　あそこあそこ、あそこの鶏とり肉にくのパイ、美お味いしかったですよね！」

　ミランが火炎の光を受けて見え隠かくれする建物を指差し、一人で盛もり上がっている。

「お茶も美味しかったですよ。ジャムなんか入れて、すごい甘あまかったです」

　その時の味を思い出しているのか、ミランは頰ほおを押おさえて悶もだえている。イェンは無言のまま、街を見下ろしていた。

　ミランは喋しやべるのを止めない。

「肉団子を皮で包んだのとか、真っ赤なスープとか、イモのパンケーキとか美味しいのがたくさんありました。うう、もう一度食べたいです」

「別に、ここでなくとも食べられるでしょう」

　ミランの言葉に何がこもっているのか、イェンはそれをあえて無む視しした。

「あう」

　ミランはうなだれる。炎ほのおの唸うなり声が背せ中なかを押していた。

　燃もやせ、燃やせ、燃やせと……

　それ以外に、お嬢様の元へ戻もどる道などないのだ。お嬢様を安全に取り返す方法などないのだ。

　それは、ミランにだってわかっているはずだ。ロイを取り返すには、今はレンドラントに従したがうしかない。

「でも……やっぱりやめません？」

　だというのに、ミランは懇こん願がんするようにイェンを見る。

　その目を、イェンは直ちよく視しできなかった。

「選せん択たく肢しはないと……」

「わかってますけど、でも、こんなの、レアナさんなら絶ぜつ対たいだめだって言いますよ」

　イェンは沈ちん黙もくした。そんなことは、ミランに言われなくてもわかっている。

　いま、イェンたちがしていることは、レアナが最も嫌けん悪おする行こう為いだ。だからこそレアナは、ハインツ・イルザームのクーデターを察知した時にイェンを逃にがそうとした。それに逆さからったのはイェンだ。

　あの時から、イェンはこの道を進むことから逃げられなくなってしまっていた。

「他に、どのような手しゆ段だんがあるというのです？」

　イェンたちに与あたえられた命令は皇こう太たい子しリードラントを暗殺すること、そして帝都を壊かい滅めつさせることだ。

　できなければ、レアナの命はない。

　それなのにミランは、

「帰りましょうよ」

　と言うのだ。

　イェンは驚おどろいてミランを見た。

「これだけでも十分な成果を出していると思いますよ。中央が崩くずれたんだから、指し揮き系けい統とうはガタガタですし。示じ威い行動としても十分以上です。戦争はレンドラントの勝ちで終わりますよ。だったら、それで十分じゃないですか」

　ミランが冷静な状じよう況きよう分ぶん析せきをしていることに、イェンは少しだけ驚いた。しかもそれは、イェンが思っていたよりも鋭するどい。しかし、考えてみれば当然の事なのだ。ミランはイェンとは違ちがい、長い間国家に仕えてきた。人間同士の戦争における戦せん略りやくでは、ミランに一いち日じつの長がある。

「しかし……」

　それでも、課せられた命令を、全すべて果たせてはいないのだ。

　それを理由にして、レアナと会う機会を逃のがしたら……そう考えると。

「恐おそろしい」

　ポツリと、呟つぶやいた。イェンはようやく、自分の心の中にあるものを認みとめた。

　恐ろしいのだ。

　落ち着きのない自分がいる。レアナの顔が、声が、その存そん在ざいが近くにないことが、イェンの心を乱みだしていた。離はなれることが許ゆるされないことのように思えた。

　だからあの時、レアナが逃げろと言ったのに、逃げられなかった。どこまで逃げればいいのか、いつまで逃げればいいのか……いつまで、レアナの傍そばにいられないのか、それを考えるのが恐ろしかった。だから、シィナを安全な場所まで送ると、一人で戻ってしまった。

　愚おろかだと、思っている。賢けん明めいではない。しかしそれでも、イェンはそうするしかできなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ロイさんだって、レアナさんだって、そんな簡かん単たんに死んじゃうようなことはないです。会わせてくれないって言ったら、むりやりしちゃえばいいんです。あたしたち、最強じゃないですか！」

　拳こぶしを握にぎり締しめて励はげましてくるミランを、イェンは呆ぼう然ぜんと見つめた。

「それでそのまま、とんずらです！」

　鼻をぷっくらと膨ふくらませて胸むねを張はるミランの姿すがたが面おも白しろかった。

「くっ……」

　イェンは思わず、噴ふき出した。

「イェンさん？」

　ミランが戸と惑まどうのも無理はない。イェンはそのまま城じよう壁へきの上に座すわり込こむと、体をのけぞらせて大声で笑った。笑い声は炎の唸りの中に消えていくが、そんなことは気にしない。

　イェンにだけ聞こえていた炎の囁ささやきは、笑い声で霧む消しようしていた。

　ミランのことを見み損そこなっていた。どこかドラグ・ヘッドらしくない彼女を、イェンは軽けい蔑べつしていた。だが、軽蔑していたそれによって、今、イェンはとても心が軽くなったように思わされているのだ。

　あるいはこれは、シェンカーシリーズとソートシリーズの違いなのかもしれない。そうではないのかもしれない。ミラン自身が今までの間で手に入れた個こ性せいなのかもしれない。

　以前、イェンはミランを『戦いの後に生き残れるドラグ・ヘッド』だと言った。ミランと自身、両方に皮肉をこめて、イェンは言った。

　その言葉が、今目の前で形を成している、そう思えてならない。

「あの、え～と……」

　おろおろとするミランを見て、イェンは最後に苦く笑しようすると立ち上がった。

「わかりました。ここまでです。退ひきましょう」

　ミランはしばらくぽかんとした顔でイェンを見たが、言葉の意味を理り解かいすると表ひよう情じようを明るくした。

「はい！」

　ミランに頷うなずき返し、イェンは改めて帝てい宮きゆうを見た。残ざん骸がいと死体と炎ほのおだけになってしまった栄えい華がをイェンは見つめた。それがイェンの所業……許されざる罪つみとなる。

　だが、望まぬ罪を作るのはもはやこれまでだ。聞きたくもない命令に従って罪を作るのならば、自分の望むことをして罪を作る。その方がはるかにましだ。たとえ一千万、一億の死体を築きずこうとも、レアナの元へ戻る。

　それが、イェンの望みだ。

「罰ばつはいかほどにも、お嬢じよう様さま」

　ここにいない主に語りかけると、イェンは脱だつ出しゆつ経けい路ろを頭に描えがく。迎むかえがくるのは三日後だが、それを待っている暇ひまはない。義ぎ理りもない。

　もはやイェンは、レンドラントに利用されるつもりはなかった。

　このまま独どく力りよくでレンドラントに帰き還かんし、レアナを救い出す。

　イェンの頭にあるのはそれだけしかなかった。

　しかし……

「それでは困こまるのだがな、イェン・シェンカー？」

　気配を感じなかった。

　二人がその場から飛びのくようにして、声のした方を見ると……そこにいるはずのない人物が立っていた。

「ハインツ・イルザーム……」

　わずかに煤すすけたスーツを着たハインツは自信に満ちた笑えみを浮うかべ、炎えん上じようする帝宮を感心した様子で眺ながめながら、近づいてくる。

「いやいや、それにしても流石さすがはドラグ・ヘッド。見事な仕事ぶりだ」

　十歩の距きよ離りを開けて、ハインツは足を止めた。イェンは服の下の見えない部分で《マキナ》を再さい起動させた。どう考えても、ここにハインツ・イルザームがいるという事実はおかしい。物理的な問題ではなく、戦争という方向性せいでむりやりに内部をまとめているハインツに、国外へ出る余よ裕ゆうなどはないはずだ。それをイェンは正せい確かくに理解していたわけではないが、おかしいと感じることはできる。

　なにより、イェンたちの前に一人で立っているという事実がおかしい。自分の命を無む駄だに危き険けんに晒さらすような愚ぐを犯おかす人間には思えない。
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「イェンさん……」

　不安に声を震ふるわせるミランに頷き、イェンは口を開いた。

「どうしてあなたがここに？」

「いや、本当にすばらしいね。ドラグ・ヘッドの力は」

　しかし、ハインツはイェンの問いに答える気がないようだ。

「皇こう帝ていの家名は何度か変わったが、それでもこの帝宮は歴代の皇帝を守る最後の砦とりでとしてさまざまな軍ぐん勢ぜいを退しりぞけた要よう塞さいだというのに、ドラグ・ヘッドにかかれば一夜ももたないか」

　その言葉には、どこか悲ひ嘆たんのようなものが混まじっていた。人類の発はつ展てん、歴史の奔ほん流りゆう……そういったものを無む視しして、さらに天災でもなく、人が作った強固な存そん在ざいが打ち砕くだかれる。それは人類の歴史としては不ふ条じよう理り極きわまりない。

「あなたがそうしろって言ったんじゃないですか」

　両手を腰こしに当て、ミランが唇くちびるを尖とがらせた。

「その通り、だが……もう君たちに頼たよる必要はなくなったようだ」

　そう言うと、ハインツは片かた手てを伸のばした。街へ──

「世界が、私に力を与あたえてくれた。もはや君たちは……」

　続いたのは、閃せん光こう。

　眩まぶしさに、二人は思わず目を押さえた。戦せん闘とう中ならば視神経が自動的に強きよう烈れつな光をシャットダウンするのだが、意表を突つかれて、それがわずかに間に合わなかった。

　さらに、爆ばく音おんが響ひびく。新たな熱がイェンの頰ほおに押し付けられる。

　そして見たのは、炎の波に飲まれようとする帝都の光景だった。

「用よう済ずみだ」

　燃え上がる轟ごう音おんにハインツの言葉が重なった。




　　　　†




　雲海を斜ななめに突き抜ぬけると、そこにはすでに大陸の姿すがたがあった。小型艇ていの窓まどからでは、雲海の上にあるエンプレスの姿を見ることはできない。雪がぽつぽつと窓を叩たたいて、あっという間に白がたまっていく。視界はすぐに潰つぶされてしまった。

「お母様……ナギリ……」

　それでもレアナは窓に張はり付き、厚あつい雲の向こうにあるエンプレスを探さがす。見つかるはずもないことはわかっている。雲海の中にいた時は聞こえた砲ほう撃げきの音も、雲を浮き立たせる光も、もはやない。雲が全すべてを吸きゆう収しゆうしたのか、それとも雪が全てを覆おおい隠かくしているのか、母や友人たちの安あん否ぴをレアナに伝えるのを、世界は拒きよ否ひしている。

　心配で胸むねが張り裂さけそうになるが、それを面おもてに出すことはしない。レアナと同じように窓に張り付き、顔を青ざめさせたセレンと、うなだれたアリシアの姿があるのだ。レアナまでもが、こんな所で弱気を見せるわけにはいかない。

「レアナ様……」

　顔を上げて、アリシアが口を開いた。

「シィナは……無事でしょうか？」

　聞いても仕方がない、しかし聞かずにはいられない……アリシアはそんな顔をしていた。レアナは顔が強こわ張ばるのが、自分でもわかった。返答をするのに、一いつ瞬しゆんの間が必要だった。

「大だい丈じよう夫ぶに決まっているわ」

　頭に浮かぶのは、シィナの理想的な未来のような姿をしたサイア・ミュウの姿だ。シィナはサイア・ミュウの内部にいる。いるはずだ。そしてそこは、おそらくだが世界で最も安全な場所なのだろう。誰だれもがそこで、楽園にいるような心地ここちになる。そう、サイア・ミュウ自身が言った。

　そしてレアナは、それを拒こばんだ。世界中の生命体が一つになって生きていく。思想のぶつかり合いも、意思の行き違ちがいもなく、争う理由の存在しない世界。

　レアナが望んだ『争いのない世界』。

　それの、究極の姿であるかのように、サイア・ミュウは言った。

　まさしくその通りだと、レアナは思う。だが、同時に違うとも感じる。だからこそ拒んだ。サイア・ミュウの方法では、人が生きるための気力までも奪うばってしまうのではないか……その危き惧ぐが、レアナに拒ませた。

「なんとしても、シィナは取り返すわ。だから、安心して」

　アリシアの手を取り、力強く頷うなずいてみせる。アリシアの表ひよう情じようが解ほぐれるのを確たしかめて、レアナは笑みを浮かべた。

　だが、どうやって取り返す？

　力尽ずくという方法は絶ぜつ対たいに不ふ可か能のうだ。世界を相手にそんなことが通用するわけがない。




　そんなレアナを、セレンは黙だまって見つめていた。アリシアに伸ばされた手……それを見て嫉しつ妬としてしまう。

　アリシアという少女はある意味では、セレンと同じだった。レアナに憧あこがれているという点では。そして、レアナに憧れている少女はあの学院には多い。その中で、レアナに憧れる者という立場で、レアナの傍そばにいられたのはセレンだけだ。ナギリはセレンたちとは違う。そんなつもりなどないのかもしれないが、対等者であろうとしている。セレンたちからしてみれば『傲ごう慢まん』という言葉が浮かんでくるナギリだが、本人にはそんな気はないだろう。逆ぎやくに不思議がるに違いない。

　おそらくは、セレンもわかっている。学院という小さな世界での縄なわ張ばり争いのようなものなのだ。ナギリはそんな小さな世界に興きよう味みがないだけなのだ。

　だから、レアナとあれだけ気楽に接せつすることができるのだ。

　ふと、セレンは記き憶おくを掘ほり返してみたくなった。

　レアナと出会い、そして初めて言葉を交かわすまでの記憶を。




　少女には勇気がなかった。

「おはようございます」

　ただそれだけの言葉。当たり前の朝の挨あい拶さつ。しかし、その言葉を口にすることが少女にはできなかった。

　ジュニア・ハイの頃ころには教室が離はなれていて、簡かん単たんに話しかけられなかった。でも、ハイ・クラスの今は同じ教室で、声をかけようと思えば、いつだって声をかけられる。

　それなのに……

「おはようございます」

　普ふ通つうにそう言える他ほかのクラスメートが羨うらやましくもあり、妬ねたましくもある。そして、それに応こたえる彼女の姿が眩まぶしくて、少女は目を伏ふせる。

　少女にとって、彼女は憧れの象しよう徴ちようだった。

　混まじりっけのない金きん髪ぱつは陽光を真っ向から跳はね返し、気の強そうな瞳ひとみはいつもまっすぐに前を見ている。ピンと伸のばされた背せ中なかには自信が感じられ、唇くちびるから漏もれる言葉には力があった。

　家いえ柄がらだって申し分がない。この、ニレダ記念女子学院に通う生徒で、彼女の家に敵かなう生徒はいないだろう。少女の実家もまた移い住じゆう貴き族ぞくとして格かく式しきはあるが、財ざい力りよくという点でははるかに劣おとっている。

　そして彼女はそれを鼻にかけない。もちろん、裕ゆう福ふくな家に育った者特有の、無自覚な驕おごりがあるにはあるが、そんなものはこの学院の生徒で、ない人間を探さがすほうが難むずかしい。

　憧れ。手に入れたいという願望。それは彼女自身をなのか、それとも彼女の持つ物もの腰ごしを、容よう姿しを自分のものにしたいのか……境界線のあいまいな欲よく望ぼうをもてあまし、今日も少女はため息を零こぼす。

　誰にも見られないため息。

　少女は、教室では目立たない存そん在ざいだった。だからこそ、ただそこにいるだけで存在感を輝かがやかせる彼女に憧れを抱いだく。

　バーミリオン家の息女。

　その存在を、少女は学院に入る前から知っていた。彼女の母はバーミリオン財ざい閥ばつの会長で、少女の父はホテルの経けい営えい者しやだ。彼女の母は商談やパーティに父のホテルをよく利用してくれていた。

　親同士は顔見知りだが、子こ供ども同士はそうではない。

　それでも、少女が彼女を最初に見たのは、父のホテルでのパーティだった。学院に入る前のことだ。母の見立ててくれたドレスがなんだか似に合あっていないような気がして、恥はずかしくて父の足にしがみついていた少女は、彼女を見つけた。

　白のドレスを青のリボンであしらった彼女は、直立不動の執しつ事じを従したがえて、むっつりとした顔をしていた。何が気に入らないのかというほどである。彼女に声をかける大人が何人かいたが、それの相手をしたのは執事だった。やんわりと断ことわりをいれると、大人たちは去っていく。少女は大人たちを、まるで見えないもののような扱あつかいで無む視しし続けた。

　その堂々たる姿すがたが少女には驚おどろきだった。周りが大人ばかりだというのに、まったく物もの怖おじした様子もない。父の陰かげに隠かくれている自分がひどく恥ずかしかった。

　少女はしばらくすると、執事を伴ともなって会場を後にした。彼女の母親や祖そ父ふはまだ会場にいたのだが、まったく気にした様子はない。彼女の背中には身内に後ろ髪がみを引かれた様子もなく、あくまで堂々としたものだった。

　その姿に少女は惹ひきつけられ、

　そしてその時以来、彼女に声をかけることがどうしてもできなくなっていた。

　十年以上の時が経たち、彼女は日にち常じよう的に少女の視界に入るような位置にやってきた。それでも彼女は変わらない。むっつりとはしていないが、それでも教室にいる誰とも違う場所を見つめる目をして、超ちよう然ぜんとしている。かといって、クラスメートたちをないがしろにしているわけではない。声をかけられれば社交的な面を表して、楽しそうに歓かん談だんもする。

　昼休きゆう憩けいの教室で、彼女を中心にしてできあがった会話の輪を、少女は黙って見守る。

　こっそりと輪の外側に入り込こんでしまえばいい。皆みな、基き本ほん的には気の良い連中なので、誰も少女を拒こばんだりはしないだろう。そうして彼女の紡つむぐ言葉に、できる限かぎり自分の言葉を乗せていけばいい。

　そう思っていても、少女の体は腰掛けたいすから離れることはなかった。

　少女には勇気がない。

　それはまるで呪じゆ詛そのように、少女自身の心を束そく縛ばくしていた。




　変化は、ある日突とつ然ぜんに。

　留りゆう学がく生せいが少女の家にやってきた。父の付き合いのある人からの頼たのみだという。東方の島国アソビベの人で、毎朝、『修しゆ行ぎよう』と称しようして庭の噴ふん水すいに飛び込む変な娘むすめだ。

　その娘が、今日から同じ学校に通うことになった。奇くしくも、同じ教室になる。

「面おも白しろいことを探しにきた！」

　自じ己こ紹しよう介かいで堂々と宣せん言げんした留学生に、少女は自分のことのように恥ずかしい気持ちになった。彼女も目を丸くしている。

　その後に、彼女がクスリと笑えみを漏らしたのを、少女は見み逃のがさなかった。

　そんな笑みを、少女は彼女に浮かべさせたことはない。少女は留学生にかすかな嫉しつ妬とを抱いた。

　留学生のあけすけな性せい格かくは、お嬢じよう様さまばかりが集まるこの学院では希少な存在で、昼休憩までの間にはクラスメートたちと打ち解とけていた。

「ねえねえ」

　留学生が、少女の肩かたを叩たたく。いままで話していた他のクラスメートたちから離れて、少女に尋たずねてくる。

「あれは誰？」

　留学生の指が彼女を指していた。少女はどきりとした。昼休憩だというのに、誰かと話したりもせずに静かに読書を続ける彼女の横顔に、少女は魅み入いられていた。

　それを、留学生に見み抜ぬかれたのかと思った。

　少女はめがねの位置を直す振ふりをして、熱くなった顔を隠かくした。名前を教えると、留学生は「ふうん」と、楽しそうに眉まゆを動かして彼女を見る。

「話したいから、紹介して」

「えっ？」

　迷まよう暇ひまなんてなかった。留学生は少女の手を取ると、今まで話していたクラスメートたちにおざなりに手を振ふり、彼女の前まで行く。

　本から目を上げた彼女に、留学生は気楽に挨あい拶さつした。

「初めまして、あたしはナギリ・ユマ。あんたは？」

「レアナ・バーミリオンよ。初めまして。面白いことは見つかった？」

「まだよ。でも、あんたはけっこう面白いかも」

「そう？　わたしから見たら、由ゆ真ま家の出のあなたがここにいるということの方が面白そうだけど？」

「ふうん、術じゆつ理りのこと知ってんだ」

「多少は」

　すらすらと会話を作っていく留学生……ナギリに、少女は驚きを隠せなかった。そして、悔くやしかった。長い時間をかけてもできなかったことを、ナギリはいともあっさりとしてのけている。

　でも……

　彼女……レアナが少女を見る。

「セレンさんとは、ちゃんと会話したことはなかったわね。たしか、お父様のホテルでお会いしたことがあったと思うけれど？」

「あ、はい」

「よろしくね」

　少女……セレンは喜んで頷うなずきながら、内心で驚きを隠せなかった。あまりにも簡かん単たんに弾はずんでいく会話が信じられなかった。そして、レアナがセレンを覚えていてくれたことが嬉うれしかった。

　きっかけなんて、何でも良かったのだ。レアナの周りを囲んでいた人たちを妬ねたんでいた自分が恥ずかしくなる。ナギリの強ごう引いんさに助けられたことに感かん謝しやしている。このきっかけを大切にすることが重要なんだ。

　これからを作るのは自分なんだ。

　その時のセレンは、そう思った。




　だけれど、あの日から、セレンはレアナにとっての何かになれているのだろうか？　友人という枠わく組ぐみの中の一人でしかないのだろうか？

　その疑ぎ問もんが不意に現あらわれて、セレンは不安になった。




「お嬢様」

　秘ひ書しよの声が、セレンを現げん実じつに引き戻もどす。

　秘書はそのままセレンの隣となりに立つと、レアナに革かわ袋ぶくろを渡わたす。中に入っていたのはつるつるとした肌はだ色いろの、掌てのひら大だいの楕だ円えん球……《卵オヴン》だった。あの状じよう況きようでもこれだけは運び込んでいたのだ。

「ここから、お嬢様には単たん独どくで帝てい都とに向かってもらうことになります」

「そうね。そうした方がいいでしょうね」

　当たり前に頷くレアナにセレンははっと顔を上げた。

「レアナさん！」

　反はん射しや的に声を上げてしまった。レアナが一人で行く……恐おそろしいことが起こっているだろう場所に、レアナが一人で行ってしまう。

　声を上げた後で、後こう悔かいする。

　しかし、自分に何ができるのだろう？

　そう思うと、それ以上は何も言えない。黙だまって俯うつむくしか、握にぎり締しめた拳こぶしにこもる力のあまりの非ひ力りきさに肩が震ふるえる。こんな非力な自分が、レアナに何をしてあげられるというのだろう？

「セレン……」

　肩に感じた温ぬくもりが、震えを止めた。目を上げれば、レアナはすぐそこにいた。その目を見て、セレンは頷く。

「わかってますわ。……もう、私は足手まといですもの」

　それが悔しい。

　しかし、レアナは首を振る。

「そんなことはないわ。わたしを心配してくれている人がいる。それは、わたしにはとても嬉しいことだもの。セレンは、わたしに勇気をくれている」

　その言葉は嬉しかった。だけれど……

「レアナさん、でも……私は」

　ただ憧あこがれることしかできない自分が、レアナに何をしてあげられたというのか。

　それでも、レアナはこう言ってくれるのだ。

「あなたとナギリがいてくれたから、学校がとても楽しかったのよ。だから、ここにいて。また、一いつ緒しよに通いましょう」

　もう何も言えなかった。気がつけば、レアナの胸むねに顔をうずめて泣いていた。

　嬉しかった。「一緒に通いましょう」レアナがそう言ってくれるのが嬉しかった。憧れだった。傍そばにいたかった。特別だった。特別になりたかった。

　だけれど、特別になるためには自分自身でも自信を持たなければいけないのだ。レアナの言葉が自信をくれた。

　レアナの親友だと思ってもいいのだと。

「はい……一緒に、通いましょう」

　それだけでよかった。それだけで十分だった。気持ちが上うわ滑すべりしていないことがわかっただけで、セレンには十分だった。




　そう時間がかかることもなく、セレンはレアナから離はなれた。

　レアナは改めて《卵オヴン》を受け取ると、ハッチへと赴おもむいた。秘書がハッチを開ける。強風が艇てい内ないへと流れ込んでくる。レアナは強風をこらえて咒しゆ音おんを叫さけんだ。

「汝なんじ、我わが界の律りつ法ぽうに則のりせよ」

　ハッチの向こうに風を切って飛ぶ、巨きよ鳥ちようの姿すがたが現れた。レアナが飛び乗る。

「レアナさん、気をつけて！」

　セレンが大声で呼よびかけてくる。

　その表ひよう情じようは、レアナの身を案じていたけれど、レアナが帰ってくることを確かく信しんしているような、そんな明るさもあった。

　だから、レアナも笑え顔がおを浮うかべる。

「いってくるわ」

　そう言って、レアナは手を振ふり……

「っ！」

　それを見た。

　冷気が背せ骨ぼねを突つき刺さした。

　ハッチの向こうにセレンがいる、アリシアがいる、秘書がいる。皆みなが、レアナを心配する顔で見守っている。
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　その中に、笑っている顔があった。目を細め、閉とじた唇くちびるを引き伸のばすようにして歪ゆがめ、胸の辺りで小さく手を振っている。

　セレンでもアリシアでも秘書でもない。小型艇にいるはずのない人物がレアナを見送っている。

　その唇が開いた。眩暈めまいのしそうな美しい顔立ちが動き、言葉を形作る。

「いってらっしゃい」

　そう言った。

「サイア……！」

　突とつ然ぜん、風が流れを変え、巨鳥を叩たたいた。バランスを崩くずした巨鳥の上で、レアナはしっかりと羽う毛もうを摑つかみ落ちないようにする。

　空中で何度か旋せん回かいし、ようやく落ち着きを取り戻すと、レアナはすぐに小型艇を見る。

　そこには、なにもなかった。

　ただ、雪の舞まう空だけが広がっていた。







　道を見失ったとしても
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　頭の中が真っ白になった。視し界かいには雪が舞っていた。耳には強風の唸うなりが渦うずを巻まいていた。

　頭上にある雲海で、笑い声が響ひびいていた。

「サイア・ミュウ！」

　レアナはその名を叫んだ。頭上にいるはずの存そん在ざいに、怒いかりにも恨うらみにも憎ぞう悪おにもなりきれない混こん乱らんした言葉を叩きつけた。笑い声のみが、ただ木霊こだまのように返ってくるばかりだった。

　雲の中から響く笑い声は、雪とともにレアナを叩く。冷気は肌はだではなく胸の内に染しみ込こんできた。失われていく感かん触しよく。レアナの中にあった歴史が、セレンとのアリシアとの繫つながりが、関係性せいが、もうこれ以上続くことはないのだという絶ぜつ望ぼう感が、ひしひしと全身に痛いたみを走らせた。

「サイア・ミュウ！」

　その痛みをなんとか消し去ろうと、レアナは叫ぶ。笑い声は消えない。混乱は苛いら立だちに変わり、やがて悲ひ哀あいがこみ上げてきた。涙なみだは雪で凍こおりつく。喉のどの震ふるえが言葉を詰つまらせる。

　巨鳥は風に押おし流されていく。高度が下がっていく。その距きよ離りは、そのままサイア・ミュウとの差であるように、レアナには思えた。

　はるかな高みにいる存在に、レアナの手は届とどかない。声もまた、同様。

「どうして……」

　もう笑い声は聞こえない。巨鳥は作り上げられた時に刷すり込まれた命令に従したがって、帝てい都とに向かって翼つばさを羽ばたかせた。

　乱みだれ舞う雪に埋うもれた空は、レアナを寂さびしく包み込む。サイア・ミュウに対して、自分は何もできないのだと、無力でしかないのだと、見たくもない現げん実じつを押し付けてくるように、雪が体にのしかかってくる。

「孤こ独どくを教えてあげる」

　耳に届くささやき声にレアナは顔を上げた。だが、周りには誰だれもいない。視界を遮さえぎる雪しかない。

　しかし、その声は間ま違ちがいなくサイア・ミュウのものだった。

「あなたは……どうして……」

　言葉がうまく紡つむげない。孤独を教えてあげる？　どうして……

「レアナお姉ちゃんがワタシをわかってくれないから。だから、教えてあげる」

　わかってくれない？　一体なにを？

「何を言っているの？」

　その問いに、サイア・ミュウは答えてくれない。ただ、少女の形をした世界は姿を見せないまま、明るい笑いを振ふり撒まく。

「来たいって思ったら話しかけて。みんな、ワタシの中で待ってるよ」

「みんな……」

　その言葉に、レアナは凍っていた表情に、ひびが入った気がした。ひび割われる幻げん聴ちようが頭の奥おくをしびれさせた。もうこれ以上ないというほどに、引きつっていた顔の筋きん肉にくが痛みを訴うつたえた。

「みんなって……あなたまさか⁉」

　サイア・ミュウはただ笑う。

「みんなはみんなだよ。じゃあね」

「待ちなさい！」

　レアナの叫さけびを無む視しして、笑い声は余よ韻いんもなく強い風の音にかき消された。吹ふき荒すさぶ冷気の存在を、レアナはいままで忘わすれていた。

　サイア・ミュウとのほんのわずかな会話の間、なにもかもが止まっていたのではないだろうか。レアナはそんな気がした。音も熱も空気もなにもかも……もしかしたら時間そのものが止まっていたのかもしれない。サイア・ミュウにしてみれば、それは不ふ可か能のうなことではないのだろうと、レアナは身震いした。

「わたしを孤独にすることが、あの子の狙ねらい？」

　それによってサイア・ミュウは、レアナになにかを思い知らせたいのだろう。一体なにを？　孤独であること。孤独である痛み。どうしてそれにサイア・ミュウはこだわりをみせるのか……ウォレントの郊こう外がいで「一人は嫌だ」と叫んだ少女の姿すがたが脳のう裏りに浮うかんだ。

「そのために、セレンたちを」

　そしておそらくは、ナギリやルシアもまたサイア・ミュウの内部に取り込まれているのだろう。

　震えが止まらない。寒さのせいではなかった。では、怒りなのだろうか？

　それとも恐きよう怖ふか。

　答えの出ない震えに侵おかされたままのレアナを、巨きよ鳥ちようは帝都へ運んでいく。

　震えが止まった。

　眼がん下かに、燃もえ上がる帝都の姿があった。
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　認にん識しきと結果にはタイムラグがあった。来ると身み構がまえた次の瞬しゆん間かんには全身に衝しよう撃げきが叩たたき込まれ、イェンは宙ちゆうへと舞い上がる。

「ひえ～～～」

　ミランがくるくると回転しながらイェンの後を追ってくる。眼下には膨ふくれ上がる火か炎えんがあった。その奥ではハインツ・イルザームが自ら作った紅くれないに包まれて笑っている。高温に晒さらされているというのに、常じよう人じんならば、その熱を吸すい込んだだけで肺はいが焼けているだろうに、ハインツには何の変化も窺うかがえない。

　何があった？

　バランスを取って、イェンは《マキナ》から剣けんを生み、右手に摑つかんだ。左手を銃じゆう剣けんへと変化させ、笑い続けるハインツに照しよう準じゆんを合わせる。

　三連射しや。光こう条じようは音もなく火炎を突つき破やぶる。針はりを立てられた風船のように四散した火炎の奥で、ハインツはなおも笑っていた。

　そのハインツを光条が飲み込む。笑い声は爆ばく発はつの轟ごう音おんにかき消され、今、その姿は光に埋うめつくされる。

「やりましたか⁉」

　落下のさなか、ミランが明るく問いかけてくる。イェンは無言のまま新たな爆発に飲み込まれて瓦が解かいした城じよう壁へきを見下ろした。

「！」

「わきゃっ！」

　きらめきを感じたと同時に体が動いた。ミランを蹴け飛とばし、イェンはその反動で逆ぎやくに飛ぶ。

　生まれた空間を光条が駆かけ抜ぬけた。光はそのまま空を焼き、天を灼やく。

　融ゆう解かいする瓦が礫れきをのけて、身をもたげるハインツの姿が二人の目に映うつった。

「そんな……」

　ミランの声の震えは、大気の慄おののきで圧あつ死しした。イェンは空中で連続跳ちよう躍やくすると、銃剣化した左手を元に戻もどす。

　すぐ傍そばに着地したイェンを、ハインツは悠ゆう々ゆうとした態たい度どで迎むかえた。その顔を見て、イェンは頰ほおに引きつりを感じた。

　何も感じるなという方が無理な話だ。

　その顔はレアナに銃口を突きつけていた時と同じ顔だった。

「どうかね？」

「なにがです？」

　声が強こわ張ばるのを抑おさえられず、イェンは剣の柄つかを握にぎり直した。その感かん触しよくを確かめる。《蛇タナトス》を殺すことは義ぎ務むだ。主の敵てきを屠ほふることもまた同様。そこにはそれ以上の感かん慨がいなどない。殺意はただ放射されるだけの余よ剰じようエネルギーのようなものであり、それ以上ではなかった。

　だがいまは、殺意に意味を感じる。体中から発散される殺気は偽いつわりのないイェン自身の意思だった。

「確か、私は言ったはずです」

　ハインツ・イルザームを殺したくてしかたがない。

「貴き様さまにはもはや、死以外に安らげる場所がない、と」

　奴やつの死を希求していた。切り裂さき、叩き潰つぶし、焼き払はらい、薙なぎ払い、壊こわし毀こわしこわす。細さい胞ぼうの一つとしてこの世に残すような愚ぐを犯おかさない。

　それがイェンの望みだ。

　ハインツ・イルザームに与あたえられるものがあるとすれば、それ以外はありえない。いや、許ゆるしはしない。どのような恩おん恵けいがあろうとも、それら全すべてはイェンの手によって破は壊かいされるべきなのだ。

　そして、これこそが憎ぞう悪おなのだと、イェンは静かに理り解かいした。

「もちろん、覚えているとも」

　ハインツは大おお仰ぎように両手を広げて肯こう定ていした。その体のどこにも、武ぶ器きらしきものは存そん在ざいしていない。

　では、あの力はどこから放たれた？

　全身を舐なめたイェンの視し線せんを嘲ちよう弄ろうするように、ハインツは目じりを下げ、頷うなずいた。

「肯定するとも。私にはもはや安らぎは存在しない。だが、それは支し配はい者しやとして当然の義務だ。あらゆる楽しみは、これから私が負うだろう重圧をごまかすためのものでしかなくなる。あらゆる苦しみを、私は喜んで引き受けよう。

　そこにレンドラントの栄光があるのならば……」

　ハインツが飛び出した。

　その動きにイェンは瞠どう目もくした。速い。反射で振るった剣をハインツは跳躍してかわした。その跳躍も、人間の運動能力で可能なものではない。

「イェンさん！」

　ミランの叫びで我われに返ったイェンはハインツを追って跳躍する。追い上げたイェンの剣けん撃げきを、ハインツは上半身をそらしてやり過すごす。イェンは勢いきおいを利用して、さらに蹴りを叩たたき込んだ。

　踵かかとが肉に食い込む感触に違い和わ感を覚えたイェンは、それを見る。

　ハインツの両りよう腕うでが、腹はらに埋うまったイェンの足に絡からみついていた。

「調子に乗るな、ドラグ・ヘッド！」

　遠心力がイェンを引きずる。空が回る。感触が足から離はなれる。イェンは地面に投げ落とされた。

　ぶつかる寸すん前ぜんに、イェンは回転して勢いを殺し着地する。それでも地面は土つち煙けむりを上げて破は裂れつした。

「イェンさん！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　駆け寄るミランに頷くだけで返す。視線は、落ちてくるハインツに向けたままだ。

「そして、私はこう言った」

　音もなく着地したハインツの声に、ミランの肩かたが震ふるえた。イェンは飛び出すタイミングを窺うかがう。

「もはや、貴様らは必要ないと」

「あなたに必要とされることに、喜びなどはない」

　冷たいハインツの言葉を、イェンは無む表ひよう情じように跳はね返す。だが、ミランの表情は強張っていた。それは解かい除じよされたはずのドラグ・ヘッドの本能の残ざん滓しが揺ゆさぶられたためなのか、

　それとも……

「お嬢じよう様さまに、手など出していないでしょうね？」

　ハインツは酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた。

「我われらの道を邪じや魔まする者に、慈じ悲ひを与えるつもりはない」

　その瞬間、憎悪は暴ぼう走そうし、同時に一つの言葉に向かって凝ぎよう縮しゆくされた。

「殺す」

　殺意は剣けんという形を成し、その意味はイェン本人とともにハインツの元に届とどけられた。

　ハインツの左腕が飛んだ。

　続けざまに両足が、

　そして右腕。

　首。

　胸は腹に別れを告げ、

　腰よう部ぶとも離れる。

　剣撃の後に突きつけた左手の上では《マキナ》が光り、唸うなり、蠢うごめいて、次々と新たな剣が生み出され、射出される。部品に分けられたハインツの肉体に剣が突き立ち、なんとか残っていた城じよう壁へきに貼はり付けられた。

　それはさながら、標本にされた昆こん虫ちゆうのように。

「イェンさん！」

　ミランの叫さけびには制せい止しの意味がこめられていた。

　イェンは止まらない。知ったことかと、内心で吐はき捨すてる。左腕が銃じゆう剣けんに変わる。砲ほう身しん内ないにこめられたエネルギーの制せい御ぎよは甘あまく、いつ暴発してもおかしくない。だが、それすらも知ったことか。

「消し炭ずみすら残さない」

　宣せん告こく。顔だけになり、額ひたいを剣に貫つらぬかれたハインツの目には、なお意志の光があった。それは驚きよう愕がくでも困こん惑わくでも恐きよう怖ふでもなく、勝利の愉ゆ悦えつに満ちた目だった。イェンを見下す目であった。レアナの身を案じて、無様にうろたえるイェンの姿すがたをあざ笑っていた。

　光こう条じようが放たれる。その熱量は周囲を瞬しゆん時じに溶とかし、砲身もまた半ばまで蒸じよう発はつさせた。銃剣化を解とかれた左腕は、肉が溶け、骨ほねと神しん経けいがあらわになっている。焦こげた血の臭においが痛つう覚かくに悲鳴を上げさせた。

「イェンさん……」

　ハインツを巻まき込こんで、なにもかもを溶かし崩くずした光景を見つめるイェンに、ミランが恐こわ々ごわと声をかける。

「すぐに戻もどりますよ。お嬢様たちが心配です」

「あっ、はい」

　歩き出すイェンをミランは追いかける。ちらちらと背はい後ごを見るのは、やはり気になるからだろう。

「あの人、どうしてあんなになっちゃったんでしょう？」

　ただの人間だったはずだ。

　それなのに、ドラグ・ヘッドに比する能のう力りよくを持っていた。術じゆつ理り的なもののようには見えなかった。

　では、なんなのか？

「私に、わかるわけがありません」

「そうでしょうけど……」

　ミランは不満そうだ。

　だが、イェンには、本当にどうでもいいことだった。ただ、レアナの身が案じられる。

　レアナを救う。

「今はただ、それだけをなせばいいのです」

「ん～……そうですね！　それが一番です」

　納なつ得とくしたミランを連れて走る。燃もえ上がる帝てい宮きゆうからの延えん焼しよう、さらにハインツの起こした爆発によって、火の手は帝都にまで伸のびていた。すでに消火活動は避ひ難なんまでの時間稼かせぎにしか過すぎなくなっていた。雪の代わりに舞まい上がった火の粉が降ふり注ぎ、あちこちで新たな火の手が姿を見せている。

「えい！」

　ミランが銃剣から光条を放った。闇やみを貫く光は炎えん上じようした家屋の群むれを貫き、四散させる。火に巻かれて逃にげ場を失っていた人々が、爆発に驚きながらもできあがった空白地を駆けていく。

「これくらいはいいでしょう？」

「いいでしょうね」

　ミランが笑えみを浮かべる。イェンもそれに倣ならって光条を放ち、次々と火を消していく。

　そうして帝都を囲む城壁に辿たどり着いた。

「無事に避難できるといいですね」

「そこまで心配をしてられませんね」

「……イェンさん、冷たいです」

「私は、お嬢じよう様さま以外のことはどうでもいいのです」

「そういうの、きっとレアナさん嫌きらいですよ」

「む……」

「あはははは……きゃんっ！」

　笑いながらミランが門をくぐろうとして、突とつ然ぜん転げた。

「なにをしてるんです？」

「いたた、足が滑すべった……のかな？」

　尻しりを押おさえて立ち上がるミランを横目に、イェンが前を行こうとして……

「あれ？　でもなんであたし、額も痛いたいんでしょう？」

　イェンは足を止める。後一歩もない距きよ離りの先は城門の外側で、雪の群むれが火か災さいで乱みだれた気流に揺ゆさぶられ、踊おどっている。

「イェンさん？」

　慎しん重ちように、イェンは手を上げ、前に伸ばす。硬い感かん触しよくが掌てのひらに広がった。イェンの力を強固に押し返してくる。

「見えない壁かべがあります」

「ほへ？」

　ミランもそろそろと手を伸ばし、同じ感触を確たしかめる。

「やや！　本当です。へ？　あれ？　なんで？」

　ミランがあちこちに手を伸ばしてみるが結果は同じだ。外へ出られない。

「門がだめなら、飛び越こえます」

　再ふたたび帝都の中に戻ろうとして、

「うひゃっ！」

　ミランは足を止めた。イェンが振ふり返れば、そこには群ぐん集しゆうがなだれ込んでくる光景がある。いつのまにか、炎ほのおがすぐそこまで迫せまっていたのだ。外へ逃げ出そうとするのは当然の行動だ。

「わわわわ……ちょ、ちょっと待ってください！」

　慌あわてて押しとどめようとするが、誰だれもミランの声を聞いてはくれなかった。群集はミランを跳はね飛ばすようにして押しのけ、外へとひたすらに向かう。

　そして、あの見えない壁にぶつかるのだ。

　凄せい惨さんな光景がその場に起こった。遮さえぎるものがないはずなのに先へと進めない先頭を、それがわからない後方が押し付ける。あらたな避難民は次から次へと現あらわれる。見えない壁と群集の圧あつ力りよくに挟はさまれて、先頭の人々は骨ほねが砕け、血を吐はいてそれでもなお壁に押し付けられていく。

「止まって、止まってくださいってば！」

　炎は物ぶつ質しつだけでなく、人の理性も焼き尽つくしていた。狂きよう気きと血けつ臭しゆうがアーチ状じようになった城じよう門もん前に満ち溢あふれる。

「止まってくださいよう……」

　弱々しく言葉を吐いて座すわり込もうとしたミランを、イェンは襟えり首くびを摑つかんで立たせた。

「ここから出ますよ」

「でも！」

「これをどうしろというのです？」

「…………」

　ミランに答えはない。その目はイェンにすがっていた。だが、イェンとて同様だ。どうすればいいかなどわからない。狂った群集心理を制せい御ぎよすることも、見えない壁をどうにかする方法も、イェンにはわからない。

　ただ……

「この場で立ち止まっている暇ひまなど、私たちにはないはずです」

　それだけは確かだ。

　周囲の人間を押しのけて空間を作ると、イェンとミランは天てん井じようを走るようにして帝都の内部へと戻もどった。何人かがイェンたちに気付いて悲鳴を上げたが、それすらも勢いきおいづいた群集の中に埋うもれていく。

　外へ出た二人が目にしたのは、大通りの両側にできた炎の垣かき根ねだ。獰どう猛もうな獣けものじみた火災は、食い残しを探さがすように揺らめき、勝利の雄お叫たけびのように空に唸うなり声を放っていた。

　雪の代わりに踊り狂う火の粉は、触しよつ覚かくのように大通りを走る人々を追いかけ、降ふりかかる。炎に巻まかれた人々が、どこに向かっているかもわからないままに走り、倒たおれていく。

　その中の一人が、イェンたちの脇わきを抜ぬけて群集に飛び込んだ。

　悲鳴は、すでに声という形を放ほう棄きしていた。ただ、甲かん高だかい音であった。人間を養分にして萌ほう芽がする別の生き物だった。

　それが、火によって加速する。

　衣服から衣服へ、

　髪かみから髪へ。

　燃もえ移うつる火によって狂気は倍加する。実じつ際さいに燃え移った人は少数であったのだが、火の手がすぐ傍そばまで来ているという事実が、人を唯ただ一ひとつの衝しよう動どうに駆かり立てる。狂きよう奔ほんさせる。それは暴あばれ馬よりも激はげしく、抑おさえは利きかない。

　逃にげろ。

　だが、彼らは逃げられないのだ。

　目の前にあるはずの、安全圏けんへの道は塞ふさがれている。視し覚かくはそこを脱だつ出しゆつ路ろと認みとめているのに、事実はそれを拒きよ否ひする。何もないはずなのに進めない。希望は絶ぜつ望ぼうに、希望は絶望に、希望は絶望に……わかりやすい精せい神しん的変化が積み重なって、惨さん劇げきは生まれていく。

「やめてください……」

　呆ぼう然ぜんとそれを見つめるミランには、そう言う以外に許ゆるされなかった。いや、もしかしたらそれを口にする資し格かくすらないのかもしれない。

　惨劇の原げん因いんは自分たちにあるのだから。

　イェンは無言でミランの手を引いた。ミランは俯うつむいたままイェンに従したがう。地面にぽつぽつと跡あとを残す小さな湿しめり気は、そう時をおかずに消えていく。

「跳とびますよ」

　幼おさな子ごのようにただ頷うなずくだけのミランを連れて、城じよう壁へきを飛び越こえる。

　だが……

「ここもだめか」

　やはりというべきなのか、城壁を越えていくことも不ふ可か能のうだった。全すべてを確かく認にんしたわけではないが、不可視の壁は帝てい都と全体を覆おおっているに違ちがいない。

　目の前で火の粉が通り抜けていく。風の流れもある。

　人間……生命体だけが、帝都を出ることを禁きんじられている。

　これは、どういうことなのか……




　そして、少女の笑い声が響ひびく。




「ひゃっ！」

「くっ」

　ミランは雷らい霆ていが鳴り響いたが如ごとくに頭を抱かかえてしゃがみこみ、イェンは全身を苛さいなむ精神的重圧に体が膠こう着ちやくした。

　周囲の光景は変わることなくあるというのに、イェンたちは世界が壊こわれてもおかしくないだけの力を感じていた。

「ななななな……なんですかこれは⁉」

　ミランが悲鳴を上げる。不ふ可か解かいな状じよう況きようにとどめをさすかのような、なぞの現げん象しように戸と惑まどっている。

　だが、イェンは……

「これは……」

　知っている。イェンはこの重圧感に覚えがあった。

　イェンを全方位から押さえつける存そん在ざい感。ただそこにいるだけで全てを支し配はいしてしまうかのような圧迫感。

　創造主レスフオール。

「……いや、違う」

　イェンは冷や汗あせが浮うかぶのを感じながら頭かぶりを振ふった。

　似にているが、違う。

　なぜなら、この威い圧あつにはイェンを従わせる強制力が存在しない。

「なにものだ？」

「クスクスクス……誰だれでしょう？」

　踊おどるような声だけが周囲に響く。ミランが「ふえっ？」と辺りを見回しているが、気配も姿すがたも見つかることはない。

　見つかるはずがない。

「世界か？」

「正解～♪」

　レスフォールでないのならば、同位存在ということになる。単たん純じゆんな結けつ論ろんを少女の声は肯こう定ていし、イェンたちの前に姿を現あらわした。

「え？」

　その姿に、ミランが啞あ然ぜんとした声を漏もらした。

「なるほど」

　イェンは納なつ得とくする。テルトアに降おりた《蛇タナトス》がどうして世界の卵を見つけられなかったのか、その答えがそのまま形になっているようなものだった。

　目の前に現れた少女は、シィナに似た外見をしていた。シィナが理想的に成長したかのような美しさ……いや、それだけではないだろう。この世界の美の基き本ほん鋳い型がた……そしてそれゆえに究極の美。シィナと外見が似ているのは、レスフォールの持つ美の基本形と少女の抱いだくそれが類るい似じしているためだろう。

「シィナのシェルに収おさめられていたのか」

　だから、シィナはこの世界に残されていたのか。

「あのあのあの……あなたは、どなたですか？」

　わかっていないミランは、いまだに頭を押さえながら少女に尋たずねる。

「ワタシはサイア・ミュウ。あなたたちに守ってもらった存在」

　そう呟つぶやいたサイア・ミュウの声こわ音ねに、イェンは違い和わを感じた。

「はあ……そうなのですか」

　ミランは、まだわかっていない。のんきに頷いている。

　イェンはいつでも動けるように腰こしをわずかに落とし、サイア・ミュウを注視した。この雰ふん囲い気きは、決して礼を言うためのものではない。

「でも、もう用は済すんでるんだから、あなたたちは帰ってよ」

　その声には嫌けん悪お感があった。

「はへっ？」

「その言葉には従えませんね」

　やはり……と、イェンは内心で唸うなった。理由はわからないが、サイア・ミュウはイェンたちを邪じや魔ま者だと思っている。

「私はお嬢じよう様さまの傍そばにいると誓ちかったのです」

「え、え～と、帰るってどこにですか？　よくわかりませんけど、あたしは帰るんならロイさんの所がいいんですけど」

　イェンは決然と、ミランはそろそろと答える。

　サイア・ミュウの表ひよう情じようから笑えみが消えた。ミランが「ひっ」と体をすくませる。

「……じゃあ、帰りたいようにしてあげる」

　その瞬しゆん間かん、風景が回った。

　イェンたちを中心にグルグルと……

　回転する球体の中央に置かれたかのように、世界が急速に回る。イェンたち、ドラグ・ヘッドの平へい衡こう感覚をも狂くるわせてしまいそうな速度で、周囲の風景が溶とけて流れて線となり、さらに交わり斑まだらな面となる。

「あなたたちがいると、お姉ちゃんが来てくれないもの」

　すねた子こ供どもの声で、サイア・ミュウは言う。

　その間にも世界は回る。「はわわ～」隣となりでミランが目を回している。イェンは身じろぎもせず、次に来るはずの状況に備そなえた。イェンたちに注がれたサイア・ミュウの意思は敵てき意いだ。幻げん惑わくさせるだけで終わるわけがない。

　そして、回転が止まる。

　立ち位置は変わらない。今まで通りの城じよう壁へきの上だ。

　だが……

「はうはうはう……あれ？」

　すぐに立ち直ったミランが辺りを確たしかめて、首を傾かしげた。

　空気に変化があった。

「は……へ？　へ？」

　異い変へんを視し覚かくで確かく認にんしてミランはただ啞然とするばかり。イェンも声が出せなかった。

　帝てい都とが燃もえていない。

　帝てい宮きゆうは変わらず炎ほのおを上げている。だが、帝都を飲み込こんだ火か災さいは噓うそのように消え、さらにそこにある建物も無事な様子だ。門に群むらがっていた人々の姿も消えている。

　そして……イェンは《マキナ》から剣けんを出した。

「君たちを殺すことが、条じよう件けんなのだ」

　ハインツ・イルザームが目の前に立っていた。

　それだけではなく……

「帝国の栄えい華がのために」

　リードラント・エン・ルーベンブル。皇こう太たい子しまでいる。

　二人とも、殺したはずの人物だ。

「え？　へ？　へぇぇぇ？　なにがなんです一体⁉」

「あははははははははははははははははははははは！」

　慌あわてふためくミランに、サイア・ミュウの笑い声が重なる。




　終わらない戦いの始まりだった。




　　　　†




　エンディングから始まる紙かみ芝しば居い、

　種に収おさまる枯かれ木たち、

　誕たん生じようへと還かえる死に、何の違ちがいがあるのか？




　少女の笑い声が届とどく。

　世界中のどこへでも、どこにでも、声が響き、手が伸のび、足が向く。

　彼女はどこにでも存そん在ざいし、そしてどこにも存在しない存在。

　彼女は世界。

　彼女はサイア・ミュウ。




　サイア・ミュウの姿すがたは今、帝都のはるか上空にあった。雲海を赤く染そめる曙しよ光こうに身を晒さらして、クスクスと笑い声を零こぼしている。

　イェンの前に立つと同時に、レアナに囁ささやきかけるのと同時に、サイア・ミュウはここにいる。時間も空間も──この世界に限かぎれば──サイア・ミュウに制せい限げんを与あたえるものではない。

　なんでもできる。

　サイア・ミュウはとても楽しかった。レアナの愕がく然ぜんとした顔が、血の気の引いた肌はだの色が、かすかに震ふるえながらもなお立とうとするその心が、楽しくて楽しくて仕方がなかった。

　だから何度も見たい。

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度でも、繰くり返し巻まき戻もどし揃そろえ直し、紙芝居の最後を退どければ再ふたたび始まりに戻るように、レアナの行動を無限に楽しみたかった。

　時の流れを、糸巻きを回すようにして戻す。世界が逆ぎやくに動く。

　レアナは気付かないだろう。己おのれが何度も身近な人間との別れを繰り返していることに。
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　気付くようにしても良かった。しかしそれでは、レアナの心が壊こわれる。壊れることが望みではない。

　だけど、苦しんでは欲ほしい。

　その行こう為いには喜びがあった、加か虐ぎやく的な喜びだ。好きであるからこそ虐いじめたくなる……幼よう稚ちな好意があった。

　それはつまり愛だった。

　手に入れたくて仕方がない、でもまだ手に入れてない、手に入れられない。

　諦あきらめられない。

　幼稚ではある。だが、人が精せい神しん的な成長を遂とげても、その心の動き様にどれだけの違いがあるというのか。何の違いもない。ただ、諦てい念ねんの使い方がうまくなるだけだ。

　そしてそれが愛であるならば、諦念の効こう果かは大人であっても期待はできない。

　人を感じることで孵ふ化かまでの時を過すごしてきたサイア・ミュウには、人の心に類るい似じしたものが存在していた。自らが内包している世界に、サイア・ミュウは育てられた。

　それは世界の連れん環かんを示しめす。

　レアナを求めるサイア・ミュウの心は、彼女の周囲の人物を自らの内に収めたことでより強くなった。

　世界の核かくとして存在するこの体のさらに内側。

　それは、サイア・ミュウの秘ひめたる部分……心。

「ああ……」

　笑いを止め、サイア・ミュウは陶とう然ぜんとレアナの姿を見る。雲海の向こうにあろうと、どれだけの距きよ離りがあろうと、サイア・ミュウには関係ない。人は自らの体内を見ることはできないが、サイア・ミュウにはできる。この世界で彼女の知らないことは何もなかった。

　目の前でセレンとアリシアを失い愕然としているレアナを眺ながめ、サイア・ミュウは内から来る震えを抑おさえようと自らを抱だきしめた。

　レアナは必死にこの世界であがく。

　戦争のない世界を望んでいる。

　誰だれも争わないことを欲ほつしている。

　執しつ事じとの穏おだやかな生活を希求している。

「でも、もうこの場所は要いらない」

　レアナの目の前でこの世界を奪うばい去ってしまったら、彼女はどうなってしまうのだろう？

　サイア・ミュウはもう、こんな世界は要らなかった。《蛇タナトス》との戦いでできた醜みにくい傷きず痕あとを必死で隠かくそうとしているこんな大地にも、空にも未練はなかった。消えてしまえばいいとさえ思っている。

　いや、消してしまいたい。

　消すことならすぐにだってできる。

　この世界の形を決めるのはサイア・ミュウなのだ。大地を消し去って《混こん沌とん》の海にただ一人浮うかんでいることだってできる。《混沌》の海からも消え去りたい。でも、それはできない。

　だから、行こう。誰にも見つからない場所で。

　そこで一人、レアナを感じて生きていく。

　ああ、それはなんと甘かん美びな思いだろう。サイア・ミュウの内側で、セレンの心の一部が反応して同じような震えを見せた。

　彼女もそれを望んでいる。

「みワんタなシがお姉ちゃんを求めているんだよ」

　ああ……手を伸ばしたい。抱きしめたい。肌に触ふれたい。頭を撫なでてもらいたい。その胸むねに埋うずまりたい。体温を感じたい。優やさしい言葉を聞きたい。

　レアナが欲ほしくて欲しくてたまらない。

　どうして、こんなにもレアナが欲しいのか？　その疑ぎ問もんが時折、水すい泡ほうのように浮き上がる。




　それは癒いやしの手──シィナの記き憶おくが胸で疼うずく。

　それは失われた母の面おも影かげ──リオンの傷口が焼ける。

　それは憧あこがれの存在──アリシアの焦こがれる想おもいが張はり裂さけそうになる。




　シィナはワタシに、リオンはワタシに、アリシアはワタシになり、

　同じように、ワタシはシィナに、リオンに、アリシアになる。




　全すべては一つ、一つはワタシ。




《では、お前はどこにいる？　サイア・ミュウ》

　遠い呼よびかけは無む視しする。そんなものは存そん在ざいしない。するわけがない。

　してはならない。

《お前の心はどこにある？　サイア・ミュウ》

　声は止まらない。問い続けてくる。空を震ふるわせて、サイア・ミュウの閉とじた聴ちよう覚かくをこじ開けてくる。

《お前の本当の望みはどこにある？　サイア・ミュウ》

　執しつ拗ように名前を呼び続ける、ただひたすらに圧あつ迫ぱく感を与あたえるだけの声。

「黙だまれ！」

　サイア・ミュウは吼ほえた。それは大気を震わせはしなかった。だが、大気のはるか上空に存在する《混沌》の海を叩たたいた。

　だが、《混沌》の海はあまりにも広大で、巨きよ大だいな存在であるサイア・ミュウをもってしても、ささやかな波は紋もんを生み出す程てい度どのことしかできなかった。

　それでも、サイア・ミュウはなおも吼える。

「消えろ、レスフォール！　お前なんか要らない。お前なんかワタシには必要ない。消えろ……消えろ消えろ消えろ─────────‼」

《お前はお前自身を自覚せぬが故ゆえに、お前自身はなお《混沌》の海に現あらわれ出でていない》

「うるさい！　そんなものはどうだっていい。そんな場所になんていたくない！」

《我われらの立つべき場にいない。それは、お前がまだ生きてはいないということだ》

「黙れ……」

《自らの足で立てない獣けものは……》

「ワタシの中に勝手に入ってくるな！」

　サイア・ミュウは空を夜に変えた。割われたはずの卵オブンの殻から……夜殻素材マテリアルナイトを再ふたたび展てん開かいする。曙しよ光こうに包まれていた世界が暗くら闇やみに一変する。それはこの場所だけのことではない。

　世界の全すべてが夜に変わった。

　二度と明けない、夜となった。

　レスフォールの最後の言葉が、一いつ掃そうされる光明とともに流されていく。

《死ぬだけだ》

　それは、夜のように冷たい言葉だった。




　　　　†




　世界は刻こく一いつ刻こくと狂くるっていく……

　朝を迎むかえたはずの空に太陽はなく、星明りすらも否ひ定ていされた。いや、星が瞬またたいていないのかどうか、今のレアナには確かく認にんできない。空には分ぶ厚あつい黒こく煙えんが舞まい、きな臭くさい空気とともに周囲には赤しやつ光こうが満ちている。

　朱しゆと影かげが揺ゆらめく大地に視線を戻もどし……レアナは現げん実じつを確認する。

　ぬかるんだ大地が靴くつ底ぞこにまとわり付く。左手には高い城じよう壁へきがあり、その壁面では溶とけた雪がさらに蒸じよう発はつして、湯気を上げていた。体の右半身は雪風を受けて冷たいというのに、左半身は肌はだがひりつくほどに熱い。

　帝てい都とが燃もえている。空に光はなく、代わりに大地には陰いん惨さんな炎ほのおが燃え上がって、レアナの姿すがたを照らしていた。

「どうして……？」

　それは問うてはならない疑問なのかもしれない。レアナが甘あまかったのだ。祖そ父ふにこの危き険けん性せいは指し摘てきされていた。それなのに、事が起こるまで何もしなかったのはレアナなのだから。

　何に期待していたのだろう？　人の優しさか？　倫りん理りか？　道どう徳とくか？

　無む条じよう件けんに、ただただそれを期待する……それがどれだけ愚おろかなことなのか、レアナはすでに知っていたはずなのだ。人間が強大な存在をどのようにして受け入れるか……レアナは知っていたはずなのだ。

　レンゲンテ会戦、レッグモール事じ件けん、ジオストックでの一件……全てがそれを示しめしていたというのに。

　わたしは一体、人間に何を期待していたというのだろう？

　自問する。

　期待？　それは違ちがう。考えなかっただけだ。考えることから逃にげていた。否定していた。延えん々えんと後回しにしていただけだ。人類全てに責せき任にんを擦なすり付けるのは間違っている。

　テルトアでの《蛇タナトス》との戦いの後、イェンの隣となりに立つだけの力が得られないと思い知らされて、救助作業に没ぼつ頭とうすることでそこから逃げ、怪け我がをすればしたで、回かい復ふくするまでとそのことを考えないようにしていただけだ。

　さっさとレンドラント国外に脱だつ出しゆつしてしまえばよかったのだ。最初から母を頼たよれば、もっと楽に国家権けん力りよくに対たい抗こうできていたに違いない。一人でもなんとかできると、なんの確かく証しようもない自信にすがり付いていたのだ。

　いや、自信があると思い込こんでいただけだ。

　そうでないと、離はなれなくてはいけなくなっていた。

　そう、レンドラントから、ウォレントから、ニレダ記念女子学院から……

　ナギリ、セレン……あの二人と、離れたくなかったのだ。

「ああ……」

　言葉が生まれない。ただの吐と息いきになってしまった形にならない意思は、威い嚇かくしあう炎と冷気の音に飲み込まれてしまう。

　後こう悔かいだ。選せん択たく肢しを間違えてしまった。いや、正しかったのはどこからだ？　逃げられなかったのか？　そもそも正せい解かいなんてものはあったのか？

　サイア・ミュウ。

　あの少女の存そん在ざいが、さらにレアナの状じよう況きようを混こん迷めいにはめこんでしまった。

　世界そのもの。レアナにとって名前以外は全てが未知に等しい存在だったレスフォールと同じ位置に立つ者。

　世界の幼おさない自じ我が。

　この世界があるというだけで、生まれることが確定していた存在。そしてサイア・ミュウを守るために、レスフォールはこの世界にやって来て、ドラグ・ヘッドを……イェンを生み出した。

　サイア・ミュウがいなければ、レアナもなく。そしてイェンとも出会うことがなかった。レアナだけでなく、この世界の全ての人間の──人間に限かぎらず──幸福と不幸の最大要よう因いん。

　ならば今の状況は、ただ生きているだけで支し払はらわなければいけない債さい務むのようなものなのだろうか？

　シィナに似にた容よう姿しをした世界。シィナの見つけた《卵オヴン》から生まれた世界。

　あの時、お祖じ父い様の書しよ斎さいを覗のぞかなければ……

　ジオストックの一件の根本原因まで後悔しそうになっていたレアナは、なんとか押おしとどまった。

　そして自じ己こ嫌けん悪お。

　してはならないと思えば思うほど、脳のう裏りには強くあの時の自分が浮うかび上がる。

　シィナを救わなければならないと思った、あの時の自分までも否定するというのならば、そもそもそういう行動を取る自分を作った原因であるレッグモール事件に至いたり、そして事件の原因の究極を探さぐれば、ドラグ・ヘッドが存在するからということになる。

　最後には、生まれたことすら後悔することになる。

　結局は責任転てん嫁かであり、無意味なのだ。人間に未来視の能力はなく、時を超こえる力もない。過か去こを変えることはできないし、自分の行いがどういう結果に繫つながるかを計算し尽つくすことは不ふ可か能のうに等しい。

　だからこそ、現げん実じつを受け止めなければいけない。

　受け止めて、行動しなければいけない。

　だが……

「なにをすればいいの？」

　立ち止まり──立ち止まらざるを得なかった──レアナは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　目の前には帝都の内部へとつながる門がある。門は開いていた。だが、中へは入れなかった。

　受け入れ口である門内の通路は人で満ちていた。レアナを見ていた。がむしゃらに帝都の外に向けられた視し線せんにレアナは晒さらされた。

　血走っていた。必死だった。狂きよう騒そうに満ちていた。冗じよう談だんにもならない命がけの無言劇パントマイムを演えんじている。まさしく命をかけている。何もない空間に押し付けられて圧あつ迫ぱくされて内ない臓ぞうを潰つぶして血を吐はいて死んでいくなど、誰が好んでするというのか？

　人が死んでいく。火か災さいに煽あおられて外へと逃げ出そうとする人々が、見えない壁かべに衝しよう突とつして後ろの人々の勢いきおいに押し潰されていく。空気に肉にく片へんの絡からんだ血が幕まくを張はっている。ずり落ちる指にあわせて線を引いている。

　折り重なる悲鳴が鼓こ膜まくを貫つらぬく。

　吐き気すらも起こせない。体も精せい神しんも麻ま痺ひしてただ立ちすくみ、視線を他ほかに動かすこともできなかった。

　人に為なせる業わざではなかった。サイア・ミュウしか考えられない。

「どうして、こんなことをするの？」

　これも全すべて、レアナになにかをわからせるためだと言うのか？

「一体……なにを？」

　燃もえ盛さかる帝都、自じ滅めつしていく人々……この光景に、一体どんな意図が込められているというのか？

　そして、ここまでしなければいけないことなのか？

　拳こぶしを握にぎり締しめる。麻ま痺ひはいつの間にか癒いえていた。心を揺ゆさぶるものがある。瞳ひとみが熱かった。吐き出さなければいけない衝しよう動どうがある。吐き出す方法はここにある。手にしたものに強く指を食い込ませる。

「あなたは、何が不満だというの⁉」

　手にしたもの──《卵オヴン》──に集中する。周囲に集まっている《混こん沌とん》がレアナの意志に従したがって形を成す。それは力だ。

　術じゆつ理り遣づかいにとってこれ以上ない増ぞう幅ふく装そう置ちとなる《卵オヴン》。だが、これの本来の用よう途とは、《蛇タナトス》からこの世界を守るためにばら撒まかれた囮デコイ。

　この世界に散らばるレスフォールの遺い産さん、その全てがサイア・ミュウを守るために存在していたというのに……

『寂さびしいのは辛つらいの！　一人は苦しいの！　哀かなしいのは嫌いやなの！』

　ウォレントの郊こう外がいで、サイア・ミュウはそう叫さけんでレアナの前から消えた。

　レスフォールは、イェンたちドラグ・ヘッドは、シィナは、サイア・ミュウを守るために《蛇タナトス》と戦ったというのに。

『わたしはこの世界が大好きなの』

　フォルストーは命の最後の一いつ滴てきまでこの世界を守るために捧ささげたというのに……

　サイア・ミュウの行こう為いは、その全てを否ひ定ていするかのようだ。

「あなたは！」

　怒いかりに任まかせて術理を放つ。見えない壁を砕くだくために、レアナを圧迫する世界そのものに抗あらがうために、罪つみもなく巻まき込まれた人たちを救うために。

　しかし術理は何の効こう果かも及およぼさない。轟ごう音おんを上げる火球も、大気を灼やく雷らい撃げきも、貫く飛ひ剣けんも、全てが壁の前でむなしく四散するだけだ。

　無む駄だに終わる。

　術理とはすなわち、なにものにもなっていない《混沌》を意い志し力によって形をなさしめることである。術者にとって都合のいい現げん象しようにするのだ。

　そして、現象という形となってしまえば、後は簡かん単たんな力比くらべとなる。石を破は壊かいするためには、それに必要な力──それは熱量であったり、硬こう度どであったり、速度などであったりする──を持った現象にしなくてはいけない。大だい規き模ぼな現象であればあるほど、術者の力量が問われる。

　この世界そのものをなさしめているシステムを生まれる前に構こう築ちくした存在……それがサイア・ミュウだ。

　そのサイア・ミュウが作った壁を、その世界で生かされ、翻ほん弄ろうされているレアナに破壊できるのか？

　できるわけがないのだ。

　全てが無駄に終わる。

　そして世界は、まさしくサイア・ミュウの手の上にあるのだ。

　唐とう突とつに……

「っ！」

　虚きよ脱だつ感、あるいは思考的な空から振ぶりとでも言えばいいのか、意い識しきの触しよく手しゆが摑つかんでいたものがするりと抜ぬける……止められない勢いがそのまま脱力を生むかのように、レアナはその場にへたり込んだ。

　疲つかれたわけではない。だが、あまりに唐突で何をすればいいのかわからない。

　手から転がり落ちた《卵オヴン》が、ただの石くれのように見えた。

　そこには何もない。

《混沌》が感じられないのだ。

　それは《卵オヴン》だけのことではなく、レアナを取り巻く周囲までもがそうだった。風の流れを感じるように当たり前に存在していたものが消えた。術者に備そなわっている《混沌》を感じる感覚器が突然の無感触に混こん乱らんしている。それが、レアナの全身に脱力感として伝でん播ぱしてしまっていた。

《混沌》が消えたのだ。




「お姉ちゃんに知ってもらいたいの」




　ぞくりとした。耳じ朶だを生ぬるい吐と息いきが撫なでたのだ。サイア・ミュウの声は楽しげで、そして微かすかに震えていた。振り返ることができなかった。体がすくんでいた。サイア・ミュウがすぐそこにいる。しかし、今のサイア・ミュウの顔を見る勇気が、なぜかレアナには湧わかなかった。

　見えない壁かべが消えたのが、どうしてなのかわかった。ずるりと、ずた袋ぶくろと化した人々が地面に倒たおれる。溜たまっていた血が地面にぶちまけられて、生なま臭ぐさいにおいがレアナの体を通り過すぎていった。

　勢いきおいを解放されて、後続の人々が外へと流れ出ようとする。

　だがそれは、再ふたたび築きずかれた壁に阻はばまれる。レアナの眼がん前ぜんで阿あ鼻び叫きよう喚かんが繰くり返される。

　そして、ようやく外へと出ることのできた骸むくろたちが……




「恐きよう怖ふを、蹂じゆう躙りんされるということを、何もできないということを……」




　蠢うごめく肉にく塊かいがレアナの前に立ちはだかる。




「無力だということを」




　サイア・ミュウの吐息が髪かみを揺らす。




「ねえ、だからお姉ちゃん……」




　レアナに迫せまる。声も出せない。立たなければいけない。立って……




「たすけてよ」




　その切実な言葉は、肉塊のあげる雄お叫たけびと重なった。







　独ひとり震ふるえることになろうとも







　　　　†




　世界の中心でありながら、ここは冷たく暗かった。

　思い出したくない記き憶おくを想起させる冷たさであり、暗さだった。

　記憶を掘ほり起こす……それは無意識の連想ゲームだった。




　ここは冷たく、暗い。

　捕とらわれの身であるシィナに贅ぜい沢たくなど言えるはずもない。それでも、ここは嫌だと訴うつたえたかった。冷暗が心身を侵おかす感覚はシィナの体を縮ちぢこませる。石壁に触ふれれば体温が奪うばわれることがわかっていても、背せ中なかを預あずけずにはいられない。

　何かに触れていたい。何かを感じていたい。

　たとえそれが、物言わぬ冷たい石壁であろうとも。

「じいちゃん、ばあちゃん……」

　それは、すでにこの世に存そん在ざいしない者。だが、シィナにはその二人以外、すがっていい存在を知らなかった。

　後は……

　異い端たん、不気味、化け物、人間？　怖こわい恐こわいコワイ……怯おびえ、蔑さげすみ、迫はく害がいの視し線せん、言葉、扱あつかい、雰ふん囲い気き……

　全すべてがシィナを拒きよ否ひし続ける。

　この世界のために生まれた、生きた、戦った。

　レスフォールの生み出したるマシン・ドライブのマスターユニット。それがシィナだ。外がい殻かくの彼方かなたより現あらわれた未み孵ふ化かの世界を食くらう《蛇タナトス》からこの世界を守るために戦ったのが、シィナだ。

　世界を覆おおう膨ぼう大だいなる恐きよう怖ふを、それが恐怖だとも知らずに戦ってきた。たくさん破は壊かいし、たくさん壊こわされた。シィナ自身、何度再さい生せいポッドの世話になったかわからない。両足を失って泥どろ水みずの中を這はいずったこともある。その時は大破したマシン・ドライブの赤熱した装そう甲こうに傷きず口ぐちを当てて、むりやり出血を止めた。飛んできた破は片へんに片かた肺はいを潰つぶされたこともある。氾はん濫らんした血流で喉のどが詰つまり、鉄と胃い液えきの味に溺おぼれながら死を覚かく悟ごした。

　戦いの中で痛いたみと悲しみと恐怖と喜びを知った。

　怒いかりを知ったのは、今だ。

　この世界のために、この世界に生きる顔も知らない人間のためにシィナは生まれてきたというのに、そんな過か去こも知らず、驚おどろくほど平へい穏おんな世界で生きてきた人間は、シィナを拒否しようとしている。

　それを不当と、シィナは思った。

　許ゆるされざることだ。

　罪と罰ばつの考え方は、シィナの中で明めい確かくには確立されていなかった。シィナたちを縛しぼるものはレスフォールしかなく、そしてその命令は絶ぜつ対たいであり、逆さからえないものだからだ。逆らったらどうなるかなど、シィナは想そう像ぞうしたこともない。

　だが、何かを与あたえなければいけない。人間に、人間たちに。シィナに優やさしさを教えながら、簡単にそれを覆くつがえして裏うら切ぎった人間たちに、なにかを下さなければならない。

　ずっと、そう考えていた。

　そんなシィナに……

「おまえか？　レスフォールの遺い産さんってのは？」

　導みちびきの手はやってきた。

　十日と数時間、シィナはこの部屋に押おし込こめられていた。そして今、毎日シィナを弄いじっていた研究員とは趣おもむきの違ちがう男が、重苦しい鉄てつ扉ぴを破壊して現れた。

　ずたぼろの薄うす汚ぎたない服を着て、顔色も悪かったが、その目と唇くちびるにはどこか斜に構かまえた部分があった。衰おとろえのない精せい気きがあった。焦こげた血のような色をした怒りがあった。

「俺おれたちを貶おとしめる全ての奴やつらに懲ちよう罰ばつを、そして誰だれの手も届とどかない場所に行くために……おまえの力が必要だ」

　そう言って、手を伸のばしてくる。

　男の存在には心を震わせる何かがあった。錯さつ覚かくかもしれなかった。

　錯覚でも良かった。

　ただ、自分に向けられた手が欲ほしかった。

「俺はテリード。おまえは？」

　シィナを引き起こし、テリードは問う。

　シィナは名乗った。




　差し出された言葉と手は、噓うそだったのかもしれない。

　それでも、たとえ仮かり初そめでも、シィナには温あたたかいものだった。

　それは、噓ではない。

　そして今、シィナは伸ばされた手の温かさを知っている。本当の温ぬくもりを知っている。

　だから、震えて縮こまるだけではいけない。暗い念にとらわれているだけではいけない。何かをしなければいけない。サイア・ミュウの想おもいは、シィナの胸むねの中に流れ込んでいた。

　それを責せめることはできないが……

　止めること、あるいは修しゆう正せいすることはできるかもしれない。

　しかし、今のシィナにどれだけのことができるのだろう？

　それを考える。

　チャンスがあるならば、それは一いつ瞬しゆんでしかないだろう。

　マシン・ドライブを収おさめていた裏り面めん空間に酷こく似じした場所に一人きりという状じよう況きようで、シィナは震える体を丸めて、その機会を待った。

　ひたすらに、待った。
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　目の前の状況が信じられようとそうでなかろうと、やるべきことは何も変わらない。

「皇こう太たい子しは頼たのみます」

「へ？」

　ミランに一声かけ、イェンはハインツに向かう。殺すべき相手はただ一人、皇太子などはどうでもいい。イェンの思考はハインツを前にして暴ぼう走そうの直前にあった。

　変わらず笑えみを浮うかべているあの目。

　自らの使命に酔よいしれた表ひよう情じようは超ちよう常じよう的な能のう力りよくを手に入れて、傲ごう慢まんの度合いをさらに高めている。

　あの笑みを消し去らなくては収まらない。

　剣けんを引きずるようにして、ハインツの懐ふところに飛び込む。引きずられた剣先は硬かたい城じよう壁へきをやすやすと切り裂さき、線を作っていく。その線の延えん長ちよう線せん上にハインツの体が入る。

　予定だった。

　振ふり上げられた剣を、ハインツは受け止めた。ハインツの手には無ぶ骨こつな形の剣が握にぎられていた。鉄てつ塊かいから削けずりだされたような歪いびつな、棍こん棒ぼうと変わりのない剣……それが、いままで無手だったハインツの手に握られ、イェンの剣けん撃げきを受け止めている。重い感かん触しよくがイェンの腕うでに跳はね返ってくる。

「！」

「ふふん……」

　ハインツが剣を押し返す。その膂りよ力りよくは生なま半はん可かなものではなかった。イェンは逆らうことをやめて飛び退のく。足場を踏ふみしめたハインツの右足が石の床ゆかにひびを走らせた。

　着地したイェンは慎しん重ちように剣を構かまえる。

「どうした？　私を殺すのだろう？　してみたまえ？」

　あからさまな挑ちよう発はつにイェンは乗らなかった。剣先をゆっくりと動かしつつ、ハインツの動きを見つめる。

「私のこの力は、世界に与えられた力だ。私は、世界に認みとめられたのだ。世界から排はい除じよされようというお前に、私が倒たおせるはずもない」

　厳いかめしさの残るその顔に、脂あぶらのように傲慢が浮き上がる。煤すすけたスーツに剣は似に合あわない。いや、この男に剣が似合わないのか。イェンは氷のように表情を固めて、剣越ごしにハインツを観察した。

　ハインツの突とつ然ぜんの変化は、サイア・ミュウによるものだ。その疑ぎ問もんは解とけた。いや、イェンにとってそれは、どうでもいいことだった。ただ目の前に敵てきがいる。その事実だけで十分だった。

　だが、世界そのものが敵に回る。その重じゆう圧あつをイェンは感じていた。それは、レスフォールを敵に回すことと同意に近い。その重みをイェンは全身で感じていた。創そう造ぞう主しゆを敵に回す。超ちよう越えつ者を敵に回す。倒すことは即すなわち、自らの死をも意味する。世界を失えば、その世界で生きるためにその形がある生物が、生きていけるはずがない。

　それはイェン自身のことではなく、レアナのことだ。

　倒すことの許ゆるされない敵。

　しかし……

「とりあえず、あなたは殺しますよ」

　静かに宣せん告こくした。ハインツは嘲ちよう笑しようを唇に張はり付かせる。

「私を、どうやって？」

「こうやってです」

　イェンは先ほどとは違ちがい、常人の速度でゆっくりと前に進んだ。ハインツはかすかに戸と惑まどうが、剣を慎重に体に近づけて、イェンの攻こう撃げきを警けい戒かいする。

　イェンはそのまま進む。

　やがて、お互たがいの剣が相手に触ふれる距きよ離りに達した。

　ハインツがいつでも剣を振れるように腕を強こわ張ばらせるのに対して、イェンは逆ぎやくにだらりと腕を下げる。そしてそのまま、足を前に出し続ける。

　イェンは無言。ハインツの顔が緊きん張ちように引きつる。

　先に剣を振るったのはハインツだった。

「…………はっ！」

　上じよう段だんから一直線に振り下ろす。無骨な形の剣は石の地面を裂くのではなく、割わった。城じよう壁へきそのものに巨きよ大だいな亀き裂れつが生まれる。爆ばく音おんが木霊こだまするように重複して、夜の帝てい都との隅すみ々ずみにまで響ひびいていく。

　だが、目の前にイェンはいなかった。

「こういうことです」

　すぐ横にいた。

「！」

　ハインツが驚きよう愕がくをその顔に張り付かせる……途と中ちゆうで顔の筋きん肉にくの動きが止まる。その顔は胴どう体たいから離はなれ、宙ちゆうを舞まっていた。断だん面めんを見せた首から血を噴ふくのに、少し時間がかかった。

「どれだけ力があろうとも、その使い方を知らなければ意味はないのですよ」

　下段から振り上げた剣を戻もどし、イェンは呟つぶやく。

　目を向ければ、ミランの方も片かたがついていた。皇こう太たい子しの亡なき骸がらを前に、ミランは釈しやく然ぜんとしない様子で首を傾かしげている。「こんなはずはないだろう？」そう言いたいに違いない。

「ふうん、戦いの経けい験けんか～」

　唐とう突とつに、姿すがたを消したサイア・ミュウの声が響く。

　同時に、再ふたたび世界が回る。時が逆さか巻まかれているのだと、イェンは直感していた。帝宮が燃もえた頃ころにまで、時間を戻しているのだ。

　この世界の人間の生死も、そして時間の流れも、少女の形をした存そん在ざいにとってはどうにでもできるものなのだろう。

　ただ、この世界の被ひ造ぞう物ぶつではないイェンたちは、どうすることもできないようだ。

　回転が止まる。時間が戻る。

　それなのに、イェンたちの立ち位置に変化がないのがその証しよう拠こだ。

「じゃあ、今度は剣の達人の記き憶おくを入れてみるね」

　無む邪じや気きな言葉。




　そして戦いは最初に戻る。
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　萎なえた体に気力を……

　外せない視し線せん。中心が痺しびれたような思考。わななく唇くちびる。失われた《混こん沌とん》。

　ゴロゴロ……と、それは音を立てていた。まるで猫ねこが喉のどを鳴らすような、そしてそれを何十倍にも増ぞう幅ふくさせたかのような、そんな音。表皮が蠢うごめいている。数え切れないほどの人間の皮で縫ほう製せいされた表面が、内部で流動する何かに押されて凹おう凸とつを作る。

　ゴロゴロ……と、鳴る。

　それがなんであるか……気付くことができるものはレアナしかいなかった。そしてレアナは気付いてしまった。暗い紫むらさきに変色した表皮は薄うすく、凹凸を作るそれらの形がはっきりと現あらわれるからだ。

　それは内部で無数の人間の骨ほねがぶつかり、擦こすれあっている音だ。

　怪かい物ぶつがそこにいる。

　全体像ぞうとして、それは芋いも虫むしのようだった。節はなく、くたびれた腸ちよう詰づめのようだが、地面に接せつした腹はらの部分で突起の連なりのような足が並ならんでいる。頭とう頂ちよう部ぶには二つの触しよつ覚かくがあり、その触覚の先せん端たんは大きな目玉だった。

　どこか、テルトアで見た《蛇タナトス》に似ていた。

　触覚が左右に振られる。それにあわせて、重みで垂たれ下がった先端が激はげしく揺ゆれ、目がぎょろぎょろと動き回る。

　二つの目は焦しよう点てんを合わせることなく、無む秩ちつ序じよに動いていたのだが、やがて二つの視線は一つのものを捉とらえた。

　レアナを見た。

　視線は固定された。たった一匹ぴきで群ぐん集しゆうの視線のような圧あつ力りよくを持った目に見つめられ、レアナの体は一度、大きく震ふるえた。




　立たなければ……




　心はそう命じる。だが、足は震えるばかり。地面を押おさえた手も崩くずれそうな体を支ささえるのがやっとで、それ以上のことはできそうにない。

　それでも、立たなくてはいけない。

　逃にげなければ。

　押し潰つぶすかのような視線には、明めい確かくな一つの意思があった。材料が人間であったとしても、すでに形が人間ではないそれの外面的な変化で心理を読めるはずもないのだが、そんな些さ細さいなことを圧あつ倒とうするような一つの意思が、レアナの体に牙きばを立てていた。

　殺される。

　怪物から感じられる意思は、ただそれだけでしかなかった。飢うえを満たすため、身を、子を、縄なわ張ばりを守るためではない。獣けもの的な動機は存在しない。

　理由の存在しない殺さつ傷しようは存在しない。サイア・ミュウがそうさせている。それが理由だ。そして今の世界にとっておそらく、その動機に抗こうすることのできる論ろん理りは存在しない。

　怪物が動き出す。

　レアナは立ち上がった。それは気力が戻ったからではない。震えが収おさまったからではない。

　純じゆん粋すいな自じ衛えい本ほん能のう。

　死にたくない。ただそれだけが、理り性せいの言葉を無む視しし続けた体に鞭むちを打った。

「ひっ」

　レアナにとって、屈くつ辱じよく的な言葉が口から漏もれた。単純な悲鳴。恐きよう怖ふで引きつった短い音。

　しかしそれは、レアナの中でなんとか形を保たもとうとしていた誇ほこりを打ち砕くだくのに十分な威い力りよくを秘ひめていた。

　イェンと同等になろうと力を求め、術じゆつ理りを手に入れた。

　術理では決してイェンと互ご角かくになれないと、すでにわかっていたとしても、やはりそれはレアナにとって長い時をかけて手に入れた、自分であることの証あかしの一つだった。

　それを、サイア・ミュウは簡かん単たんに奪うばう。

　まだ二十年にも満たない時しか生きていない未み熟じゆくな存在だが、それでもその中で多くの時間をかけて研けん鑽さんした結けつ晶しようを、サイア・ミュウは簡単に奪う。覆くつがえすのではなく、なかったことにしてしまう。

　サイア・ミュウの力はすでに見ている。多くの人間を、ナギリを、セレンを、母を、アリシアを簡単に消してしまう。それにレアナは怒いかりを感じた。哀かなしく思った。

　恐怖〝も〟感じた。

　だが今は、恐怖〝しか〟ない。

　自らの矜きよう持じを支えていた重要な物を奪われ、レッグモール事じ件けんの時の、何もできない幼おさな子ごに戻ったように、レアナは恐怖に抗あらがえなかった。

　こちらに向かって、のたうつようにして迫せまる、人のパーツでできた芋虫の迫はく力りよくに、レアナは悲鳴を上げる暇ひまも惜おしんで、異い様ような存在に目を背そむけ、背せ中なかを向けて……逃げ出した。背を向けたものは怪物だけでなく、帝てい都とにもだった。レアナにとって、そこは目的地だったはずだ。そこにイェンがいる。そこから離はなれなくてはならない。それは屈辱だった。だがレアナには、それを憤いきどおる余よ裕ゆうがなかった。

「ひあ……」

　無様に、あまりに無様に逃げていく。体てい裁さいはない。目からは涙なみだが溢あふれ、それが雪で足を取られて安定しないレアナから、跳はねるように零こぼれていく。

　サイア・ミュウという、レアナにとって、この世界に生きる全すべてのものにとっての不ふ条じよう理りの塊かたまり……怪かい物ぶつはその醜しゆう悪あくな部分が凝ぎよう縮しゆくされているかのように、地じ響ひびきを立てて、雪せつ煙えんを上げてレアナを追いかけてくる。

　レアナは、逃げる。悲鳴も上げず、やがて走る体たい勢せいまでも安定したものに変わり、目から涙すらも失うせ、引き締まった表ひよう情じように残る血の気の失せた青だけが恐怖を示しめしているかのような状じよう態たいで、レアナは走った。

　生きることに必死になっていた。死にたくないという想おもいにレアナの体は正直に、そして正しい対たい応おうを取っていた。これまでに様々な命の危き機きに晒さらされたレアナだからこそできる、冷静な反はん射しや的対応だった。ただ怯おびえ竦すくむだけでは死から逃のがれることはできない。レアナの中に染しみ込んだ教訓が、そう指し示じしている。

　少女の声は、そんなレアナに笑いかける。

「わかってくれた？」

　何をわかれというのか？　疑ぎ問もんを抱いだく余地もなくレアナは逃げていた。かすかに浮うき上がったそれも、本能の前にはもろく崩れ去るしかない。すぐに消えた。

「怖こわいの……」

　サイア・ミュウは囁ささやきかける。その声に笑いは含ふくまれていなかった。どこまでも簡かん素そで、淡たん々たんとして、そして小こ刻きざみに震えていた。

「とてつもなく怖いの」

　サイア・ミュウは怯えていた。だが、レアナにはその怯えに驚おどろく余裕もなかった。

　背後には変わらず、怪物がいる。どたばたとした動きだったのが、やがて自らの体の適てき切せつな動かし方を理り解かいしたのか、音は静かになっていき、代わりに速度は上がっていく。獲え物ものを求めて、その動きは徐じよ々じよにスマートになっていく。レアナとの距きよ離りを縮ちぢめていく。圧迫感として背中に感じる怪物の気配が、やがてのしかかるようにしてレアナの背を乱らん暴ぼうに押す。雪が舞まう。レアナは足をもつれさせて転げていた。

　そして怪物が……

　サイア・ミュウの創そう造ぞうした、サイア・ミュウの恐怖の凝縮が……

　視し界かいが暗転する。
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　無む限げん循じゆん環かんの戦いの中にあっても、イェンの体力が途と切ぎれるということはなかった。

「これでもだめか～、なら今度はね～」

　時間が巻まき戻もどる前に響いたサイア・ミュウの声。

　戻された時間。

　再ふたたび立ちはだかる敵てき。ハインツ・イルザームの姿すがたをした、敵。

　だがすでにハインツ・イルザームではない……敵。

「が、うあ……おおおお…………」

　苦鳴を漏もらす口の端はしからは粘ねばついた唾だ液えきが零れる。白目の部分は充じゆう血けつで真っ赤に染そまり、視線は躍おどっている。

　すでに英えい雄ゆうの面おも影かげなど、どこにも存そん在ざいしない。イェンを嘲ちよう笑しようしていたあの笑えみも消え去って久ひさしい。

　それも仕方のないことだった。この世界に存在する剣けん、術理、銃じゆう……さらには総そう合ごう的な格かく闘とう技ぎに戦闘術……サイア・ミュウが思いつく限かぎりの、この世界における戦闘のプロフェッショナルたちの記き憶おくが、これがだめなら次はこれ……と、ハインツの頭ず脳のうに問答無用に押し込こまれていく。脳細さい胞ぼうの強化はサイア・ミュウによって行われているのだろうが、それでも、ハインツの精せい神しん的な崩ほう壊かいを止める役に立っているようには見えない。

　おそらくはそのつもりもないのだろう。全すべてが終わった後に直せばいいのだ……それぐらいにしか思っていないに違ちがいない。

「私……おれは……お前を……ころ、ころすころ……なぜだ？……殺す！」

　ハインツの突とつ進しんを、イェンは飛ひ翔しようしてかわした。爆発が帝都の一角を覆おおう。

　自じ我がのばらつきが見られる。ハインツの脳内に収おさめられているのは、単純な戦闘経けい験けんだけではない。おそらくは達人たちの全記憶、全人じん格かくが入れられているに違いない。ハインツを主人格として統とう合ごうが試みられているのだろうが、非ひ効こう率りつなやり方であるのは明らかだ。

（戦闘経験のみの抽ちゆう出しゆつができないということか？）

　イェンたち、ドラグ・ヘッドの使う《マキナ・ハウル》のようにはいかないということか。だが、それはそうだろう。ドラグ・ヘッドには戦闘経験と定てい義ぎ付けられたものは全て、補ほ助じよ脳と呼よばれるドラグ・ヘッド独どく自じの脳領りよう域いきに複ふく製せいして保ほ存ぞんされる。《マキナ・ハウル》による相そう互ご情じよう報ほう交こう換かん作用は、その補助脳を介かいして行われているのだ。人間にそんなものはない。

　そこまで考えたところで、イェンは気が付いた。

　この世界にそれを理解できている存在はない。レスフォールの被ひ造ぞう物ぶつである自分たちを除のぞけば。

　そして、イェンたちが時間の逆ぎやつ行こうに巻き込まれないのは、サイア・ミュウの意図的なものではなく、巻き込むことができないのだとしたら。サイア・ミュウに属ぞくさないイェンたちを、サイア・ミュウは好きにできない。だからこそ、こんな面めん倒どうな状じよう況きようを作り上げることでなんとか排はい除じよしようとしているのだとしたら……

　サイア・ミュウはこの世界そのもの。この世界に存在する全ての知ち識しきをサイア・ミュウは有している。

《マキナ・ハウル》という現象そのものは、シィナの中で育ったことによって目撃しているのだろう。だが、シィナもまた、レスフォールの被造物であることに違いはない。全てを知るには至いたれなかったと考えるのが妥だ当とうだ。

　だからこそ、目の前のハインツはあんな無様なことになっている。

　そして……

　だからこそ、サイア・ミュウはイェンたちを恐おそれているというのか？

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ハインツが雄お叫たけびなのか悲鳴なのかわからない声を上げて、追いかけてくる。

　戦いに集中する。

　こんなことは無む駄だなのだということを、サイア・ミュウに知らしめなくてはならない。

　落下を始めたイェンを、ハインツが追い上げてくる。

　イェンは迎むかえ撃うつように剣けんを振ふり下ろした。大おお雑ざつ把ぱにも見える動作だが、軌き道どうを読まれた一撃をハインツは避よけられない。自分の剣で受け、そしてそのまま、押し返される。

　ハインツのバランスが崩れる。

　イェンは雪を踏ふんでの連続跳ちよう躍やくで、落下するハインツを今度は追いかけた。

「空中戦のエキスパートは、いないでしょう？」

　姿を見せないサイア・ミュウに語りかける。

　それ以前に、ドラグ・ヘッド同士での空中戦は、実は愚おろかな選せん択たく肢しでもあった。連続跳躍はクリムゾン・イェン・シェンカーのみが可か能のうとした技わざであり、他のドラグ・ヘッドは、ただ高く素す早ばやく跳とぶことしかできない。《蛇タナトス》のような巨大なものを相手にするのならばともかく、同じ体たい格かくであるドラグ・ヘッド同士ならばこのような跳躍は隙すきを見せることにしかならない。

　空を自在に跳ね回ることのできるイェンは、あっさりとハインツの死角に回った。

　そして斬ざん撃げき……ハインツの胴どうが二つに分かれる。

「このようなことは無駄なのですよ、サイア・ミュウ」

　肉にく塊かいが落ちる音が二つ。それを背せに、イェンは語りかける。

「この世界の人間の戦いの記憶……その全てをうまく統とう合ごうすることができたとしても、私たちと同じ位置に立って戦おうという以上、誰だれも私たちに勝つことはできない。なぜならば……」

　白い光が一いつ瞬しゆん、帝都の空を染そめた。ミランの銃じゆう剣けんによる砲ほう撃げきが、皇こう太たい子しを貫つらぬいたのだろう。炭たん化かしたものがばらばらと落ちていくのを、イェンの目は捉とらえた。

「私たちはこの体で戦い続けた。《蛇タナトス》がこの世界に現あらわれ……そして追い払はらうまでの間、戦い続けた。戦いの最初から最後までの記き憶おくが、私の中にはある。初期のドラグ・ヘッドが模も索さくし続けた戦法を、私や、そして私の後に生まれたドラグ・ヘッドたちが応おう用ようし、そこからさらに新たなものを生み続けてきた。その全すべてが私の中にはある」

《マキナ・ハウル》によって、全ての戦いの記憶は平等に全てのドラグ・ヘッドに収められている。その中から個こ々このドラグ・ヘッドが新たな技を生み出し、そしてそれはまた《マキナ・ハウル》によって伝達されていく。人間たちが口伝や書として技を残し、それを後の世の者たちが修しゆう練れんによって再さい習得するというサイクルは、ドラグ・ヘッドには存そん在ざいしない。《マキナ・ハウル》さえ行われれば、全ては自らのものとなる。

　レスフォール時代と呼よばれる空白の歴史は百年存在する。その中でドラグ・ヘッドたちは戦い続けたのだ。多くのドラグ・ヘッドが死んでいった。生き残りは少ないだろう。この間の《蛇タナトス》との戦いで、この地に残されていた最終生産型のドラグ・ヘッドも一桁けたしか生き残らなかった。

　しかしそれでも、戦せん闘とうの記憶は途と切ぎれることなく、破は損そんすることなく、消失することなく存在している。ドラグ・ヘッドが絶ぜつ滅めつしない限かぎり、存在し続ける。

　百年という時間を休みなく戦いに費やした記憶が、イェンの中には存在している。

　その記憶に敵かなうものを、人類が有しているとは思えない。

「忘わすれないでいただきたい。あなたが今殺そうとしているのは、あなた方を恐きよう怖ふさせたものと戦い続けてきた、戦うためだけに生まれてきた存在なのだということを」

　答えは、しばらくの静せい寂じやくの後に訪おとずれた。

　その間……

　帝てい都とは再ふたたび火に包まれていく。ミランの戦いの余よ波はだ。たった一度の銃剣による砲撃だが、その熱量は家屋を焼くには十分だった。火は風に乗ってあっという間に広がっていく。

　その火に飲まれて死んでいく人々がいる。ミランも市民のことを案じていたとはいえ、戦いに入れば彼らの命の優ゆう先せん順位は当たり前に下がってしまう。《蛇タナトス》との戦いに終しゆう焉えんが告げられ、本ほん能のうのように焼き付けられていたドラグ・ヘッドの精せい神しん的制せい御ぎよはすでにない。しかしそれは、ドラグ・ヘッドの戦闘能力が減げんじたというわけではない。戦いにおける姿し勢せいに変化は起きるが、ドラグ・ヘッドの戦いにおける集中力を奪うばうものではない。いざ戦闘が開始されれば、そこには冷れい徹てつで残ざん酷こくな天てん秤びんしか存在しなくなる。

　何がもっとも大事なのか？

　イェンにとってのレアナ。

　ミランにとってのロイ。

　ただそれだけだ。それ以外は守れるのならば守る。できないのならば諦あきらめる。その切きり捨すてに至いたる精神的な葛かつ藤とうは、人間にとっては信じられないほどに皆かい無むに近い。




「あははははははははははははははははは！　強い……強いね、本当に！」

　そして、静寂は笑い声でかき消される。

　自や棄けになっているのか、それともまだ余よ裕ゆうがあるのか、その判はん別べつの付かない笑い声とともに、サイア・ミュウの姿すがたがイェンの斜ななめ上に現れた。

「どうやっても、出て行くことは嫌いやだって言うんだね？」

「当たり前です」

　笑いを止めて尋たずねてくるサイア・ミュウに、イェンは即そく答とうする。

「私は、お嬢じよう様さまの傍そばにいると決めたのです」

　表ひよう情じようが──歪ゆがむ。サイア・ミュウの整った顔が一瞬、何も表ひよう現げんすることなく動きを止め、そして歪んだ。今にも泣き出しそうな、しかし同時に、何も映うつさない平板な闇やみをその目に湛たたえて、唇くちびるを硬かたく引き結んだ。

　泣きそうに、憎ぞう悪おを浮うかべて、そして堪こらえる。何を堪えたのか？　泣くことか？　憎悪することか……

　答えは言葉の中に。

「じゃあ、帰りたいようにしてあげる」

　前にも言った台詞せりふ。

　だが、行動が違ちがう。

　サイア・ミュウの傍に円えん盤ばんが生まれる。表面は歪んだ鏡のように屈くつ折せつした光景しか映さない、今は。

「大切なものがなくなれば、いなくなるよね？」

　その声は無む邪じや気きに冷酷で……

　歪んだ鏡が、映えい像ぞうを結実する。それはもちろん、本物の鏡のように目の前の光景を映すのではなく、ここではないどこかの場所を浮かび上がらせた。

　そしてそこに、

「！」

　レアナがいる。

「あははははははは！」

　イェンの引きつる表情を見て、サイア・ミュウが笑う。

　狂くるったように雪が舞まう風景の中を、レアナが走っている。歪いびつに固まった表情、凍こおりついた涙なみだを落とす目元、白く煙けむる吐と息いきが背はい後ごに流れていく。

　その背後には、さらに狂くるった存在がいる。地面をかきむしるようにして走る巨きよ体たい、人の表皮を被かぶった芋いも虫むしのような体たい軀くがレアナを追っている。

　レッグモール以来見せたことのない恐怖に冒おかされた表情で、レアナは怪かい物ぶつから逃にげようとしている。世界の理り不ふ尽じんと戦うことを決めた少女が、その気き丈じようさを打ち砕くだかれて走っている。

「…………」

　全すべてがどうでもよくなった。行かなければならない。助けなければならない。お嬢様が怖い目にあっている。泣いている。悲ひ鳴めいを上げている。そんな時に自分は何をしている？

　こんなところにいる場合ではない。こんなことをしている場合ではない！　なにを犠ぎ牲せいにしていでもお嬢様を救わなければならない。

　目の前の世界のことも、燃もえ盛さかる帝都を気き遣づかっていたミランの存在も、多重人じん格かく化かして崩ほう壊かいしていくハインツも……それらはもはやイェンにとって些さ事じにすらなりえなかった。イェンの行動を阻そ害がいするものにすらなりえない。邪じや魔まという感覚もない。

　ただ、レアナの下もとに行かなくてはならない。

　しかし、それは為なしえない。飛び出そうとしたイェンの体を、サイア・ミュウの張はった見えない壁かべが弾はじき返した。

　どれだけイェンの思考がそれらを埒らち外がいに置こうとも、現実はイェンを手放してはくれない。

　サイア・ミュウの笑い声が響ひびく。

「助けになんて行かせない。近づくなんて許ゆるさない。お姉ちゃんはワタシのもの。お姉ちゃんの命も感情も運命も……みんなみんなワタシのもの。イェンが近づく余地なんて一欠片かけらもあげない」

　そうして、また笑う。

　イェンをあざ笑う。

　嘲ちよう弄ろうする。

　笑しよう殺さつする。

　蕭しよう殺さつする。

「出て行くんなら、たすけてあげる」

　イェンがここにいる意味を、存在意い義ぎを、ここにいることを、ここに在ある事を選んだ決意を、帝都にいる経けい緯いを、その屈くつ辱じよくを、怒りを、焦しよう燥そうを、恐怖を……

　全すべて全て笑殺して、蕭殺としたものに変えようとしている。

　枯からし尽つくして消し去ろうとしている。

　笑い声の衝しよう撃げきがイェンを吹ふき飛ばそうとしている。

「…………！」

　そしてこんな時でも冷静に、イェンの中で天てん秤びんが動く。秤はかりに載のせられたものの重さを量る。

　決けつ断だんを。

　握にぎり締しめた拳こぶしに血の線が引かれる。

　レアナの身を案じるならば、結けつ論ろんは一つしかないのかもしれない。この世界を去る。それが、レアナの身を守ることになる。サイア・ミュウは殺せない。イェンの邪魔をするこの世界を殺すことは即すなわち、レアナの生きる場所を奪うばうということになる。

　だというのならば……

　しかし、しかししかししかし！

　守るために戦うことを宿命付けられた生き物が、戦うことを許されないまま退ひこうというのか？

　否いや……そんなことはどうでもいいのだ。

　ドラグ・ヘッドに矜きよう持じなど存そん在ざいしない。主あるじを守ることが矜持と同一であるとも言える。主を殺されたことへの恨うらみ、仇きゆう敵てきへの拘こだわり……そういうものはある。

　しかしそれは矜持ではない。ドラグ・ヘッドの本ほん能のう、行動原理……《蛇タナトス》との戦いによって失われてしまった、解かい放ほうされてしまった束そく縛ばくでしかない。

　それは呪じゆ縛ばくだ。

　だが、たとえ呪縛であったとしても、自らの主は自らの意思で選んだものなのだ。

　それは、戦うことを強要された生命体の唯ゆい一いつ無二の自由だった。

　唯ただ一ひとつ、自らの意思で選び、行動し、獲かく得とくし、義ぎ務むを負い、責せき任にんを果たしてきたものではないのか？

　小さなレアナの無邪気な言葉に心惹ひかれて、ここまで来たのではないのか？　執しつ事じ姿すがたのイェンを引き連れてご満まん悦えつの小さなレアナが成長していく姿を、ここでただ、何もできないまま無様に去るためだけに見守ってきたというのか？

　しかし、それがレアナを守るためになるというのならば……

　天秤の揺ゆれが、止まらない。重さがわからない。何を選んでいいのかが、わからない。




「さあ、決断をちょうだい。言葉をちょうだい。ワタシにレアナをくれるって言ってちょうだい。それだけで全てが安心。全てが平和。なにもかもが収おさまるべき場所に収まる。きれいになるよ。すっきりするよ。誰も彼もが幸せになれるよ」

　その言葉を口にするだけで、レアナに平和が訪おとずれる。

「…………」

　唇くちびるを開く。胸むねの奥おくから息を吐はき出す。口内で起こる震ふるえが音を作り、言葉を作る。

「私は……」

　言葉を……作る。




　　　　†




　止まることは許されない。

　止めることは許されない。

　走り続けなければいけない。走っていなければ、自らの本ほん性しようが表出してしまうから、現あらわれてしまうから、その感かん情じようを、ただ純じゆん粋すいなその感情をまるで醜みにくいもののように受け止めてしまった自分を、晒さらしてしまうことになるから。

　生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい生きていたい……死にたくない。

　レッグモールの過か去こが生み出した自分、血と炎ほのおの織おり成す斑まだらで不ふ条じよう理りな光景の中で、小さなレアナが思ったのはまさにそれだった。生と死すらもうまく理解できていなかった温室の花が、過か酷こくな冬の風を浴びてしまったがための叫さけび。

　今日まで邁まい進しんさせた成長は、あの時の自分を強さという衣ころもに包ませるためのもの。

　レッグモールの事じ件けんで感じた哀かなしさは噓うそではない。不実ではない。真しん摯しに、あんな哀しいことがもう二度起こらないことを願っている。二度と、あの時のレアナの思いを他ほかの人が味わうことがないようにしたいという気持ちに偽いつわりはない。

　同時に、原初的な生存本能を、無む垢くな心を突つき破やぶって現れた他を押し退のける感情を味わいたくないという怯おびえもまた、本物。

　イェンを奪われ、術じゆつ理りを奪われ……レアナは今、なにに心を寄よせればいいのかわからなかった。バーミリオン家の強さは、この化け物には何の意味もない。レアナ自身の強さは、術理に根ざしていた。

　強くありたいという自分の思いが選んだものを奪われ、残されたのは目の前の理り不ふ尽じんにただ怯えすくむだけの幼おさな子ごの自分しかいない。

（どうすればいい？）

　それでも、動けたことは僥ぎよう倖こうだった。修しゆ羅ら場ばの中で培つちかわれたものが、崩ほう壊かいした精せい神しんをほんのわずかに立て直してくれている。

　だから今、こう考えることができている。

（どうすればいい？）

　なにをどうすればこの窮きゆう地ちを切り抜ぬけられるのか、レアナにはわからなかった。ひらめきもない、イェンもない。いままで、レアナを助けてくれていた人々は、全すべてサイア・ミュウに消されてしまった。人に頼たよることが弱さではないと教えてくれたナギリやセレンはいない。

　ほんのわずかに残っていた修羅場に対する耐たい性せいも、肉体的限げん界かいを覆くつがえすことはできない。疲ひ労ろうが、足を重く感じさせた末に……

　つまずく。

　足に雪が絡からまった。怪かい物ぶつの気配がレアナの体に重じゆう圧あつをかけてくる。怪物が身をのけぞらせる。頭部の地面に接せつした部分に、穴あながあった。穴は口だった。薄うす赤あかい液えき体たいで濡ぬれ光る口こう腔こうには隙すき間まなく歯が生えている。歯の間で液体が糸を引いていた。

「ひっ……」

　咄とつ嗟さに脳のう裏りに浮うかぶのは術理の構こう成せい。だが、《混こん沌とん》を望むがままの事象に変へん換かんさせる技ぎ術じゆつは、無力感だけをレアナに与あたえる。何も起こらない。

　粘ねばつく唾だ液えきが糸を引く口腔は、ゆらりゆらりと、つまずいたまま動けないレアナに、その巨きよ大だいな質しつ量りようごと近づいてくる。

　このまま、怪物に食われる。それだけでなく、押おし潰つぶされてしまう。逃にげようと、手が地面を搔かく。表ひよう層そうに積もった雪と、地面とが混まざり合って泥どろとなった土を搔き回す。

　だが、それだけだ。

　動こうとするのは上半身だけで、腰から下には力が入らなかった。ついに、肉体が恐きよう怖ふに屈くつ服ぷくした。神しん経けいが断だん絶ぜつされたかのような無感覚に、平静を保たもとうとしていた精神も重心を見失い、バランスを崩くずす。

　悲鳴が……




　ＷＯＯＯＯＯＯＯＯＮＮＮＮＮＮ…………




　飲み込こまれた。

　それは雄お叫たけびだった。それは怒いかりだった。それはレアナを呼よんでいた。それは苦しい咆ほう哮こうだった。それは痛いたみだった。それは救きゆう済さいだった。それは救いを求めていた。それは訴うつたえだった。それは表明だった。

　それは……あまりにも力強く。

　巨大な手が怪物を摑つかむ。獣けものの前まえ肢あしをむりやりに人の手にしたような形の、鋼はがねの指が怪物の表皮に食いつく。指の先から飛び出した爪つめが突き破る。血肉が圧あつ力りよくに押されて噴ふき出す。

「誰だれにも誰にも誰にも誰にも誰にも誰にも誰にも誰にも誰にも誰にも…………」

　それは狂ったように暗い空に言葉を繰くり返す。切り取られた一小節を繰り返すように繰り返す。ただその言葉しか伝えられないもどかしさに震ふるえていた。

　それは、

「シィ……ナ」

　レアナの震える呼びかけに、装そう甲こうが半ば以上剝はげたままの巨人は、その身を震わせた。

　巨人によって、怪物は無残に握にぎり潰される。

「お姉ちゃんを、傷きずつけさせは……」

　ブツリと、言葉がちぎれる。

　だが、その意思は巨人が表現した。

　血まみれの拳こぶしを震わせて、鋼の巨人……マシン・ドライブ……レスフォールの遺い産さん……〝ヴェイオウルフ〟が吼ほえた。世界を震わせんが如ごとくに、シィナの言葉を乗せて吼えた。

（それは、たとえ誰であっても……世界であっても）

　言葉にはなっていない。だが、〝ヴェイオウルフ〟の態たい度どはそれを示しめしていた。レアナを自らの陰かげに隠かくし、威い嚇かくの唸うなり声で地を揺ゆらす。レアナを守ろうと、《蛇タナトス》との戦いで受けた破は損そんが癒いえていない傷だらけの体で、レアナを守ろうとしている。

「シィナ……」

　涙なみだが滲にじみ出た。その涙は温かかった。

　自分を守ってくれる存そん在ざいがいる。それが確かく認にんできたから、その嬉うれしさから……もちろん、それもある。

　そして同時に、自分がどれだけ情なさけない状じよう況きようにあったのか、それを再さい確認した。イェンがいなくなり、サイア・ミュウの抗あらがうことのできない力を目まの当たりにし、その上で術理を封ふうじられた自分がどんな状態にあったのか……

「なんて、醜しゆう態たい……」

　誰もレアナを責せめることはできないだろう。超ちよう越えつ者しやを前にした凡ぼん人じんにできることなど何もないと、誰もが言うに違ちがいない。
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　だが、それでもレアナはレアナを責める。

　たとえイェンが傍そばにいなかろうと、術理が使えなくなろうと、レアナにはまだ残っているものがあるはずなのだ。その存在を忘わすれ、手しゆ段だんを失っただけで取り乱みだすなど、許ゆるされることではない。レアナがレアナを許さない。母の胸むねで泣いていたのとはわけが違う。

　サイア・ミュウの卵をその身で守り、いまやそのサイア・ミュウの内部にいるだろうシィナ。推すい測そくでしかないが、サイア・ミュウの力がもっとも強く存在するその場所にいながら、それでもレアナを守ろうとしてくれているシィナ。

　そんな状況にいても他人レアナの事を考えてくれているシィナの心。

「心まで、負けるわけにはいかない……そうよね？」

　レアナの言葉に応こたえるように、〝ヴェイオウルフ〟が低く唸うなった。

「そうよね……」

　言葉の震えを抑おさえるのが、辛つらかった。涙で滲にじむ、視し界かいが滲む。声を放って泣くのが弱さの証あかしであると、いつの間にか思っていた。それがいつからなのかは覚えていない。が、自分が泣きやすい人間だと自覚した時からなのだろうとは思う。

「そうよね？」

　涙が零れるのも厭いとわず、問いかける。シィナからの返事はない。〝ヴェイオウルフ〟の瞳ひとみから光が失われ、巨体を支ささえていた膝ひざが折れた。地面に膝を付き、轟ごう音おんを立ててマシン・ドライブが倒たおれる。シィナとの繫つながりが絶たたれた巨人は、糸の切れた人形のように動かなくなった。

　それでも、レアナはもう、孤独ひとりではない。〝ヴェイオウルフ〟はそれを教えてくれた。それだけで十分だった。

　それだけで、戦える。

　一人は嫌いやだと叫さけぶサイア・ミュウには、わからない心がレアナにはある。

「サイア・ミュウ！」

　どこに向けていいのかわからない視線、声……レアナはそれを、空に向かって解とき放った。どこへむけても良いはずだ。サイア・ミュウはどこにでもいる。そしてどこにもいない。どこにもいないから、どこにでもいる、それがサイア・ミュウ。

　自らの場所でありながら、自らの居い場ば所しよがわからない存在。

　それが、サイア・ミュウだ。

　声を、レアナは空に放った。朝であるはずなのに、夜と化している空に放った。そこにはサイア・ミュウの、何らかの意図があるはずだった。

　星の存在も許さない真闇の覆おおいに包まれた世界。

　それはもしかしたら、サイア・ミュウの見ていた光景なのかもしれない。

　レアナは、サイア・ミュウを理り解かいしなければいけない。

　戦いで敵かなうとは思えない。生命体としての、質しつ、格かくが違いすぎる。世界の真ま似ね事ごとでしかない術理では、世界そのものを自在にするサイア・ミュウに敵うはずがない。

　そして、戦いで解決していい相手でもない。

　レアナは空を凝ぎよう視しした。闇を凝視した。サイア・ミュウを凝視した。怪かい物ぶつを向かわせながら「たすけてよ」と言う存在を凝視する。

　その意図はどこにある？

　この闇には意味がある。レアナの中でそれは、確かく信しんに近いものに変わろうとしていた。全すべてを拒きよ絶ぜつするかのような闇には、サイア・ミュウの強い想おもいが宿っている。

　目を凝こらす。意味を探さぐる。それは抽ちゆう象しよう的な作業だった。怪物を退しりぞけられたというのに、サイア・ミュウは何もしてこない。その事実もまた、サイア・ミュウの想いのような気がした。

　レアナにそれを望んでいる。この闇に包まれた世界で、レアナに理解することを望んでいるのだ。

　だとすれば、今までのことに何も意味がなかったとも思えない。

　そして、それを見つける。

「ああ……」

　その言葉しか、漏もらすことができなかった。闇の中にただ一点、浮うかんでいるそれを見つけることができたのは奇き跡せきに近い。光ることすらなく、闇に埋まい没ぼつするかのように、闇の上に闇を置いたかのような、ほんのかすかな違い和わ感かんのある一点に存在したそれこそが、本当の意味でサイア・ミュウが見つけなければいけなかったものではないのか。レアナを望みながら、本当にサイア・ミュウを救うことができるのはレアナではないと、それは理解させた。

　それは、レアナにとってのイェンのように、シィナのように、ナギリやセレンのように、ルシアのように、そこにいたのだ。

　最初から、そこにいたのだ。




　そして、それを救うことができる者もまた、サイア・ミュウしかいないのだ。
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　帝てい都との上空で、

「あはははははははは！」

　イェンの苦く悶もんを、サイア・ミュウは笑い続けていた。

　楽しげに苦しげに悲しげに、少女は笑っていた。

「嫌きらいだ嫌いだ嫌いだ、イェンなんか苦しめばいいんだ！」

　撒まき散らされる言葉には力があった。その力が辺りの世界を震ふるわせる。時間と空間を歪いびつにする。大地が慄おののき、大気が悲鳴を上げる。

「あははははははは！」

　世界に干かん渉しようするサイア・ミュウの笑い声が辺りを鳴動させ、変化を起こす。

　再ふたたび時が逆さか巻まかれる。

　時間が戻もどる。焦しよう熱ねつに晒さらされた帝都が癒いやされていく。つい先ほどまで帝都を襲おそっていた悲ひ劇げきが〝なかったこと〟にされていく。

「あははははははははは！」

　サイア・ミュウは笑い続ける。イェンの結果を奪うばい去り、イェンの過か程ていを掠かすめ取って、変わることなく笑うしかないがために笑っている。痛つう切せつに笑い続ける。

　何の変化もない自分の体を、イェンは見下ろす。

　全身で蠢うごめく《マキナ》は稼か動どうの熱と脈動を伝え、握にぎられた剣けんは刃はこぼれしたままであり、左手の銃じゆう剣けんは煙けむりを吹ふいている。

　イェンに変化はない。

　消しよう滅めつさせられた時間の記き憶おくを持ったまま、イェンはここにいる。

　イェンがレスフォールの被ひ造ぞう物ぶつであるために、サイア・ミュウにはなにもできない。

　しかし、どうにかしなければならない。

　時間を戻し、サイア・ミュウは事実を示しめす。レアナ自身が記憶していなくとも、レアナは何度もその恐きよう怖ふに晒され、そしていつか、死の瞬しゆん間かんを迎むかえることになるということを、イェンに見せつけている。

　どうにかするための方法が、それであるというのならば……

　レアナを窮きゆう地ちに陥おとしいれて、その生殺与よ奪だつの権けん利りをちらつかせ、イェンを脅おどすというのであれば……

　揺ゆれ続ける天てん秤びんに、新たな秤はかりを加える。選ぶべきではないと判はん断だんしていた選せん択たく肢しを考こう慮りよの位置に上げる。

　そうすると、天秤が今までのことが噓うそのように落ち着きを取り戻していった。一つの方向に、新たな選択肢に傾かたむいていく。

　それは、空くう虚きよだった。レアナの傍そばにいない自分を想像した時の、自分の胸むねの中に湧わいた空虚さこそが天秤を傾ける錘おもりであり、秤だった。

　レアナを諦あきらめて、この空虚を埋うめる方法が他に見つかるのか？　それを考えた時、イェンを恐怖が襲おそった。イェン・シェンカーがレアナを失う……レアナに会えない、声が聞けない、その姿を見ることができない、触ふれることができない。

　想像は恐怖しか呼ばない。

　この恐怖に比くらべれば、世界を敵てきに回すことのなんと簡単なことか。

　それが、イェンの決けつ断だんだ。

「あなたは、私の戦いを取り上げるというのですね」

　イェンが静かに告げた。

　サイア・ミュウが笑いを止める。

　イェンの問いに、サイア・ミュウは何も言わない。

　剣を向ける。刃こぼれした切っ先に破は壊かいの意志を乗せ、突つきつける。

　少女の瞳ひとみがイェンを見ている。

　笑いを止めたその目の端はしに、かすかな怯おびえが見えた。

「ならばあなたは、私の敵てきです」

　たとえその相手が、過すぎ去りし時間の中で守ろうとした相手であろうとも。

　レアナの命を狙ねらうというのであれば、

　レアナを主とした、イェンの時間を奪おうというのであれば、

『これからのあんたは全部自分で決めないといけないんだから』

　フォルストーの遺のこしてくれた言葉を穢けがしたくないのであれば、

「私は、お嬢じよう様さまを失う気は、ない」

　自分の心を裏うら切ぎりたくないのであれば、

「世界……たとえ何者であろうとも、私の邪じや魔まをするというのであれば、滅ほろぼす」







　その手を望むあの子に
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　墓はか場ばの中で伸のばされた手……

　冷たく、静かで、それはそのまま、今いる場所そのままのような空間で、少女が少女を抱だきしめた。

　物言わぬ石いし塊くれの軀むくろが眠ねむる空くう洞どうで、

　隔かく絶ぜつされた冷たい空間で、

　孤こ独どくと孤独を摺すり寄よせるのではなく、

　傷きずと傷を舐なめ合うのではなく、

　ただ、受け入れるためだけに抱きしめた。

「ばかね」

　震える空気を宥なだめるように、少女が呟つぶやく。その胸むねは温かく、その腕うでは温かく、その心は温かかった。慰なぐさめのために伸ばされた手。二人だけしかいない空洞で、見つめるのは異い物ぶつである死者たちを除のぞけば、自分たちしかいない。

「ほんと、ばかばかりだわ」

　自じ虐ぎやく的な言葉すらも温かく、

　それは、夢ゆめのような光景だった。




　その存そん在ざいは、存在を自じ認にんした時から孤独だった。理り不ふ尽じんな暴ぼう虐ぎやくが表層を搔かき乱みだしていた時、荒あれ狂う飢き餓がが自らに向けられているのだと震えていた時、孤独だった。

　孤独であることこそが自らであるかのように、孤独だった。

　視し覚かくが捉とらえる映えい像ぞうは常つねに荒すさみ、癒いやしという言葉の意味は最初から失われていた。

　死と消滅が常に身近でありながら、しかし遠かった。いっそ消えてしまえば楽でいいかもしれないと思っても、外部からの強きよう烈れつな意思はそれを許ゆるしてはくれない。

　自分ではない何者かが、自らに孤独を強要していた。

　その存在は暴虐に抗あらがっていた。暴虐に暴虐で抗っていた。

　暴虐の果てに忘ぼう却きやくを迎えたかのように、自らを孤独に押おし込こめたまま、暴虐していた。

　自らを暗い場所に押し込め、それは、自らの体の上を蹂じゆう躙りんしていった。




　暴虐され、蹂躙されるだけの自分は、

　暴虐し、蹂躙するしかない少女という殻からの中にいた。

　その中で育つことが、自分に強要する者の意思だった。

　護まもりの殻は、同時に監かん禁きんの檻おりだった。

　本来、どこを見ることも可か能のうなはずが、少女の感覚と繫つなげることでしか、何かを感じることができなかった。

　そして、少女の歴史は暴虐と蹂躙の歴史であり、そしてまた暴虐され、蹂躙される歴史だった。

　少女の苦く痛つうは自分のものであり、少女の憎ぞう悪おは自分のものだった。少女の嘆なげきは自分のものであり、少女の喪そう失しつは自分のものだった。

　自分は少女と同じように、傷つき、憎悪し、復ふく讐しゆうを誓ちかい、裁さばきを他人に委ゆだねるのを良しとはしなかった。

　こんな世界は存在するべきではないとすら、思った。

　いつのまにか、少女と自分が完全に一つになったような気さえ、していた。




　そんな少女に、その手は伸ばされたのだ。

　今まで感じたことのない温ぬくもりが伝わってくる。暴虐の裂れつ傷しようと、蹂躙の火か傷しようしか知らない少女には、どうすればいいのかわからない類たぐいの感覚だった。

　凍とう傷しようを癒す温もり。再さい生せいポッドでは感じられない安あん堵どがそこにあった。

　嵐あらしが過ぎ去った後の柔やわらかな陽光のようだった。

　それは、少女の内面を支し配はいしていた永えい久きゆう凍土をひっそりと溶とかし始めていた。溶けることなど想そう像ぞうもできないような絶対零れい度どの塊かたまりを、撫なでるようにして溶かしていく。溶かすために伸ばされた手が冷気で傷つくのを恐おそれていない。そして、自らの温もりが消えることがないことを確かく信しんしている手だった。

　溶けた水が出口を求め、少女から溢あふれていく。

　それは涙なみだだった。ただ吐はき出されるだけの悲しみだった。

　暴虐と蹂躙の証しよう人にんたちが押し込まれた空洞の地下墓ぼ地ち──壊こわれた巨きよ人じん石たちが眠るカタコンベ──で、その主あるじたる少女シイナが泣いていた。

　そしてそれは、少女と自分の、徹てつ底てい的で究極的で絶望的な乖かい離りの始まりだった。

　自分でも、その温かさは理り解かいできた。少女を抱く少女の腕がもたらす癒しは理解できた。

　そして、理解できただけなのだ。




　自分は癒されない──その温もりが自分には届とどかないから。

　自分は癒されない──その温もりは自分に向けられたものではないから。

　自分は癒されない──その腕の少女は自分の存在を知らないから。




　渇かつ望ぼうが生まれた。

　わかってもらいたい。この少女にわかってもらいたい。

　自分はこんなにも孤独なのだ孤独ひとりなのだ孤独なさみしいのだ。癒して欲ほしい抱きしめて欲しい温もりが欲しい。知らなければ良かった。知らなければそれを望むことはなかった。希求することはなかった。切望することはなかった。

　産うみ落とされた時から孤独で、孵ふ化かする前に孤独を痛感した自分には、願い望むことしかできなかった。

　孵化の時はすぐそこにあった。だがもう、刹せつ那なとて孤独に耐たえられるとは思えなかった。一年にも満たぬ時間が百年よりも長かった。時の流れがもどかしかった。自分を包む殻が、護り育はぐくんでくれた存在が凶きよう器きに変じた。出して、ワタシを出して！　訴えは殻の中で反はん響きようする。叫さけびは反響に重なってなお放たれ続ける。絶ぜつ叫きようと反響は重ちよう複ふくし相そう克こくし相そう生しようして、自分を取り囲む。包囲する攻こう囲いする重囲する……自分の言葉と想おもいが、さらに自分を攻せめ立てる。




　そして殻の外では、少女と少女の平和な姿すがたが……癒いやされた少女の声と想いが殻を伝ってくるのだ。




　自分の声は、届かないというのに……
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「あはははははははは！」

　だから全すべてを奪うばうのだ。自分のものにするのだ。自分のものにするしかないのだ。そうでなければ、この孤こ独どくは癒されない。

「ワタシを……ワタシを殺すというの？」

　イェンは無言。剣けん先さきをサイア・ミュウに突つきつけたまま、微び動どうだにしない。

　そんなイェンを、サイア・ミュウは笑う。受けた言葉の衝しよう撃げきは皆かい無むではない。その笑えみは引きつっていた。

「どうやって？　ねえ、どうやってワタシを殺すっていうの⁉　ワタシも知らない。レスフォールだってきっと知らない。《蛇タナトス》以外の方法なんて誰だれも知らない。

　……ねえ、そんなワタシをどうやって殺すっていうの？」

　イェンは……無言。

　だが、それは逡しゆん巡じゆんでも迷まよいでも躊ちゆう躇ちよでもなかった。

　決然たる決意の表明でしかなかった。

　跳ちよう躍やく。地面を割わり砕くだき、粉ふん煙えんを撒まき散らしてイェンが跳とぶ。目標はサイア・ミュウ。愚おろかなまでの直線的行動だったが、サイア・ミュウはなにもしなかった。

　ただ、突とつ進しんしてくるイェンをサイア・ミュウは見つめる。殺意で鈍にぶく光る刃やいばが迫せまるのを見つめる。軌き道どうはサイア・ミュウの細い首を通り過すぎていく。

　斬ざん。

　首が飛ぶ。どこか啞あ然ぜんとしたサイア・ミュウの顔が髪かみを振ふり乱みだして回転し、胴どう体たいは力を失って引力に引きずられる。 イェンが手を突き出す。 ハインツにしたのと同じように、掌てのひらの《マキナ》から射しや出しゆつされた剣がサイア・ミュウの胴体を貫つらぬいていく。

　シィナに似にていた姿が、もろく崩くずれていく。

　だがそれは、イェンにとって躊躇の対象にはならなかった。敵てきは敵だ。それ以上でもそれ以下でもなく、滅ほろぼすべき対象であるという事実が変わるわけではない。

　冷れい徹てつな破は壊かいがサイア・ミュウの姿を壊していく。この世の誰も比ひ肩けんすることのできない美体が破壊されていく。完かん璧ぺきなる無む垢くな少女が破壊されていく。

　そこには後ろめたさも、暗い欲よく望ぼうもない。厳げん然ぜんたる事実に対しての反はん射しや的な対たい応おうしかない。

　即すなわち破壊。

「無む駄だなのに」

　イェンが着地すると、目の前には傷きず一つないサイア・ミュウの姿があった。どこか冷めた瞳ひとみがイェンを見ていた。しかしそこには、勝ち誇ほこった笑えみもこめられていた。

「はたしてそうでしょうか？」

　サイア・ミュウの複ふく雑ざつな表ひよう情じようを淡たん々たんと観察し、イェンは再ふたたび、サイア・ミュウに迫る。

　同じ行動。

　刃は首を狙ねらう。

　サイア・ミュウは剣の軌道上に腕うでを差し出す。しかし刃は腕ごとサイア・ミュウの首を切せつ断だんし、美しい少女の首が再び宙ちゆうを舞う。振りぬかれた刃は即そく座ざに軌道を変え、首を失った胴体を切り刻きざんでいく。遅ち滞たいなく解体していく。

　イェンの剣けん舞ぶが終わるよりも先に、サイア・ミュウの姿が眼がん前ぜんから消えた。

　そして、少し離はなれたところに再び完全なる姿のサイア・ミュウが現あらわれた。

　ほんのかすかに、その顔は青い。

　イェンはそれを見、剣を下げる。サイア・ミュウの表情がかすかに動く。安あん堵どだ。

　人間的なのだ。愚おろかなまでにサイア・ミュウは人間的だと、イェンは判はん断だんした。

「なるほど、確たしかにあなたは物ぶつ質しつ的な破壊では死なないのかもしれない」

「そうよ」

　ふふんと、サイア・ミュウが胸むねを張はる。その仕草にレアナの影かげを感じ、イェンは眉まゆを寄よせた。

　サイア・ミュウはレアナを慕したっている。欲ほしがっている。その想おもいの欠片かけらが、行動に現れているかのようだった。

「しかし……」

　しかし、それが行き過すぎてしまえば、こういう結果になる。

　イェンが再び剣を持ち上げる。サイア・ミュウの顔から笑みが引く。

「無駄だって……」

　皆みなまで言わせない。

「確かに無駄です」

　そして、切りかかる。無駄だと言われようと、イェンにはその選せん択たく肢ししかない。滅ぼすと決めた以上、この行動以外、イェンにはありえない。

　三度目の斬ざん撃げきを、サイア・ミュウは身を固めて受け止めた。硬い感かん触しよくが刃から伝わった。物質的な肉として存そん在ざいしていた自分の体の硬こう度どを上げたのだろう。

　だが、それすらもイェンの剣は切り裂く。切り砕く。高硬度の代だい償しように剛こう性せいを失ったサイア・ミュウの体がばらばらに飛び散る。

　同時にイェンの剣も砕ける。

　即座に新たな剣を《マキナ》によって生み出す。先ほどの場所から数歩離れた距きよ離りにサイア・ミュウが三み度たび顕けん現げんする。

　その顔はあきらかに青ざめていた。

「しかし、完全な無駄とも思えない」

　もはや、最初に感じた威い圧あつ感はどこにもなかった。失われたわけではない。イェンを取り巻まく世界を自在にするサイア・ミュウの存在感は、今もひしめいている。イェンに敵意を剝むきだしている。

　しかしそれを、イェンは脅きよう威いだとは思わない。いまもレアナはサイア・ミュウの作り出した怪かい物ぶつに襲おそわれている。そういう意味では脅威だが、それは怒いかりに置き換かえられるべきものだった。敵としての脅威をイェンは感じていない。

　その力は強大で、物理的に滅ぼす方法など、イェンには思いつかない。ドラグ・ヘッドにしろ、マシン・ドライブにしろ、その大地を焼き、山脈を砕くことはできるかもしれないが、世界そのものを破壊することはできない。それだけの破壊力はない。

「しかし……」

　しかしそれでも、イェンが絶ぜつ望ぼうすることはなかった。絶望する必要はなかった。

「あなたは恐きよう怖ふを感じている」

　斬きられることに、破壊されることに。

　サイア・ミュウの表情が、それを物語っている。人間という形をとっているためなのか、サイア・ミュウには痛つう覚かくが存在している。いや、たとえ存在していなくとも、斬られることへの、自分に危き害がいが加えられることへの耐たい性せいが、サイア・ミュウにはない。

　サイア・ミュウにはないのだ。

　四し肢しが奪うばわれる激げき痛つうの経けい験けんが、

　それでもなお動かねばならぬ、使命感の灼しやく熱ねつが、

　ただ破壊するがための破壊の力に身を晒さらされた緊きん張ちようが、

　貪どん欲よくにして圧あつ倒とう的な意い志し力の前に立つ圧あつ迫ぱくの体験が、

　生まれたばかりのサイア・ミュウには存在しないのだ。たとえあったとしても、それは全すべて殻からの向こうの出来事……護まもられた立場でのものでしかない。

　自らを晒して立ち向かったことはない。

　ただ一人、強大な存在の前に立ったことはない。

　抗あらがう心を持ったことはない。

　人の形をとってしまったサイア・ミュウが、クリムゾン・イェン・シェンカーの前に敵として立ちはだかる。敵だと宣せん告こくする。

　たとえ死なないとしても、

「恐怖に抗う術すべのないあなたに、私は恐怖を与あたえることができる」

　それは、愚かな選せん択たくだった。

　剣けん先さきがサイア・ミュウに向けられる。そこに込こめられた殺意……《蛇タナトス》を前にして退ひくことのなかったドラグ・ヘッドの意志力がサイア・ミュウに注がれる。意い識しきしてしまったサイア・ミュウには、それを受け流すことはできなかった。笑い飛ばすことはできなかった。ただ、たじろぐことしかできなかった。

「ならば私は、恐怖であなたを殺そう、世界よ」

　宣言する。物理的に破は壊かいできないのならば精せい神しん的に破壊する。他者に世界を殺すことができないのならば、世界を自殺に追い込む。

　サイア・ミュウの表情が、今度こそ恐怖で歪ゆがんだ。

　逃にげたい。足が震ふるえる。

　逃げることは簡かん単たんだ。イェンの手の届とどかない場所に行くのは、とても簡単なことだ。この世界で、サイア・ミュウはいかなる制せい限げんを受けることもない。距離と時間など問題ではない。一いつ瞬しゆんにしてイェンの前から姿すがたを消し、そして二度と出会わないようにすることは簡単だ。

　だが、ああ……だが、サイア・ミュウにそれは選択できない。することは許ゆるされない。

　逃げてしまえば、二度と、この存在を追い払はらう勇気を持つことができないと、サイア・ミュウは思ってしまった。皮肉にもそれは、サイア・ミュウの焦こがれるレアナがそれを教えてしまった。折れた心を自分の力だけで立て直すのは不ふ可か能のうなのだと、怪物に襲われるレアナの姿が教えていた。世界の全てを握りながらいまだ孤こ独どくなサイア・ミュウにはすがるべき存在は何もなかった。

　サイア・ミュウの深しん奥おうにいながら、それでもレアナを救おうとしたシィナのような存在が、いないのだ。

　そしてイェンは、この世界にいるのだ。い続けることになるのだ。サイア・ミュウの体内にいるに等しいのだ。逃げながら、恐きよう怖ふの存そん在ざいを常つねに感じ続けることになるのだ。安あん堵どの瞬間などどこにも存在しないのだ。

　退ひくも恐怖、進むも恐怖の状じよう況きようで、サイア・ミュウは立ち尽つくした。

　イェンが……動く。

　コツリ、と靴くつ底ぞこが鳴る。

　それは、ゆっくりとした一歩だった。常じよう人じんと同じ速度の一歩だった。高速戦せん闘とうに入るそぶりは微み塵じんもない、ただの一歩だった。

　だがそれはサイア・ミュウにとって、宣言された恐怖の始まりを告げる、闇やみに響ひびく靴音だった。




　コツリ。

「ひ、あ……」

　言葉も作れない。




　コツリ。

「あ……ああ……」

　動くこともままならない。




　コツリ。

「あ……や、いや……」

　逃げなければならないのに、逃げることができない。




　一歩一歩、ゆっくりとイェンが近づいてくる。人の形をした、しかし人ではない恐怖の塊かたまりが近づいてくる。どうすればいい？　どうやればいい？　この恐怖を消し去るにはどうしたらいい？

　迷まよいという時間の浪ろう費ひは恐怖を増ぞう大だいさせることしかできなかった。いや、時間を止めようが、逆ぎやつ行こうさせようが、その力はイェンには通用しない。

　サイア・ミュウ自身に戦う能力というものは存在しない。世界はそれ自体が一個この生命体であるのと同様に、作り出す存在なのだ。そこにいる者たちがどんなものを生み出そうとも、それは世界が用意してあったものを組み合わせたに過すぎない。無から有を作り出すことは人にはできない。レスフォールがドラグ・ヘッドを作ったのは、自らに《蛇タナトス》と戦う能力がないからこそだ。
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　では、ドラグ・ヘッドに比ひするモノを作ればいい。

　だがそれも、すでにイェンに否ひ定ていされている。人を超えた能力を与えたハインツを、イェンは難なんなく倒たおした。ただ、同等の能力があればいいというものではないのだ。その物体を最さい適てきに扱あつかうために必要な経験……それが唯ゆい一いつ、サイア・ミュウに創そう造ぞうできないものだった。

　時間を自在に操あやつりながらも、その時間の中で育はぐくまれていくものは自在にできない。恐怖で抑おさえつけられた万ばん能のう感がぼろぼろと崩くずれていくのを、サイア・ミュウは感じていた。

　近づいてくる。ひび割われた自信ではイェンの放つ殺意を受け止めることは、もう限げん界かいだった。

　開いたままの瞳ひとみから、ぼろぼろと涙なみだが溢あふれてくる。

　膨ぼう張ちようを続ける恐怖が、内ない圧あつによって心を張はり裂さけさせる。正常な思考を放ほう棄きした無む秩ちつ序じよな防ぼう衛えい本能が、その瞬間、発はつ露ろした。

「いやあああああああああああああああああああああああああああああああああああ‼」

　悲鳴とともに吐はき出された力は周囲の光景を一変させる。

　帝てい都とは溶とけ、そこに住んでいた人々も溶け、溶よう岩がんのようになったそれらは一つに集まり、凝ぎよう固こし、無秩序な形を取った。

　岩のようにごつごつとした表皮が覆おおう、巨きよ大だいな存在へと変わる。無数の泥どろ玉だまをくっつけてできあがったかのような不気味な卵たまご型の球体には、各所に大きな目が付き、さらには触しよく手しゆめいたものがうねっている。

　それは《卵オヴン》を模もしたものだろう。今まで自らを包み護っていた殻からを、追い詰つめられたサイア・ミュウは咄とつ嗟さに創造したに違ちがいない。そこに籠こめられた逃とう避ひと憎ぞう悪おと依い存ぞんが複ふく雑ざつに入り混まじった末が、この形だった。

　サイア・ミュウが《卵オヴン》の頂ちよう点てんに居い場ば所しよを移うつす。

　帝都を飲み込み、その下の大地までクレーター状じように飲み込んで出来上がった《卵オヴン》は、イェンに向かって、その巨きよ体たいに似に合あわない無音で近づいてきた。

「イェンさん！」

　離はなれた場所で状じよう況きようを見守っていたミランが、慌あわてた様子でやってきた。

「ななな……なにしたんですか？　一体⁉」

「覚えていれば、後で説明しますよ」

「うう……なんかずるいです」

　しかし、ミランもそれ以上は言わなかった。目の前に敵てきがいる。それだけがわかれば十分だった。

　異い形ぎようの《卵オヴン》はすぐ目の前にまで迫せまってきていた。自じ衛えい本ほん能のうが生み出したこの《卵オヴン》は、サイア・ミュウにとっては、精せい神しん的な最後の砦とりでだろう。

「砕くだきますよ」

　淡たん々たんとしたイェンの言葉に、

「はい！」

　ミランが厳きびしい表ひよう情じようで頷うなずくと同時に、二人は飛び出した。




　異形の《卵オヴン》の表皮は高硬こう度どで、ドラグ・ヘッドをもってしても砕くことは難むずかしかったが、決して破は壊かいが不ふ可か能のうなわけではない。イェンとミランの銃じゆう剣けんによる砲ほう撃げきを完全に防ふせぐことは叶かなわない。しかしそれも、サイア・ミュウの時間干かん渉しようが、《卵オヴン》を完全な形に戻もどすことで徒労に変わる。

　防ぼう御ぎよは完全だった。

　しかし、まるでその代償のように攻こう撃げきはおざなりだった。全身に生えた触手が二人を捕とらえ、打ち払はらおうと動くのだが、その動きは単たん純じゆんで、ドラグ・ヘッドを捕らえるには速度も技ぎ術じゆつも不足だった。

　破壊させず、同時に破壊できず。

　両者ともがそのジレンマを抱かかえ、時間だけが無む為いに過ぎていく。いや、その時間すらもサイア・ミュウに操られることで無きに等しい時間しか過ぎていない。

　ただ、イェンとミラン、そしてサイア・ミュウ、三者の体感時間だけは実時間との開きを膨大なまでに広げていった。

「イェンさん……」

　ミランが少し、辛つらそうな声を出した。壊こわしても壊しても、壊れない。壊すことができない。破壊した場所がすぐに直っていく。それは、ドラグ・ヘッドをして無力感を与あたえるには十分な効こう力りよくがあった。百年戦った《蛇タナトス》でさえも、戦場ごとでは『破壊した』という実感を与えてくれていたのだ。イェンでさえも多少の精神的疲ひ労ろうを感じていた。ましてや《蛇タナトス》との長い戦いを経けい験けんしていないミランには、初めてに近い感覚だ。

「大だい丈じよう夫ぶです。効果は上がっています」

「え……？」

　理り解かいできないミランを置いて、イェンは砲撃を《卵オヴン》に加える。

　イェンの瞳は、異形の《卵オヴン》を見てはいない。そんなものはサイア・ミュウの作り出した壁かべにしか過ぎない。

　イェンが破壊しなければいけないのは、あくまでサイア・ミュウの心だ。

　そして、サイア・ミュウの表情は、すでに何もかもを失ったかのごとく、平板なものになっていた。瞳に力はなく、どこか呆ぼう然ぜんと、動き回るイェンたちを見るともなく見つめていた。

　ミラン以上に、サイア・ミュウには戦いの経験はない。戦いを見るだけであれば、サイア・ミュウのほうが長いであろう。しかしここにも、傍ぼう観かん者しやと実じつ践せん者しやの差が明めい確かくに現あらわれてくる。

　再さい生せいと巻まき戻しの繰くり返される状じよう態たいでは、実時間がどれだけ過すぎたのかはわからない。あるいはそれは、時間が停止していたと言っても問題はないのかもしれない。わずか数すう瞬しゆんだけが過ぎていたとも言える。

　数瞬でも、停止でも、それが永えい遠えんに等しい長さであったのは、間ま違ちがいない。

　その数瞬で停止の永遠が、サイア・ミュウに崩ほう壊かいを与えていく。自壊していく。

「…………」

　平板な表情がかすかに動いた。それはやがて、小こ刻きざみなものとなる。

　ガチガチガチガチガチガチガチガチ…………と、

　自身で気付いた時には、サイア・ミュウは歯を鳴らしていた。止めることはできなかった。恐きよう怖ふはすでに理り性せいを超こえていた。この戦いの先が見えてしまったからだ。

　イェンの目的は、サイア・ミュウの心を殺すことであり、

　サイア・ミュウの目的は、イェンたちをこの世界から追い払うことにある。

　そこから、この戦いは生まれた。イェンたちはこの世界から去ることを拒こばみ、後にはただ、奪うばうか奪われるかの戦いだけが残されていた。

　愚おろかにも、サイア・ミュウ自身が、戦いを残すしかない選せん択たく肢しを選んでしまっていた。

　だからこそ今、戦っている。

　削けずり、削られていく戦いを、

　奪い、奪われていく戦いを、

　加害し、被ひ害がいしていく戦いを続けている。

　この戦いに、もはや明確な勝利者と敗北者は存そん在ざいしなかった。分ぶん水すい嶺れいは曖あい昧まいで、どちらでもたいした違いはなかった。

　どちらが多くの心を削るか──心に量というものが存在すればの話だが──この戦いは、そういうものだった。勝利者はわずかに残った心を抱えなくてはいけなくなる。

　消しよう耗もうと消耗がぶつかり合う戦い。勝利者の栄光が存在しない戦い。

　絶ぜつ望ぼうがひしひしとサイア・ミュウを蝕むしばんでいく。いいや違うと、サイア・ミュウはなんとか頭かぶりを振ふった。

　勝ち得る存在はある……そう信じて、サイア・ミュウはその場所を見た。




　そして、その声を聞いた。




　それは、この戦いを放ほう棄きしてもいい言葉だった。望みの叶かなう瞬間だった。望んで手を伸のばし、そして摑つかむ……感かん触しよくの予感だった。

　歯を打ち鳴らす震ふるえが止まった。冷え切った心にほのかな熱を感じた。それはすぐに灼しやく熱ねつのような温度をサイア・ミュウに与えた。高こう揚ようだ。だからといって、笑う余よ裕ゆうもなかった。笑っている暇ひまなんかなかった。この瞬間こそが欲ほしかったのだ。その瞬間さえあれば何もいらないのだ。ただその瞬間さえあればいいのだ。




「ふえっ？」

　ミランの声は、イェンの感想そのままだった。意表を突つかれた。そして、まだ早い。イェンはそう感じていた。サイア・ミュウの心が完全に壊れるまでには、まだ足りていない。

　目の前で異い形ぎようの《卵オヴン》が崩くずれていく。時間の流れなど肌はだで感じられるものではないが、触ふれる空気に清せい浄じようさを感じた。澱よどんだものなどない、どこまでも晴れやかな空気。晴れやかすぎて虚むなしささえ感じる空気だ。

　それは、この場にあっては異い常じよう以外のなにものでもなかった。

　嫌いやな予感がした。

　唐とう突とつに、サイア・ミュウの姿すがたが消えた。

　イェンの予感が確信に近づいた。

「へ～～？　って、イェンさんどこへ？」

　呆ぼう然ぜんとするミランの相手をする余裕はなかった。イェンは即そく座ざに周囲を見回した。

　レアナは……どこに？

　わからない。それでも、イェンは動いた。動かなくてはならなかった。

　どこへ向かえばいいのか……それは勘かんに頼たよった。頼るしかなかった。もはやレアナとの契けい約やくのつながりは存在しないのだ。そんなものが存在しなくとも、レアナの傍そばにいたいと思う自分の心を感じていた。だから必要ない。

　そう思っていたのだが……

　それでは、レアナの場所はわからない。

　帝てい都とを飛び出す。サイア・ミュウの見えない壁かべはなくなっていた。

　それがまた、イェンを焦あせらせる。

「くっ！」

　ただの勘に従したがうしかない自分がもどかしい。その場所に辿たどり着かなくてはならないというのに、確実性が存在しないのがもどかしい。

　それでも、イェンはその場所に辿り着いた。




　呆ぼう然ぜんが、イェンを襲おそった。

　そこにはサイア・ミュウしかいなかった。

　サイア・ミュウだけしかいなかった。軀むくろのように動かない〝ヴェイオウルフ〟の姿があったが、そんなものに今は意味はない。

　レアナの姿がない。




　イェンの心に重くのしかかる、あるいは心が剝はく落らくしていくかのような感覚……それは絶望。

　だが……その寸すん前ぜんでなんとか踏ふみ堪こたえたイェンは、サイア・ミュウの様子をいぶかしく思った。

　サイア・ミュウが泣いていた。

　地面に膝ひざを付き、背せを仰のけ反ぞらせるようにして、空を見上げていた。涙なみだは頰ほおに線を作り、顎あご先さきに溜たまって、地面に無数の点を作っていた。喘あえぐように口を広げ、言葉にならないうめきを漏もらしていた。

　何を見て、泣いているのか。

　イェンは空を見上げた。暗黒しかないはずの空を、全すべてを拒きよ絶ぜつする黒を見上げた。

　それは違った。

　そこにあったのは、落ちてきそうなほどの満天の星空だった。




　　　　†




　数すう瞬しゆんで永えい遠えんの停止から、ほんのわずかな未来の時間で……




　理り解かいは、涙と同時に怒いかりも溢あふれさせた。

　これでは、あまりに無む責せき任にんではないか！

　レアナは叫さけんでいた。向けるべき先を見つけて、レアナは叫んだ。

「見なさい、この世界を見なさい。闇やみに落ち、光を失い、手を伸ばす先もわからなくなったこの世界を見なさい。

　見えているはずよ。

　見えていないとは言わせない！

　この世界を見つめ続けていたのだから‼」

　無理な大声は喉のどに痛いたみを走らせ、レアナは激はげしく咳せきをした。口内に広がる血の味は幻げん覚かくか、レアナは喉を押おさえて上空を見つめた。

　平へい坦たんな闇が、そこにあるだけだ。

　言葉は虚むなしい。音声でそれを伝達しようと思えば、そこには振しん動どうが必要であり、大気が必要となる。振動するにはエネルギーが必要であり、エネルギーが失われれば振動もなくなる。

　レアナがどれだけ声を振ふり絞しぼろうとも、それははるか上空には届とどかない。たとえ届いたとしても、大気の存そん在ざいしない外がい殻かく上では音声は伝わらない。

　レアナの意思は届かない。

　異世界。

　それはまさしく、そのように表ひよう現げんされてしかるべき存在だった。

　本来ならばその存在を知るはずもないものを知っている。それは幸なのか、不幸なのか……

　それでも、伝えなければならない意思が、その言葉には宿っている。たとえ言葉は届かずともその意思は届けと、レアナは上空を凝ぎよう視しした。

　闇に沈しずんでいるこの世界の嘆なげきを、

　生まれるものが与あたえられるべき当然のものが、与えられていない悲ひ惨さんを、

　それどころか、生まれもって来るべきものすらも削けずり取られたという事実を、

　伝えなければならない。




　いいや、知らないはずなどないのだ。

　それは、この世界を遥はるか以前から知っていたのだ。

　知らないはずなどない。

　レスフォールが知らないはずなどない。

　この世界を見つめ続け、護まもり続けてきたレスフォールが、知らないはずがないのだ。

　レアナが見たものとは、船だった。

　それは、レアナが知る船とはかなり趣おもむきを異ことにしていたが、船であることには間ま違ちがいない。

　少なくとも、レスフォールのいる艦かん隊たいと呼よばれるものに間違いないとレアナには感じることができた。




　レアナの凝視に応こたえはない。

　あるはずもないのかもしれない。徒労感が襲う。シィナとの繫つながりが絶たたれて力なく膝を付いた〝ヴェイオウルフ〟のように、静せい寂じやくの上に虚きよ無むが寝ねそべっているかのように、何の反はん応のうもない。

　意思を伝える方法がわからない。距きよ離りは言葉を無意味にし、生命体としての質しつの違いが意思すらも無む効こうにしているのか。

　意思は、通るはずだ。

　レスフォールの下マ位ス模タ倣ー体ズであるフォルストーとは話せたのだ。両者の会話の記き憶おくが、レアナにはある。意思の疎そ通つうができないはずがない。

　では、やはり伝える方法が悪いのだ。

　だが、レアナには夜空を見上げる以外に、どんな方法があるというのか？　レスフォールにとってレアナは、あまりにもちっぽけな存在なのかもしれない。

　それでも……

　伝えなければならないのだ、レスフォールに。サイア・ミュウが、誰だれを必要としているのか、何を必要としているのか、それを、本当の意味で与えることのできる存在が何者であるのか、それを教えなければならない。

　どうしても、伝えなければならない。

　なのに、伝わらない。

　無力感。




　乾かわきかけていた頰ほおに、再ふたたび涙なみだが筋すじを作った。




　レアナではだめなのだ。

　レアナでは、寂さびしさを埋うめてやるぐらいしかできないのだ。

　それだけで十分といえるかもしれない。

　ただの人間であるならば、それだけで十分だ。

　しかし、サイア・ミュウは人間ではない。心がどれだけ人間的であろうとも、人間になることはできない。

　とある家族が、ペットの犬を人間と同様の愛あい情じようと扱あつかいで育てたとしても、一歩家の外に出れば、社会は犬を犬としてしか扱わないだろう。

　サイア・ミュウのあの力を、人間の枠わく組ぐみに押し込こめることはできない。押し込める必要はないというかもしれないが……

　レアナには、それ以上のことはできないのだ。

　頰を伝う涙は、悔くやし涙でもあり、謝しや罪ざいの涙でもあった。

　新たな限げん界かいを知った。ドラグ・ヘッドと人間を比くらべた能のう力りよく的な限界ではない。

　それは、心の限界だった。

「レスフォール、わたしには……」

　苦しげに、その言葉を呟つぶやく。

「わたしは、サイア・ミュウに……あの子が望むだけの愛は、あげられない」

　サイア・ミュウの優やさしさも愛情も、全すべては荒あれ狂くるう《蛇タナトス》との戦争によって失われてしまっていた。レスフォールの行こう為いの根こん幹かんにあるものはサイア・ミュウには届かなかった。

　当たり前だ。生まれたばかりの赤ん坊ぼうに、理り解かいを望むほうが間違っている。

　それを埋めるだけの愛情を、サイア・ミュウは求めているのだ、レアナに。

　だが、それは不ふ可か能のうだ。

　なぜならば、

「わたしは……イェンを愛しているから」

　イェン以上に誰かを愛することはできない。

　社会は、犬を犬としてしか扱わない。レアナの心に痛つう切せつに染しみるこの言葉は、イェンやシィナにも当てはまる。ハインツたちの行動は、まさしくそうなのだ。

　それから護るために、レアナはこれからも戦い続けなければならないだろう。社会を相手に、術じゆつ理りという武ぶ器きではなく、言葉と行動、教育によって社会に存在する常じよう識しきと戦わなければならないだろう。

　それこそが、レアナがするべき戦いだったのだ。

　しかし……

　それは全てイェンのためなのだ。それが結果的にシィナやミラン、そしてサイア・ミュウのためになるかもしれない。

　だが、それではついでになってしまう。そして、サイア・ミュウはついでを望んでいるわけではない。それではきっと、癒いやされたことにはならない。

「わたしでは……だめなの。あなたでなくては……」

　レスフォールが、何を望んでこの世界を護るために戦ったのか、それはわからない。その本心はわからない。だが、今すがれるのはレスフォールしかいないのだ。レスフォールの存そん在ざいを、サイア・ミュウに気付かせなくてはならない。レスフォールの戦いが、サイア・ミュウを恐きよう怖ふさせるためではなかったと、教えてあげなくてはいけない。

　それを、どうやって伝える？

　この闇やみはサイア・ミュウの心そのままであると同時に、空に見えるレスフォールの存在を隠かくしたかったからではないのか？

　ふっと、レアナは〝ヴェイオウルフ〟を見た。シィナの意思が途と切ぎれて動かなくなった巨きよ人じんを見た。

　なにか、繫つながるものがあるように思えたのだ。

　この夜は、レスフォールを隠すためだけではなく、レスフォールの干かん渉しようを完全に防ふせぐためのものだとしたら……

　だからレスフォールはここに来れない？　サイア・ミュウに干渉できない？

　どうすれば、サイア・ミュウにそれが伝えられる？




　　　　†




　その答えが、これだった。




「いいわ、あなたの中に、わたしも一いつ緒しよになる」

　かすかな呟きは、サイア・ミュウに届とどいた。届かないはずがなかった。レアナがその言葉を吐はくのを、サイア・ミュウはずっと待っていたのだから。

　レアナが受け入れるのを、待っていたのだから。

　変化はすぐに訪おとずれた。

　視し界かいが完全な暗黒に変わる。しかしそれは不安でもなんでもなく、ただ感覚が変化することの困こん惑わくだけがわずかにあった。

　体が溶とけるイメージがレアナにはあった。何もかもが溶けて、サイア・ミュウと一つになる。

　だが、そんなことはなかった。肉体は一いつ瞬しゆんにして消え失うせるが、なにもかもをなくすのではなく、自分自身がとんでもなく広がっていくイメージがあった。

　それと同時に密みつになっていく感覚も、あった。

　サイア・ミュウがレアナになり、レアナがサイア・ミュウになっていく。

　そういった、完全な一体感があるように感じられた。

　レアナの中の何もかもが放出され、同時にとんでもない量の情じよう報ほうが押し入ってくる。情報の一つ一つを理解していく暇ひまなどなかった。そんな余裕はなかった。ただ受け入れるしかない。フォルストーに受けた情報転てん移いとはまた違ちがう。あれには脳のうを荒らされるような苦痛があった。

　だが、これは違う。高きから低きへ水が流れるように、それは当然のことだった。だから、何も感じない。知ることの驚おどろきも喜びも後こう悔かいもなく、ただそれらを受け入れていった。無数の他人の過か去こや歴史を、当然の常識として感じている自分がいた。同時に、レアナの来歴や想おもいが常識として他人に流れていくのを感じた。

　同化していく。全てとレアナが同化していく。

『わからないことがなくなるよ。欲ほしい物がすぐに手に入るの。はなればなれなんてないよ、誰も離れられないから。みんなで手を繫つないで一緒に、ずうっと一緒になるの！』

　ウォレントの郊こう外がいで、サイア・ミュウが言った言葉だ。

　確たしかに、わからないことはなくなった。この世界にいる全ての人間の知識がここにある。

　誰も離れられないだろう。全てはサイア・ミュウの中にいるのだから。

　しかし、欲しい物は手に入らない。

　はなればなれになっている。

　ここにはイェンがいない。

　そして、シィナもまた、レアナとの同化が行われていない。シィナはここではないどこかにいる。

　それは、シィナがレスフォールの被ひ造ぞう物ぶつであって、サイア・ミュウのではないということが、ここでも影えい響きようしているのだろう。

　ここでは満たされない。レアナの想いは、ダイレクトにサイア・ミュウに届いた。それに対するサイア・ミュウの驚きと哀かなしみがすぐに届いた。

　レスフォールに向けた、レアナの想いの応こたえもすぐに。

　サイア・ミュウはレスフォールをどう思っていたのか、それもすぐにレアナのものとなった。

　怖こわい怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い……

　ただ、それだけしかない。

《蛇タナトス》との戦いの百年、サイア・ミュウはただそれだけしか感じていなかった。自分を護る存在がいることの心強さはなかった。ただ、自分を荒あらす存在が二ついるという感覚しかなかったのだ。

　それは、レアナにとんでもない哀しさをもたらした。サイア・ミュウの憎ぞう悪おは、いまやレアナの憎悪でもあった。夜空に向かって吼ほえたレアナにレスフォールが冷たい無む反はん応のうを返したことさえも、憎悪の膜まくを通して決定的な解かい釈しやくが加えられそうになった。

　レアナはそれに気付き、慌あわてて自分の心を抑おさえる。それは同時に、サイア・ミュウの心を抑えることになる。レアナは、サイア・ミュウの心の中で常つねに問いかけを起こす、鏡の中の自分的な役やく割わりを自らに課した。

　誰にだって、何かの行動を起こす時に「それでいいのか？」と問いかけてくる自分を感じたことはあるはずだ。レアナはそれを強く意い識しきすることで、ほんの少しだけ自分の形を維い持じした。

（そうではないのよ）

　優やさしく、レアナはサイア・ミュウに告げた。サイア・ミュウが望んでいた腕うでを、オージンの街郊こう外がいの地下にあったマシン・ドライブの墓はか場ばで、シィナに伸のばした腕のように、サイア・ミュウを抱だくイメージを浮うかべた。

（あなたを護まもるにはそうするしかなかっただけ。それは痛かったかもしれない、苦しかったかもしれない、怖かったかもしれない。でも、あなたを護るにはそうするしかなかった。それは理解してあげて）

（そんなの、レアナがそう思ってるだけ！）

　レアナの内面は、全すべてサイア・ミュウの手中にある。その言葉がただの推すい測そくであることは隠かくしようもない。

　伸ばした手から硬かたい殻からのイメージを受けた。この、膨ぼう大だいなる精せい神しん世界の中央にそのイメージがあった。それこそが、サイア・ミュウの主人じん格かくともいうべきものなのだろう。

　何もかもが一つになり、寂さびしさを埋うめることを願いながら、それでも一つになりきれないサイア・ミュウの心……触ふれようと思うと、拒きよ絶ぜつの冷たさがレアナに浸しみ込んだ。

　問いかけ役となったレアナに対して、サイア・ミュウが拒きよ否ひを示しめしている。それが、この形だった。卵こそが、サイア・ミュウの自じ己こ防ぼう衛えいの形だった。

　ひび割われだらけの卵の殻、それが、触れて感じることのできるサイア・ミュウだった。一人は嫌いやだけれど、でも怖い。まるで、たくさん人がいる場所に来て親の背せ中なかに隠れているような、そんな……

（……え？）

　ふと、浮うかんでくる映えい像ぞうがあった。父親の足にしがみつく、小さな女の子の姿すがただ。それはレアナの記き憶おくなのか、他ほかの誰かの記憶なのか、境きよう界かい線せんのないここではそれは良くわからない。それでも、その女の子が誰なのか、レアナは知っていた。

（セレン？）

　セレンの父親が経けい営えいしているホテルで、レアナが初めて見たセレンの姿だった。

　あの当時に思っていたことを、レアナは思い出した。すでに過去に置き去りにされて忘わすれていてもいい記憶なのに、苦労もなくするりと思い出せる。枷かせが失われてしまったレアナの記憶には忘ぼう却きやくというものがなかった。

　父親の陰かげに隠れているセレンを、レアナはみっともないと思っていた。もうあんなに大きいのに、恥はずかしがっているなんて……

　だけど同時に、羨うらやましくもあった。素す直なおに自分を出しているのだ。母も祖そ父ふもやってくる大人たちの対たい応おうに大おお忙いそがしでレアナにかまっている暇ひまはなさそうだった。だからレアナは一人でも大だい丈じよう夫ぶなのだと、強がっていなければならなかった。

（いいもん、イェンがいるから……）

　それでも、イェンの陰に隠れるなんてできない。それではやはり、母と祖父の前でみっともない姿を晒さらしてしまうことになる。

　それが、当時のレアナの心だ。

　なぜ、その時の記憶を今掘ほり出しているのか、レアナは戸と惑まどった。記憶の波のようなものを、この殻から感じたような気がした。ひび割れから流れてきた、サイア・ミュウの心の波……しかしそれがどうして、この記憶なのか？

　続いて見えたのは、セレンの記憶だった。同じ時間、同じ場所で、セレンの視し点てんから見た、レアナの姿だった。

　他人の目から見た自分というのに、どうしようもない恥ずかしさを感じた。

　セレンの目から見た自分は、とても堂々としていた。会場の一点を睨にらみつけるようにして、胸むねを張はるようにして立っているその姿は、大人たちばかりのこの場所で、まったくひるんだ様子もなく見えた。

　だけど、そうではないのだ。その時のレアナは、セレンの存そん在ざいが気になり、しかし声もかけることができず、だからといってじろじろと見るのも気が引けて、そうしていることしかできなかったのだ。同じ会場にいる同年代の女の子の存在が、レアナの足を止めていたのだ。

（結局、あの時は声がかけられなかった……）

　それは学院に入ってからもそうだった。セレンのことは、すぐにあの時の女の子だとわかった。あの時のような葛かつ藤とうは、レアナにはなかったのだが、それでも何かにつまずいてしまったかのように、声をかけることはできなかった。

　だからこそ、ナギリの存在はありがたかった。

　まるで違ちがう考え方をする、思い切りの良い少女がレアナたちをぐいぐいと引っ張っていってくれた。

　殻のひび割れに触れているだけで、まるで蔦つたを引っ張るかのように記憶の塊かたまりがレアナに飛び込こんでくる。想起させる。

（これは……なに？）

　欲ほしいけれど……怖こわい。

　触れさせてくれない、〝今〟のサイア・ミュウの心の一部が、ひび割われから零こぼれだしている。

　掌てのひらに触れた波が、別のイメージをレアナに届とどけた。それは、サイア・ミュウの心ではなく、誰かの記憶だった。

　それは、リオンの記き憶おくだった。

　母の葬そう儀ぎの記憶だった。

　両りよう腕うでと、母……二重の喪そう失しつの痛みがレアナを襲おそった。悲鳴を上げそうだった。涙なみだの零れる熱い感覚だけがレアナを支し配はいした。歯を食いしばる顎あごの軋きしみが、熱さを縛しばり付けていた。ヤスリで削けずられていくような、そんな痛みがレアナを蹂じゆう躙りんした。

　自分のために死んだ母を醜みにくいと感じたことへの後こう悔かいと、それでも拭ぬぐうことのできない変わり果てた母の軀むくろへの恐きよう怖ふ……それらが交こう互ごに、ヤスリの歯のようにレアナを削っていく。癒いやされることはない。ただ減へっていく。そして虚きよ無むにまでなって肉体が死ぬのだ。そんな未来への不安が、重々しくレアナにのしかかってくる。

（これが……リオン？）

　リオンにこんな過か去こがあるなんて、想そう像ぞうすることもできなかった。あの、明るいリオンの精せい神しんの底辺にこんなものがあるなんて、考えることもなかった。

　それは驚おどろきでもあったし、そして後悔と後ろめたさが湧わいても来た。自らを問いかけ役とすることでサイア・ミュウの心から独どく立りつを図はかったレアナは、先ほどまで常じよう識しきと感じていた他人の記憶に対する、自分なりの判はん断だんを下すことができていた。

　人の心をこんなにも簡かん単たんに覗のぞくこと。覗かれたくない過去だってあるはずだ。リオンのこの記憶は、少なくとも他人が簡単に暴あばいていい類たぐいのものとは思えない。

　それでも、リオンがラングスとの出会いによって、立ち直っていくのを見て、ほっとした。

　ひび割れから零れる波は、止まらない。

　そして、ルシアがレアナを産む記憶が流れ込んでくる。

　涙が止まらなかった。

　自分の泣き声、

　伸のばされた母の手、

　指を摑つかんで離はなさない自分、

　名付けられる、自分……

　そこには人間にとって切り離すことのできない、誕たん生じようの儀ぎ式しきがあった。そしてただの儀式にはならない、母親の想おもいがレアナに流れ込んでくる。

　これから育つレアナに対する、ルシアの期待と想い、そしてただただ優やさしさがそこには込められていた。

　流れる涙を意識しながら、レアナはひび割れをそっと撫なでた。波はいまだに零れている。しかし、もう記憶の欠片かけらがそこにはこめられていなかった。ただの波でしかなかった。それは、今のレアナを取り巻まく周囲に密みつ集しゆうするものを振しん動どうさせるものでしかなかった。

（サイア・ミュウ…………？）

　なにもない。波は、何ももたらさない。殻からの中から零れてくるもの。サイア・ミュウが殻に閉とじこもりながら、なお手放さなかった記憶……それがもう尽つきているのだと、レアナは感じた。

　そして……それすらもしょせんは、他人の記憶でしかないのだ。

（ワタシにはなにもない）

　サイア・ミュウが、ぽつりと卵の奥おくから言葉を漏もらした。

（なにもないの）

　それは切実で、痛つう切せつで、哀あい切せつな響ひびきだった。泣いていた。泣き声だった。産うぶ声ごえと呼よぶにはあまりにも哀かなしい。

　それは洞どう窟くつを走る風音のように、虚うつろしか表ひよう現げんできていなかった。そして、その虚を埋うめるように、風は空洞から手を伸ばす。

　レアナはただ、殻を撫でるしかできない。サイア・ミュウの奥に手を伸ばすことはできなかった。たとえ誰だれのものであろうとも、心の奥は、気安く触ふれるものではない。これ以上踏ふみ込むには、とんでもない覚かく悟ごがいる。生なま半はん可かは許ゆるされない。この虚を埋めてやるだけの覚悟がいる。

　それは、レアナにはできない。

　しかし、見み捨すてることもできない。見捨てれば、レアナの住むこの世界がどうなるか……もちろんそれもある。しかし、それを考えている自分を薄うす汚ぎたなく感じるほどに、この、小さな生命をどうにかしてやりたいと思ってしまう。

　できることを、探さがしてしまう。

（サイア・ミュウ……）

　だから、語りかける。

（なにもないわけではないわ。あなたには、ちゃんと、あなたを想ってくれている人がいるのよ）

（そんなの、いない！）

　ヒステリックな響ひびきがレアナを揺ゆさぶる。殻から弾はじき飛ばされそうになって、レアナは必死に堪こらえた。レアナの意識を、サイア・ミュウが遠くに弾き飛ばそうとしている。このまま、レアナだけが元の肉体に戻もどってしまいそうな、そんな雰ふん囲い気きさえあった。

　だが、いま戻るわけにはいかない。

（聞いて、サイア・ミュウ！）

　レアナは叫さけんだ。物ぶつ質しつ的にではないが、声を張はり上げた。強い波が間かん断だんなくレアナを押おしている。暴ぼう風ふうに逆さからう枯かれ葉はの気分だった。絶ぜつ望ぼう的なまでの力の差が、抵てい抗こうが長くはもたないことを感じさせる。

　だから、一いつ刻こくでも早くレアナの考えを伝えなければいけない。

　イメージを、もっと強いイメージを。

　ほんの一いつ瞬しゆんでも、拒きよ絶ぜつの波を貫つらぬき、殻を穿うがち、サイア・ミュウに届くだけの力強いイメージを……言葉を届ける、サイア・ミュウの力に抗あらがえる力を。

　レアナの中にある強さの象しよう徴ちようを、言葉に寄より添そわせる。それは意図したわけではなく、咄とつ嗟さの、想像の連れん鎖さだった。




　それはレアナにとって、なににも代えがたい存そん在ざいだった。

　絶対に、失いたくないものだった。

　ただ頼たよるのではなく、共に立ちたい存在だった。

　それでも、頼ってしまう存在だった。




　形を取る。レアナが視し覚かくと感じているものがその姿すがたを捉とらえる。

（イェン！）

　レアナの前に、イェンが現あらわれた。執しつ事じの格かつ好こうでレアナの前に現れた。その手には剣けんはなく、その顔には《マキナ》は浮うかんではいなかった。

　戦いの姿ではない。

　しかしそれでも、その姿がレアナにとって最も強いイメージだった。

　飛び出したイェンは、サイア・ミュウの放つ拒絶の波を悠ゆう々ゆうと突つき破やぶる。レアナの言葉はイェンの手に手紙の形で握にぎられていた。

　拒絶の波が、怯おびえの波に変わった。近づいてくるイェンの姿に、サイア・ミュウは怯えている。悲鳴を上げていた。

　イェンは殻の前に立つと、その殻を砕くだくのではなく、ひび割れからそっと、手紙を差し込んだ。

　そして、イェンの姿は消える。

　それがたとえレアナの想そう像ぞうの産物であろうとも、そこにイェンが現れてくれたことに、レアナは胸むねが熱くなった。

　波が消え去り、静せい寂じやくが訪おとずれた。

　虚きよを突く静寂だった。

　ためらいの静寂だった。

　そして、決けつ断だんの静寂だった。

　手紙の形を取った言葉は短く、しかしレアナは、想いを十分にこめたつもりだ。

『共に見る勇気を。あなたに上げられるのは、これだけしかない』

　レアナはゆっくりと近づき、再ふたたび殻からを撫なでる。

　レアナにできることは、これだけしかないのだ。




　レアナとセレンを繫つなげたナギリのように、

　リオンを母と対面させたラングスのように、




　レアナには、手を伸のばすことしかできない。そこから先はサイア・ミュウに託たくすしかない。レスフォールの真意に託すしかない。

　それ以上はなにもできない。

　ルシアがレアナに伸ばした手のようには、できる自信がない。

　静寂を引き伸ばす沈ちん黙もくの中で、レアナは辛しん抱ぼう強く殻を撫でながら待った。サイア・ミュウが自分から殻を破って外に出てくるのを。

　静寂は、ほんの微かすかな波とともに、破られた。

　殻の表面に走っていたひび割われが、広がっていく。広がりは、殻を撫でていたレアナの手を中心に広がり……

　やがて、その部分が内側からおずおずと破られた。

（サイア・ミュウ……）

　殻の内側から、おずおずと顔をのぞかせる少女に、レアナはそっと手を伸ばした。

（さあ）




　そして、サイア・ミュウは見る。




　　　　†




　星の群むれがあった。

　空を埋うめ尽つくしていた。

　闇やみをはね除のけていた。

　その中央にレスフォールの艦かん隊たいがあった。

　ただ、それだけだった。

　そして、それだけで十分だった。




　サイア・ミュウには見えていた。艦隊の甲かん板ぱんに立ってサイア・ミュウを見つめている存在が見えていた。

　レスフォールだ。レスフォールがそこにいる。

　サイア・ミュウに『自らの足で立たなければ死ぬだけだ』と冷たく言った存在だ。その存在が、サイア・ミュウを見ている。

　冷れい徹てつな瞳ひとみではなく、
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　かといってただ温かいわけでもなく、

　厳げん格かくに、辛しん抱ぼう強く、サイア・ミュウを見ている。立つことを希望している。しかし自ら手出しすることを抑おさえている。そこにはもどかしさがあった。手出ししてはならないと自じ制せいする、歯がゆさがあった。

　サイア・ミュウを想おもっているがゆえに、ただそこにいることしかできなかった。

　それが、サイア・ミュウにはわかった。

　そして、そこにいたのはレスフォールだけではなかった。

　星々もまた、サイア・ミュウの誕たん生じようを見守っていたのだ。生まれることもないまま燃もえ続ける運命に至いたった同類たちが、新たな生命の誕生を待ち続けていた。

　自らを焼く焰ほのおでサイア・ミュウを照らし、祝福していた。

「ああ……」

　だから、涙なみだを流す。

　手を伸ばす。

　触ふれたい。レスフォールに、触れたい。触さわって欲ほしい、抱だきしめて欲しい。そして触りたい、抱きしめたい。

「そこに、行きたい」




　そうして、サイア・ミュウは自らの足で立った。

　それこそが、世界の誕生の産うぶ声ごえだった。
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　イェンの目の前から、突とつ如じよ、サイア・ミュウの姿が消えた。

　しかし、それに驚おどろいている暇ひまはなかった。

　新たな驚き、そして歓かん喜きがすぐそこにあった。

　レアナがいた。唐とう突とつに、脈みやく絡らくもなく、忽こつ然ぜんとして、サイア・ミュウのいた場所にレアナがいた。

　そしてその周りにはシィナが、ナギリにセレン、アリシア、ルシアがいた。

　リオンがいた。ラングスがいた。そして、

「……っ！　ロイさ～ん」

　背はい後ごからやってきたミランが、怒ど濤とうの勢いきおいでロイに抱きついた。その勢いのまま、ロイとミランが地面を転がっていく。

「会いたかったです～～」

「な、なんだなんだ？」

　鼻声になったミランと、状じよう況きようがわからず混こん乱らんするロイの声が聞こえてくる。

　イェンは、レアナしか見ていなかった。

　レアナがいる。

　目の前に、レアナがいる。

　その事実を、イェンは戸と惑まどいながら、何度も視し覚かくで確かく認にんした。それ以外で確認したかったが、できなかった。これが幻げん覚かくだったら？　触れた途と端たんに消えてしまったら？　視覚情じよう報ほうを信じきれないために、足が動かない。体が動かない。

　指先一つ、動かせない。

　歓喜と疑ぎ念ねんが渦うず巻まく中で、レアナの方がかすかに震ふるえた。

　震えは、即そく座ざにイェンに伝でん播ぱした。内面の渦はより激はげしくなる。期待と不安がせめぎあって軋きしんでいた。

　発はつ狂きようするような……それは永えい遠えんに等しい一いつ瞬しゆんだった。

　膝ひざを付いた状じよう態たいで俯うつむいていたレアナは眩暈めまいを払はらうように軽く頭を振ふると、そっと顔を上げた。

　目があった。

　震えが、わずかに緩ゆるんだ。

　それでも、体は思うように動かない。膝から力が抜ぬけ、今にも崩くずれ落ちそうな格かつ好こうで、固定してしまった。

　そんなイェンの目の前でレアナは、確たしかめるように少しだけ目を細めると、柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　イェンのその格好を笑うようでもあり、

　分ぶん断だんした日にち常じようを繫つなげるかのようでもあった。

　笑みのまま、レアナは言葉を紡つむぐ。日常へと繫がる言葉を紡ぐ。

「ただいま、イェン」

「おかえり……なさいませ、お嬢じよう様さま」

　なんとか、そう呟つぶやいた。呟くことができた。不安定な物ぶつ質しつに触れるかのように、恐きよう々きようと、慎しん重ちように、イェンは言葉を受け、返した。

　そして、

「おかえりなさい」

　不意打ちのその一言。

　鼻の奥おくを突つくものがあった。イェンは力尽つきるように膝を付くと、レアナの右手に自らの手を重ねた。

　存そん在ざいがそこにあった。実感がそこにあった。確かな現実が、震える掌てのひらに触れていた。

「ただいま、帰りました」

　その手に、レアナの左手が乗った。







　エピローグ
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　案内人。

　それはニレダ記念女子学院独自の伝統的な役目だった。特別な日に、特別な人たちを無事に学校の外に案内する役目をおった幸運な女生徒たちを皆が羨せん望ぼうのまなざしで見、特別な人たちは温かく見守って案内される。

　その案内人に、今年はシィナが任にん命めいされてしまった。

「うえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　姿見で自分の姿を確認して、シィナはうんざりした様子でうなだれた。仮かり縫ぬいのものを着た時もいやでいやで仕方がなかったが、完成品はその時の気分を軽く超ちよう越えつする、いやな意味ですばらしい出来だった。

「あら、とても似合っているじゃない」

「こんなのはジュニアだけにやらせればいいんだ」

　シィナの髪かみをいじるアリシアが上じよう機き嫌げんなのに、シィナは頰ほおを膨ふくらませた。

　ここは大だい講こう堂どうの隅すみにある更こう衣い室しつで、そこには今シィナの他にも準備に追われた女生徒たちでごった返している。

　アリシアが髪を結ゆい上げていく。

「シィナはジュニアを統とう率そつするリーダーでしょ？　それに、いくらこの日のために練習してるからって、ジュニアの子たちだけだと迷うかもしれないじゃない。広いんだから、ここは」

　広い控ひかえ室では準備を終えたジュニアクラスの女の子たちが、ドアを少し開けて外の様子を窺うかがっている。場をわきまえてはいるのだが、人数が人数だ。興こう奮ふんした女の子たちの甲かん高だかい声で、控え室が破は裂れつしてしまいそうだとシィナは思った。

　きらきらと光る女の子たちの衣い装しよう……それを自分も着ているのだと思うと、シィナはもう一度ため息を吐ついた。

「はい、できあがり」

　ぽんと背中を叩たたかれて、シィナは反射的に姿見に映る自分を見てしまった。

「うあ……」

　もう絶句するしかない。恥はずかしさで死ねるのなら今そうすると、シィナはアリシアをすがるような目で見た。

「どうしても、あたしでないとだめ？」

　躊ちゆう躇ちよなく、冷れい酷こく無情に、アリシアはお気に入りのロールした髪と一緒に首を振った。

「だめ。もう決まったし、その衣装はシィナのために縫われてるんだから。教室の子たちが総出で作ったのよ。恨うらまれてもやるの」

　実際、くじ引きでシィナに決まった時の同級生たちの嫉しつ妬とと羨望の視線はすさまじかった。怨えん嗟さの声が聞こえるのではないかと思ったぐらいだ。シィナにしてみれば、代わりたいという者がいれば喜んで代わっていたろうに、ついにこの日までそれを申し出る者はいなかった。奥ゆかしさとか謙けん虚きよとかプライドとかが無む駄だにごちゃごちゃしていると、シィナは眉まゆを寄せた。

「ほらっ、そんな顔をしないのよ」

　慰なぐさめるように肩を叩かれても、シィナは元気になれなかった。恥ずかしさと緊きん張ちようで胃がキリキリする。

　女の子たちが開けたドアの隙すき間まから、歌声が流れてきた。

　ピアノの伴ばん奏そうに沿そって流れてくる歌声に、女の子たちも歌いだす。

　ニレダ記念女子学院の校歌だ。

　そしてその次に、もう一つの歌が歌われる。

　この日にしか歌われない特別な歌。

　年に一度のこの日のために作曲されて、練習されて、歌われる歌。

　それは、「送りの歌」だった。




　在校生の歌う「送りの歌」が大講堂にひしめいていく。女生徒たちの細く高い声がより集まって一つの波を作る。その波を卒業生の一人として、レアナは受け止めていた。

　声を殺して泣く卒業生の姿が、視界の端々にある。少し離れたところにいるセレンも瞳ひとみをうるませていた。この日ばかりはナギリも神妙な顔で在校生たちの姿を眺ながめている。

　そのナギリの横顔に、レアナの視線は吸い込まれるように注そそがれた。




「あたし、明日帰るから」

　何の前置きもなかった。

　昨晩のレアナの部屋でのことだ。卒業式の前日を三人で過ごそうと言い出したのはナギリだった。ナギリがこういうことを言い出すのは珍しいとも思ったが、レアナもセレンも特別な日の前日を一緒に過ごすことに反対はなかった。

　食事を済ませ、レアナの部屋でくつろいでおしゃべりをしていると、会話の切れ目に押し込むように本当に突然に、そう言ったのだった。

　帰る。

　どこに？

　まず、レアナはそう思った。だが、ただ帰るだけならばナギリはこんなことを言いはしないだろう。ただ、ホームステイ先のセレンの家に帰るだけならば……

　なら、この言葉はそういうことなのだろう。

「え？」

　あまりのことにレアナも呆ぼう然ぜんとしたが、セレンの驚きはそれ以上だった。一緒に暮らしていたというのにそのことを聞かされていなかったらしい。手にしたカップを途中で止めて硬こう直ちよくし、そして落としてしまいそうなほどに狼ろう狽ばいした。

「な、なにを言ってるんですか、ナギリさん？」

「ん～……だって卒業でしょ？　もうここにいられる言い訳がなくなったもの。約束だし」

　さばさばとした調子でナギリは言うが、セレンはそれでは済まない。レアナも胸のうちに起こった動どう悸きを抑えることができなかった。

「大学進学とかはどう？」

「それはわがままが過ぎるってもんだ」

　レアナの苦し紛まぎれの言葉も一笑に付される。

「でも、そんな……」

「わかってたことっしょ？」

　慌あわてるセレンに、ナギリはやんわりとした笑みを投げかけた。

　レアナもセレンも押し黙る。

　そう、わかってたことなのだ。卒業すればナギリはいなくなる。レアナもセレンもそれはわかっていた。

　だがそれでも、少なくても卒業後に数日間は残っていると思っていた。セレンはその間に思い切り楽しむつもりだった。最後の最後に楽しい思い出を作ろうと思っていたはずだ。「卒業旅行はどうしましょう？」が、最近のセレンの口くち癖ぐせだった。

　ナギリはそれには何も言わなかった。

　言わなかったのだ。

　そこに、ナギリのどんな想いがこめられていたのだろうか、セレンの肩を撫なでるナギリを、レアナはじっと見つめた。

「まあさ、これが今生の別れってわけじゃないんだから。会いたくなったら来てくれたらいいんだ。あいにく、あたしはもうそんな頻ひん繁ぱんには外には出れないんだけどね。そっちが来る分にはまったく問題ないんだから」

「…………」

「泣～くなよ～」

　無言で肩を震わせるセレンの背を、ナギリは少し強く、冗談めかして叩いた。

「だ、だって！」

　しゃくりあげ、喉のどをつっかえさせながらセレンは喋しやべった。喋らなくてはそのまま声を上げて泣いてしまいそうだった。

「知ってましたけど……わかってましたけど！　でも、だから、三人でなにか思い出を作りたかったのに……そんな急なんて、ひどいです」

「……ほんと、悪いって思ってるんだけどね」

　責めるセレンの背を撫でながら、ナギリはポツリと零こぼした。

「湿しめっぽいのは苦手なのよ、ほんと」




　歌が終わった。

　司会役の教師の合図で卒業生たちが立ち上がり、大講堂の出口へと列をなして歩いていく。ピアノが「送りの歌」を奏かなで続け、それに合わせて外へ向かうレアナたちに、在校生の拍はく手しゆが覆おおいかぶさった。

　十二年という歳月……レアナにとってみれば人生の大半近い時間をこの場所で過ごした。

　来るのが当たり前になっていた場所に来なくなる、来れなくなる……それは不思議な感触だった。寂さびしさと言い切るには少し不満を感じる、複雑な何かがあった。

　涙ぐみながら、あるいは毅き然ぜんと、あるいは特定の在校生を探して視線をさまよわせる同級生たちの背を見ながら、レアナは自分の中にあるものを観察し続けた。

　大講堂の出口が近づいてくる。外の光を受けて眩まばゆい出口で、先頭の同級生たちがわっと歓かん声せいを上げていた。

　やがて出口をくぐったレアナの頭上に、色しき彩さいが降り注いだ。

　それは花か弁べんだった。この季節の様々な花を集めて作った、花弁のシャワーだ。

　花弁を撒まいているのは小さな案内人たちだ。

　白を基調にしたふわりとしたローブには生徒手製の刺し繡しゆうがしてある。背中には布製の翼つばさが背負われて、髪には小さな冠かんむりがかぶせられている。

《御み使つかい》をまねた案内人たちは籠かごいっぱいに入った花弁を摑つかんでは、空に放っている。

「おめでとうございます！」

　明るい声が折り重なって、レアナたちを祝福する。

　最初は、あまりに広い敷地に対する皮肉のようなものも混まじっていたのだろうと言われている。迷まい子ごになった経験のある生徒たちの、嫌いやがらせのようなものだったのだろうと。

　しかしその内に、違う意味を持ってくるようになった。

　きちんと卒業できますようにという在校生たちの祈り。

　在校生にできる最後のお手伝いは学院の外へと導みちびくだけ。

　この広い学院の思い出に迷わないように外へと導くことが、在校生が最後にできること。

　そういうことになってしまったらしい。

　花弁が髪に張り付くのをそのままにして、レアナは一所懸命に花弁を撒く小さな案内人たちに見入った。

　その内、セレンとナギリが傍そばに来る。

　二人も黙だまって小さな案内人の姿すがたを眺めていた。

「これ、やってみたかったのよね」

「へえ？　しなかったんだ？」

　レアナの呟つぶやきに、ナギリは少し意外と、目を見開いた。

「レアナなら、やりたいって言えばやらせてもらえたんじゃない？」

「無理よ。くじ引きで決めるから運が問題なんだけど……恥ずかしいって気持ちもあったから」

「あっ、それはわかる。レアナってそういう性格だよね」

「でも、セレンはやったわよ。たしか」

「へえ？」

　楽しそうに見られて、セレンは目元の涙を拭ぬぐって誇ほこらしげに笑った。

「ええ、とても楽しかったですわよ」

「あたしは勘かん弁べんね。恥ずかしすぎ」

「そこがわたしも問題だったのよね」

「なにが恥ずかしいんですか？　こんなきれいな衣装を着て先輩方を見送って……本当に、いい思い出ですのに」

　そんなことを話している間に、卒業生たちは全員大講堂から出て、花弁のシャワーを受けた。大講堂前の広場は卒業生たちで溢あふれかえり、雑然とした雰ふん囲い気きとなる。

　いよいよ、案内人たちの先導で学院を出て行くことになる。

「み、みなさんっ！」

　裏返った声に、卒業生たちは一いつ斉せいにおしゃべりを止めて、声の主に注目した。

　その人物を見て、レアナたちはぽかんとした。

「あ……」

　レアナはそのまま声が出なくなり、

「ぷっ」

　ナギリは思わず吹き出し、

「あらっ」

　セレンは開いた口を手で押さえた。

　案内人の年長者。唯ゆい一いつジュニア・ハイクラスから選ばれた案内人のリーダーは、ガチガチに緊張した様子で、両手の拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめていた。

　衣装はみなとほぼ同じ。ただ、ジュニア・ハイの生徒の手になる分だけ、衣装に施ほどこされた刺繡の完成度が高い。

　リーダーを示す一ひと際きわ大きな冠をかぶった案内人……シィナはこわばった顔で声を張り上げた。

「こ、これから、みなさんを正門までご案内いたします。しょ……卒業生の皆さんは！　あたしたちの後に付いてきてください！」

　自や棄けにも聞こえる声に、レアナは呆然とするしかなかった。完全にあがっている。

　卒業生の間からクスクスと笑い声が漏もれ聞こえる。隣となりのナギリはすでにお腹を押さえてヒィヒィ言っていた。

　シィナは真っ赤な顔をして背を向けると、それでもゆっくりと正門に向かって歩き出した。

　怒っているのか、恥ずかしいのか、恥ずかしいのを怒ることでごまかしているのか……肩を震ふるわせて歩くシィナの後姿に、レアナは自然に笑みがこぼれた。

　自分ができなかった案内人の役をシィナがやっている。それは、ほんの些さ細さいなことではあるのだけれど、嬉うれしさを感じるものがあった。

　案内人に導かれて毎日のように通っていた道を、外に向かって歩いていく。この道を歩くのは今日が最後だ。たとえまた歩くことがあったとしても、この制服を着てではない。この、木々に溶け合うようにしてある学院の一員としてこの道を歩くのは今日が最後だ。

　思い出が湧き水のように溢あふれて、レアナの中を満たそうとしていた。明るくそれを語る者もいれば、しんみりとする者も、涙を浮かべる者もいた。そうかと思えば、迷うことなく明日を語る者もいる。

　レアナは思い出の水にたっぷりと浸つかって、静かに道を進んだ。

　セレンの手が、そっとレアナの手を握にぎった。反対を見れば、木々に目を向けて歩くナギリの手も、セレンと繫つながっている。

　そのまま、三人は手を繫いだまま、正門までの道を歩いた。

　正門に到着すると、案内人が振り返った。

　慣なれたのか諦あきらめたのか覚悟を決めたのか、シィナの顔は少しばかり落ち着きを見せていた。

　卒業生を送る言葉がシィナの口から紡つむがれていく。

「あたしたち案内人が卒業生のみなさまをお送りできるのはここまでです。ここからはみなさまが歩いていかれる道です。あたしたち在校生は卒業生のみなさまの背中を、今はただ見送ることしかできません。しかしいつの日か、みなさまと同じようにこの学院を巣立ったその日には、再び、成長したあたしたちの姿をお見せできると信じています。

　それでは、その日までさようなら」

　一息に喋しやべりきり、頭を下げて、ギクシャクと学院へと戻っていくシィナに、拍手の波が降り注いだ。振り返ることなく、小さくなって去っていくシィナの背に、レアナも拍手を送った。




　　　　†




　正門の外側では、迎えの符ふ動どう車しやや馬車が列をなしていた。その中にあっても、イェンの姿は目立つ。

「ナギリ様、荷物はすでにお預あずかりしています」

　イェンのその言葉が、セレンの表情を強こわ張ばらせた。

　後は沈ちん黙もく。

　イェンの運転する符動車に三人が乗り、走り出す。窓の向こうでウォレント市の街並みが流れていく。ハインツ・イルザームによるクーデターの傷跡も、いまはあらかた消え去っていた。帝宮とともに帝室が滅んだことが原因で、エルブリア帝国では内乱が勃ぼつ発ぱつした。そのために戦争を回かい避ひすることのできたレンドラントが、大統領に返り咲いたアルドス・バーミリオンによってクーデターの後始末を迅じん速そくに処理できたのは、皮肉な結果でもあった。

　あれからもう一年以上が経たっている。エルブリア帝国は分ぶん裂れつしたまま落ち着こうとしている。

　セレンを真ん中において、レアナとナギリは左右の窓から外の光景を眺めていた。セレンは俯うつむいている。時々、レアナはそれを覗のぞき見るが、セレンはその姿勢のまま動くことはなかった。

　言葉はもうなかった。思い出も寂しさも励はげましも、昨晩のうちに語り尽つくしてしまっていた。新しい言葉は何もなかった。後は同じことの繰り返しでしかなかった。そして三人とも、繰り返しは好まなかった。

　形にならない気持ちだけが車内を漂ただよっている。その空気を見るのを拒こばむように、三人ともが視線を外していた。

　符動車は再建された飛行艇の発着場へと辿たどり着いた。

「さてと……んじゃ、ここまで」

　発着場前でイェンの下ろした荷物を受け取ったナギリは、そう言って二人を押しとどめた。

「そんな……」

「見送らせてくれてもいいじゃない」

　未み練れんを残すレアナたちに、ナギリは明るく笑った。

「言ったでしょ？　湿しめっぽいのは苦手だって。んじゃ、執しつ事じも元気で」

「ナギリ様もお元気で」

　あっさりと、ナギリはレアナたちに背を向けると建物の中に吸い込まれていった。セレンが追いかけようとしたが、すぐにその足は止まった。

「ここで見送りましょう」

　セレンの背中にそう語りかけるだけで、レアナも精一杯だった。

　符動車の車内で、二人は静かにその時を待った。飛ひ行こう艇ていが飛び上がるたびに、セレンは窓に食いついて浮ふ揚よう部ぶに書かれた船名を読もうと目を凝こらした。しかしそれは、レアナたちが読むには距きよ離りがありすぎた。運転席のイェンを見る。イェンはかすかに首を振る。それが何度も繰り返された。

　そして……

「あの船です」

　イェンが告げる。セレンが飛び出し、レアナもその後を追った。飛行艇は斜ななめに空を切るようにして高度を上げていく。船腹に並んだ丸窓のどこかにナギリがいる。こちらを見下ろしている。そう信じて、レアナたちは必死に目を凝らした。

　符動機関の唸うなりが遠ざかっていく。

　完全に姿が見えなくなるまで、二人はその場所から動かなかった。




　去り行く足音をずっと聞いているようなそんな気分のまま、レアナは広くなった後部座席に一人でいた。イェンは黙ってハンドルを握り、リーフ邸ていから屋や敷しきまでの道を走らせている。左肩の付け根辺りに感じる冷たさはセレンの涙だった。その冷たさもまた余よ韻いんを強調する原因でもあったが、不快ではなかった。心地よいとも言えない。

　気持ちの置き所を求めて、レアナは符動車の天てん井じようを見つめ続けた。

　レアナもまた、セレンに言ってないことがある。

　留学することが決まっていた。遠い外国で、経営の勉強をするのだ。語学教育に一年おくためにすぐという話ではないのだが、確実に訪れる別れの時がそこにはあった。その留学が終われば、そのまま母について世界を飛び回ることになるだろう。一ヶ所にとどまるということはなく、母のように忙しい毎日を送ることになるのだろう。

　学院を卒業したのだという想いが改めてレアナの胸にのしかかってきた。当たり前に出会えることができた場所から離れたのだという事実がそこにある。

　それをセレンに言わなければいけない時が必ず来る、その重圧もまた、苦しい。

『会いたくなれば会いに来ればいいじゃない』

「……気楽に言ってくれる」

　それはそうなのだ。だけれど、近所に行くほどには気楽にはできない。アソビベの由真家という家名に縛しばられたナギリがそうであるように、レアナもまたバーミリオン家という名前に縛られている。セレンにだって、セレンにしか感じられない束そく縛ばくが存在するのだ。

　学生という気楽な身分から卒業し、大人になるのだと、大人の世界に飛び込むことになるのだと、レアナは実感した。

　符動車は屋敷の門をくぐっていた。

「止めて」

　口から勝手に零こぼれ出た言葉を、イェンが聞き直すことはなかった。符動車は道のわきに寄り、静かに停止した。

「しばらく一人にさせて」

「わかりました」

　イェンが車外に出る。ドアの閉じられる音を聞いて、レアナはもう耐たえ切れないと声を放った。車の中がレアナの声でいっぱいになった。自分でも信じられないほどに、二人の存在はレアナにとってとても大切なものだったのだ。

　助けられてばかりだった。

　迷惑をかけてばかりだった。

　三人で歩く学院の道のりが、教室での一時が、何の実もない放課後のおしゃべりがこんなに輝いていたなんて思わなかった。

　楽しかったあの日々がもう帰ってこないのだと、レアナを締め付けた。

　声を放つことに疲れた時、気が付けば、隣となりにイェンが座っていた。泣き腫はらした目を見られないように、レアナは外を睨にらみ付けた。

「一人にさせてって言ったはずよ」

「もうしわけありません」

「言うこと、聞いてよ」

「もうしわけありません」

「ばか」

「もうしわけありません」

　それでもイェンは外に出ることはなかった。じっと、隣となりに座ったまま正面を見続けていた。イェンの存在感が車内に満ちていくのを、レアナは感じた。

　イェンの胸に、レアナは顔をうずめた。それは自然な動作だった。イェンは狼ろう狽ばいせず、拒こばむこともまたなかった。イェンの腕がレアナの肩に回された。声を上げてしびれた体に、イェンの体温が染み込んでくる。

「わたしがお嬢様から離れることはありません」

　腕にこめられた力が強くなり、レアナはいっそう、イェンの胸に押し付けられた。その強さがイェンの気持ちだった。レアナは身をよじらせ、イェンの顔を見る。

　イェンもレアナを見ていた。

「離れません」

「……ばか」

　これ以上ないというほど近づいた距離を、イェンがさらに縮ちぢめる。近づいてくるイェンにレアナは少し戸と惑まどったが、拒むつもりはなかった。




　離れる。

「誰が離れていこうとも、私が離れることはありません」

　それがイェンの意思。

　レアナは目じりに浮かんだ涙を拭ぬぐい、

「ばかっ」

　そう言った。

　今の寂しさは永と久わの別れのものではない。会いたくなれば会える。ナギリの言葉はその通りでもあり、また、自分を慰なぐさめるための言葉なのだとわかっている。ナギリもセレンも、この寂しさを埋うめるために、癒いやすために、あるいは覆くつがえすために新しい出会いを重ねることになる。そのための卒業式なのだから。
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　寂しさを埋める相手がもう目の前にいることに、レアナは引け目を感じた。

　それでも、この嬉しさを放ほう棄きするなんてレアナにはできない。

　この日が来ることを、ずっと夢に見ていたのだから。

「わたしだって、あなたから離れるつもりなんてないわ」


完









　あとがき







　この巻にてマテリアルナイトは終了、雨あま木ぎシュウスケです。




　本ほん棚だなに自分の本が並ぶというのは、奇き妙みような感覚です。

　いままで本棚は私が読んだ本、私が面おも白しろいと思った本が並ぶ場所でした。そこに私の書いたマテリアルナイトが素そ知しらぬ顔で並んでいます。それがこの巻で五冊さつも並ぶことになるのです。

　とても奇妙です。

　そろそろ作り手としての実感が定着しても良さそうなのですが、ふと自分の本に目がいった時に、それはあっさりと剝はがれていき、「なんだこれ？」と思ってしまいます。




　正直な話、一巻の「少女は巨人と踊おどる」を書いた時点では、五巻にいたる長い話を考えていたわけではありませんでした。ただ、一つの戦いが終わったその後の話というものを書きたいと思い、そしてそこにお嬢じよう様さまと執しつ事じというキャラクターが加えられ、マテリアルナイトの原型が誕たん生じようしました。

　誕生した第一稿こうは正直稚ち拙せつな物語だったのだろうと思います。

　しかしここで、一つの幸運がありました。

　私は、幸運な小説家志望でした。

　このマテリアルナイトが受賞した十五回の前、十四回の際に別名で別の作品を応おう募ぼし、そこで三次選考にまで食い込んでいました。そしてまた、小説に関わる学校に、その当時通っていました。

　そのことを知ったのはドラゴンマガジン誌上での発表でした。誌面の隅すみに小さく名前が載のっただけではありましたが、確かな感かん触しよくを覚えました。学校に来た最初の夏にできあがった原稿が、三次選考にまで食い込む。学校の授業は、まだ初歩の初歩に入り始めたばかりでした。その、ほんのわずかな教えが私の技術をそこまで発展させたのだとしたら……そう考えると、次で勝負しなければという思いが私の内で湧わき上がりました。

　私の原稿にもっとも多く関わっていただけたのは、五代ゆう師し匠しよう（怒おこられても言い続けます）でした。そういう授業をしていたというのもありましたが、他の先生方からの教えを吸収して形にしたものがどの程度のものになったのか、それを確認するには最適の授業でした。数多くのお怒りとご指し摘てきは、自分の中にある創作のための思考の欠けつ損そん部分を埋うめてくださいました。

　マテリアルナイトの原型原稿も、五代師匠の指導の下に数度の改稿を行いました。そして十五回に応募し、佳作で受賞するに至ったのです。

　普通の小説家志望の方々にはない行こう程ていが、私には存在します。これを卑ひ怯きようという方もいるでしょう。しかし私は、ただ幸運を待っていたわけではありません。幸運を摑つかむための行動はしてきたつもりです。




　とにもかくにも、私は小説家雨木シュウスケとしてデビューいたしました。

　初めての打ち合わせで「シリーズ化して二巻を書くか、それともまったく新しい話を書くか」と聞かれて、私は迷まよわずにシリーズ化を選せん択たくしました。前ぜん述じゆつしたとおり、その時には続きのことなどは何も頭にはありませんでした。反はん射しや的てきにそう言ってしまったのです。しかし打ち合わせで改めてマテリアルナイトの世界観を話しあっているうちに、シリーズ全体の構成のようなものは生まれ始めていました。

　高校時代に「スレイヤーズ！」に感化されて以来、ファンタジー小説というものを書き続けています。いくつもの長編を書いては応募し、そして落選していきました。それらの物語には続編が存在しません。書くこともないでしょう。生み出されたキャラクターたちは次々と埋うもれていきます。彼らの未来は絶たれたままです。しかし私の頭の中には彼らの次の話というものが存在してもいました。

　あの時迷わずシリーズ化を選択したのは、せっかく陽の目を見たレアナたちの活かつ躍やくを、これで終わりとすることに抵てい抗こうがあったのでしょう。




　二巻、「少女は聖せい霊れいと歌う」が誕生しました。

　一巻でのシィナの結末に少々不満があったので、シィナメインの話を、同時にシリーズに必要なものを揃そろえるという意味合いの強い巻です。

　シィナにはシィナだけの友達が必要だと感じました。

　しかしだからといってシィナにいきなり男の子の友達とかは、お父さんが許しませんので女の子の友達です。アリシアの登場です。

　ドラゴンマガジンの短編でも登場した、レアナの友人であるナギリとセレンの再登場。

　そして意外にもお気に入りとなった怪かい盗とうバロン・ザ・スカーレットことリオンとラングスの登場でもあります。




　三巻、「少女は蒼そう剣けんと語る」

　一巻がレアナ、二巻をシィナとするなら、三巻はイェンの物語です。

　レアナとイェンには他者が介かい在ざいできない繫つながりがあります。しかしこれは、人間同士で使われる言葉とは違い、「ドラグ・ヘッドとその主人」の繫がりでした。二人の関係を一歩進めるためにはこれは邪じや魔まです。なくしてもらうことにしました。

　レアナのママン、ルシアの登場です。

　そして過去の女こと、フォルストーも登場。イェンがぐちゃぐちゃぐちゃぐちゃ物考えます。




　四巻、「少女は世界と歩む」

　レアナとイェンの物語でもあり、この世界そのものの物語、その始まりです。

　三巻において、本当の意味でドラグ・ヘッドたちに強いられていた戦いが終わりました。

　そんなイェンたちに対して社会は……




　最終巻、「そして少女は慈いつくしむ」

　当巻です。これがどんな話かは、読んだ方ならばもうわかっているでしょうし、読んでない方はページの最初に戻ってください。




　マテリアルナイトが世に出るに際し、もう一つの幸運がありました。

　椋くら本もと夏か夜やさんがイラストを描かいてくれたことです。

　恥ずかしく、そして失礼な話ながら、私はイラストレイターさんを名前で覚えるのではなく、「○○を描いた人」と覚えていました。ので、名前を聞いただけでは、最初は誰だれだかわかりませんでした。

　連絡をいただき、椋本さんのサイトを見て、興こう奮ふんしました。

　こんな綺き麗れいなものを描く人がレアナたちを描いてくれる、そう思うと頭の芯しんがしびれたような感じになりました。受賞の報告と同じぐらいに嬉うれしかったのを覚えています。

　絵心がないためか、私にはキャラクターの明確な外見像ぞうを作ることができません。漠ばく然ぜんとしたイメージがあるのみです。送られて来たラフ画は、私の中のレアナたちに明確な形を与え、新しい息吹を注いでくれました。新キャラを登場させるたびに、どんな姿になるのかと心躍りました。




　感謝しなくてはいけない方々がたくさんいます。

　五代ゆう師匠、榊一郎先生、高井信先生、大迫純一先生、川上亮先生、北山しお先生、高殿円先生、浅尾典彦先生、正光力先生、鹿島我先生……私に作家としての技術、思考方法をご教授していただいた皆様。そして、当時のクラス担任のＵ様。

　私を覚えていてくれた編集さんにして、現担当でもあるＴ様。

　イラストレイターの椋本夏夜様。マシン・ドライブ等のメカニックデザインを担当してくださった谷口ヨシタカ様。

　本を作る工程に関わられる皆様。

　作家志望だった時から作品を読んでくれたＮ氏。

　一巻が出た時からコーナーを作って宣せん伝でんしていただいている故郷三原市の啓文社様。その啓文社様にコーナーを作るきっかけを与えてくれたＯ嬢。




　母と兄、そして亡き父に。




　マテリアルナイトを買い続けてくれた読者の皆様。




　みなさん、ありがとうございます。




　チキチキ作家猛レース、雨木シュウスケはマテリアルナイトのシリーズ完結をもって一周終了、ピットインです。早い時期に次作を携たずさえてレースに復帰すべく奮ふん闘とう中ですので、これからもよろしくお願いします。





二〇〇四年　クリスマス　雨木シュウスケ　












マテリアルナイトⅤ




そして少しよう女じよは慈いつくしむ








雨あま木ぎシしュゆウうスすケけ
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